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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　漠ばく然ぜんと、なにをするでもなく歩いていると、ビルの谷間から猫の鳴き声が聞こえた。

　しばらく立ち止まって考えてから、玄げん翁のうは人ひとりがようやく通れるくらいのその狭はざ間まに足を踏み入れる。ごうごうと建物が呼吸する音と、湿った暖かい空気の流れを肌はだに感じながらしばらく進む。再び猫の鳴き声が、今度は幾いく分ぶん強く耳に響ひびいた。

　打ち捨てられた木材と排気ファンの陰に、そのダンボール箱は置いてあった。猫の声はそこから聞こえてくる。無む駄だに大きな自分の身体からだを恨うらめしく思いながら、玄翁は苦心してそのダンボールの前に立った。上から覗のぞいてみると、手のひらに隠かくれてしまいそうなほど小さな子猫たちが、母はは猫ねこの乳を飲みながらみいみいと鳴き声をあげていた。

　能のう面めんを思わせる玄翁の顔が、わずかにほころんだ。

　手を伸ばしかけたが、母猫が険けん悪あくな視線で自分をにらんでいることに気づいて引っ込めた。威い嚇かくの声をあげないのは子猫を恐怖させないためか、それともそうするだけの体力すらも残っていないのか──瞳だけがぎらぎらと輝いている瘦やせこけた母猫の顔から、玄翁は後者と判断した。母猫を刺激しないよう静かに踵きびすを返し、ビルの谷間から這はい出した。

　記き憶おくを頼りにもと来た道を戻っていく。と、すぐに見覚えのあるコンビニに行き当たった。真夜中にも関かかわらず膨ぼう大だいな光量を溢あふれさせているその店内に、玄翁は目を細めながら足を踏み入れる。フラックスフーズのまぐろ缶、白い容器に詰められたしらすぼしに、紙パック入りの牛乳。思うままに手に取って、そのままレジに持っていき、代金を支払って店をあとにした。歩きながら牛乳に付属のストローを差し込んで、そのままごくごくと飲みはじめる。牛乳などここ数年口くちにしていない。どこか懐かしい味を舌に味わいながら、玄げん翁のうは先ほどのビルの谷間の前で足を止めた。

　しらすぼしとまぐろ缶の入った袋ふくろを足元に置いて、半分ほど飲み干したパック牛乳を左手に、忍ばせていたナイフを右手に持つ。刃やいばをパックの中ほどにひたりと当て、真ま一いち文もん字じに切り裂いた。パックの上うえ半分がぐらりと揺らいで、音も立てずに地面に落ちる。玄翁は落ちた部分を袋の中に入れ、袋自じ体たいもその手に持つと、牛乳の中身がこぼれないよう注意しながら再びビルの隙すき間まに身を滑り込ませた。

　ダンボール箱の少し手前のところでしらすぼしの密みつ封ぷうを開けて、その上にまぐろ缶の中身を丸ごと落とし入れた。下半分だけになったパックの中には猫が飲むには十分な量の牛乳がまだなみなみと残っている。そのふたつを並べてダンボール箱の前に置くと、玄翁はなにも言わずに、また外の歩道へと戻っていった。

　と、そのとき、玄翁の胸から携帯電話のコール音が響ひびいた。玄翁は自らの黒くろ装しよう束ぞくの懐ふところに手を差し入れると、音と共に振動する携帯電話を手に取って、『通話』のボタンを押した。

　玄翁が口を開くよりも先に、向こうの誰かは話しはじめていた。

『やあ、玄翁かい？　悪いねこんな夜遅くに。寝てた？』

「──いや」

『ああそう。ところで玄翁、上じよう弦げんは近くにいるかな？　いるのなら換わってもらいたいのだが──あ。いや、やっぱり待て。やっぱり君でいい。君が上弦に伝えてくれ。私はどうにも、彼女には嫌われているようだからね。君から言ってくれたほうがスムーズに彼女に伝わると思う』

「……」

　真さな田だは小さな笑いを漏らし、

『まったく、相変わらず無口だな、玄翁。ま、いい。それじゃ伝言を頼むよ。伝言の内容は──』

　真田が喋しやべるにつれて、無表情だった玄翁の顔にかすかな動どう揺ようが走った。それを見み透すかしたかのように、受話器の向こうの真田がまた笑い声を立てた。

『驚いたかね？　無理もない。ようやく君の主人の捜し人が見つかったのだ。まあ、まだ確定したわけじゃないが──ほぼ間違いはないと思うよ。いや、それにしても捜し出すのにずいぶん時間がかかったよ。なにしろその生き延びた従じゆう者しやというのが、命からがら帰ってきたときには発狂寸前に錯さく乱らんしていてね、』

「いつだ？」

　真田の軽口を聞くつもりなどまったくない。短く遮さえぎった玄翁の言葉に、しかし真田は気を悪くした様よう子すもなく答えた。

『できるだけ早くがいい。恐らく向こうにもこちらの存在は知られているはずだから。もたもたしてるあいだに逃げられてしまっては、骨折り損ぞんもいいところだ。明日か、明後日あさつてか。目的は今伝えたとおりで、方法は上じよう弦げんに任せよう。我々の存在が公おおやけにならないようであれば、どんな手段を用いても構わない。協力が必要ならできるかぎりのことはさせてもらう──と、こんなものかな。なにか確認したいことは？』

「……いや。了りよう解かいした」

『そうか。では私はこれで失礼する。資料はあとで送っておくよ。それじゃ』

　通話が切れたのを確認してから、玄げん翁のうは携帯電話を黒くろ装しよう束ぞくの懐ふところに収めた。と、かすかに感じた気配に、ふと玄翁は振り返る。それを待っていたかのように、ビルの谷間の奥から再び猫の鳴き声が聞こえた。先ほどのような甲かん高だかい子猫のそれではない、低く響ひびく親おや猫ねこの声には、しかし敵意の色は微み塵じんも混じっていなかった。

　玄翁は、疲れたように笑った。

「うまかったか？」

　前を向いて、ゆっくりと歩きはじめる。そのときにはもう、玄翁の顔にはどんな種類の表情も浮かんではいなかった。




　　　　◆




　布団ふとんの中で、もぞ、と寝返りを打つ。

　眠りの余よ韻いんなどかけらほども感じられない黒い瞳を、上弦は天井へと向けた。寝ね乱みだれた単ひとえを直そうともせず、散らばった髪の毛を整えようともせず、吸い込まれそうなほどに高い天井の不規則な木もく目めに見入っている。自分でも不ふ可か解かいな姿勢で布団の上に寝ね転ころがりながら、意味もなく、ただその天井を見つめつづけた。

　やがて、天井を見るのに飽あきたのか、半身だけを起こして周囲を見み遣やった。二十畳ほどの広さの純和室、その茫ぼう漠ばくとした空間の床ゆか一面に、真っ白な敷しき布団が敷き詰められている。その敷布団の上に、適当に放り投げられたように数個の物体が点々と置いてあるのが見えた。

　動いている。

　顔に纏まとわりついてくる長い髪を無む造ぞう作さに搔かき上げ、上弦はその物体を順じゆん繰ぐりに見ていった。と、その半身からいきなり力が抜けて、ぱたり、と布団の上に倒れ込む。天井に向けた瞳をゆっくりと閉じて、小さく息を吐いた。

　投げやりな声、

「だれか」

　その声に、部屋全体が帯たい電でんしたような緊きん張ちようを孕はらんだ。部屋に転がる物体のいくつかが、びくん、と跳ね動く。その他の物体も、寒さに凍こごえるようにぶるぶると震えだした。と、やがて物体のうちのひとつが、意を決したように動きはじめた。丸めていたその身体からだを伸ばし、犬のように四つん這ばいになって、ずり、ずり、という音を発しながら仰あお向むけに寝ね転ころがった上じよう弦げんへと近づいていく。闇やみの中に手足を伸ばしたその物体は、丸みを帯びた人間の女性の身体からだへと変へん貌ぼうしていた。

　女性は寝転がる上弦の足元まで来ると、そこでぴたりと静止した。震える両手を懸けん命めいに動かしてその場に三つ指をつくと、彼女は足元の敷しき布ぶ団とんに自らの額ひたいをこすりつけた。

「た、た、ただ、ただいま、ま、ま、まい、参り、」

「遠い」

「っ、は、はい、──」

　苛いら立だちを隠かくそうともしない上弦の声に、女性は喉のどを詰まらせて近づいていった。一いつ糸し纏まとわぬその身体に、哀あわれなほどの恐怖と、そしてその合間に見え隠れする明らかな期待の色だけが浮かんでいた。

　上弦は横になったまま、近づいた女性の腕を摑つかんでぐいと引っ張った。大した力を込めたようにも見えないのに、その女性は呆あつ気けなくバランスを崩して紙人形のように倒れ込んでしまった。上弦の胸にのしかかるような格かつ好こうだ。が、上弦はそれを気にする様よう子すもなく、道具を扱うような手つきで女性の首くび筋すじをまさぐると、いきなりそこに嚙かみついた。

「あっ」

「…………」

　短く小さな悲鳴のあとに、ごくり、ごくり、と血を飲み干す音だけが闇の中に響ひびく。いつのまにか、先ほどまではただの物体として布団の上に転がっていた人々が、残らず起き上がって二人のことを見つめていた。その顔に映るのは、恐怖、畏い敬けい、悲ひ哀あい、憐れん憫びん──そしてそれら雑多な感情をはるかに凌りよう駕がする、羨せん望ぼうと嫉しつ妬との表情だ。

「……あ、ん──はっ、ふう、ふあ、ああ、ああああっ…………」

　切れ切れに聞こえる息いき遣づかいは、それほどの時を置かずに艶なまめかしい喘あえぎ声へと変わっていった。彼女の恍こう惚こつを証明するかのように、ぱくぱくと開閉する唇くちびるの両端が泡あわを浮かべている。その口に生はえた二本の牙きばのあいだから、乱れた呼こ気きと共に紅あかい舌がちろちろと出入りするのが見えた。首筋にかぶりついたまま、上弦の頭が小さく動いた。ただそれだけの動作で、彼女は狂ったような嬌きよう声せいをあげ、その胸を一ひと際きわ大きく弓なりに反らし、

「あ、うああっ、ああああああ──、……え？」

　突然、女性の声が止やんだ。首筋から血を啜すすりとっていたはずの上弦が、いつの間にかその牙きばを外し、無表情に彼女の顔を見つめていた。呆ほうけた顔で上弦のことを見返す彼女に、上弦はただ一言、ぽつりと、

「まずい」

　瞬間、女性の表情に、形容し難い恐怖が走った。

「──誰だ、お前は？　見ない顔だが──ああ、そうか。この家の、もとの持ち主か」

　こめかみに指を当てながら、上じよう弦げんは凍りつく女性の顔をまじまじと眺ながめた。そう、この女は確か──ここにいた家族のうちの、年を食ったほうの女だ。四人家族。父親がひとり、母親がひとり、長女がひとり、長男がひとり。父親と年とし端はもゆかぬ長男は挽ひき肉にくにして、『狼おおかみ』の餌えさにした。長女のほうは年とし頃ごろの処女だったが、顔が好みではなかったから真さな田だに譲ゆずり渡した。今ごろは『本ほん拠きよ』の暗い実験室の中で、自分が誰なのかということすら忘れ去り、与えられる死し肉にくを貪むさぼり食うだけの毎日を続けていることだろう。

　上弦は頭を振る。そんなことはどうでもいい。なぜ自分は、こいつだけを生かしておいたのだろうか。美しくないわけではないが、子供を二人もひり出して血を濁にごらせた年とし増ま女おんなを、なにが悲しくて『家か畜ちく』にしなくては──

「……ああ」

　上弦はひとりで得とく心しんした顔つきになった。思い出した。玄げん翁のうの提案だ。用心のために、この家の人間をひとりくらいは残しておいたほうがいい。一家全員が消えたとなれば周囲も騒ぐだろうが、ひとりでも残っていればそうそう異い変へんに気づかれることはない。仮に誰かに怪しまれたとしても、住人をひとり手て駒ごまにしておけばどうとでも言い訳がたつ──上弦は「なるほど」と思った。こそこそと隠かくれるようで気に入らなかったが、好き嫌いと方法の有効性はまったく別問題の話だ。上弦は自らの種族に絶対的な誇りを持っていたが、人間全体を敵に回して勝てると思えるほどの自惚うぬぼれは持っていなかった。

　しかし──と、次に頭に浮かんだ疑問を、上弦は口に出して問うていた。

「しかし、なぜお前がここにいる。お前は『保険』だ。私の『家畜』ではない」

「そっ、……それ、は、そ」

　言い訳も、不ふ明めい瞭りような答えも、必要としていない。小さく白いその右手で、女性の首を無む造ぞう作さに摑つかんだ。かっ、とかすれた音が喉のどから聞こえ、指が食い込んだ首くび肉にくの周りが白く浮かび上がる。鼻先まで女性の顔を引き寄せると、上弦は極ごく至し近きん距離から彼女と目を合わせて、自らの瞳に『力』を込めた。

『支配』。

「目をそらすな。答えろ。なぜ、お前は、ここにいる？」

　がちがちと歯を鳴らしながら、それでもその目だけは呪のろわれたように見開いて、彼女は上弦の視線を正面から受け止めていた。その口が、無む理り矢や理りこじ開けられたように開いた。

「も、う、一度──もう一度、あなた、に、す、われ、吸われ、たかっ、た、もう一度、もう一度、わたし、の、私の、血を、あなたに、あなたの、血に、わたし」

「もういい」

　手に力を込めると、いとも簡単に「ごきり」という音が首から響ひびいた。女性の唇くちびるの両端はしから、目に鮮やかな赤色の筋が溢あふれ出す。上弦は顔をしかめると、彼女の首から手を離した。支えを失った頭がぐらりと揺らいだが、バランスを崩す前に女性は両手で自分の頭を抱かかえていた。自分の意志で行ったのではない。『支配』によって刷り込まれた上じよう弦げんの命令、「目をそらすな」という事項を遂すい行こうするためだけに、形式上は従じゆう者しやである彼女の身体からだが勝手に反応したのだ。だらだらと血の涎よだれを垂らし、こめかみを両手でがっちりと押さえて人形のように静止しながら、それでも彼女は濁にごった瞳を上弦に向けて開いていた。上弦はその目をつまらなそうに一いち瞥べつすると、継続して『支配』しながら最後の命令を告げた。

「お前は、いらない。失せろ。二度と私の前に現れるな」

　相あい反はんする命令が出された場合は、常に後者が優先される。だから彼女は上弦から目をそらして立ち上がると、一刻も早く「失せる」ために足あし早ばやで敷しき布団ぶとんの上を歩きはじめた。がらり、がらり、がらり──と三重の扉を開けっ放しにして出て行き、それきりなにも聞こえなくなる。彼女がこれからどうなるのか、上弦は知らないし興味もない。ただわかっているのは、彼女が「二度と私の前に現れない」ということだけだ。水が低きから高きへ流れることがないように、時が未来から過去へ遡さかのぼることがないように、従者が『支配』による強制力を覆くつがえすことは絶対にできない。

　ぽっかりと開いた扉に背を向けて、上弦はまた横になった。ゆっくりと目を閉じ、しばらくそのままの態勢で寝ていたが、やがて彼女はおもむろに口を開いた。

「せっかく取っておいた『保険』なのにな。馬鹿なことをした」

　ふう、と短い吐息を挟はさんで、

「お前もそう思だろう？　玄げん翁のう」

　音を立てずに三重の最後の扉を閉めると、玄翁は小さく首を振った。

「──御ご前ぜんは、そういう方だ」

　上弦は笑わなかった。寝返りを打って向きを変え、その目に玄翁の姿を捉とらえる。

「それで、用は。お前のことだ。用もないのにここには来るまい」

「真さな田だから伝言を預かった。湯ゆヶが崎さきという町で、『主人』級の吸血鬼の存在を確認した。ついては我々一いち族ぞくと『組織』との盟めい約やくに従い、御前の協力を求めたいと」

「────!?」

　上弦は跳ね起きて、一いつ足そく飛びに玄翁の目の前まで間合いを詰めた。自分より二回りも大きな玄翁の胸元に乱暴に摑つかみかかる。仮面のような玄翁の顔を真ま下したから覗のぞき込みながら、上弦は震える声を吐き出した。

「それはっ、そ、それは、──ま、間違い、ないのだろうな!?」

　玄翁は少し思し案あんしてから、首を小さく左右に振った。途と端たんに上弦の顔を落らく胆たんが覆おおい、力を失った両手がだらりと垂れ下がる。上弦はしばらくその場に立ち尽くして真っ白に敷かれた布団を見つめていたが、やがて気を取り直したように顔を上げた。

「……言い方が悪かった。信しん憑ぴよう性せいは、確かなのか？」

　今度は玄翁も、こくりと頷うなずいた。

「真さな田だが放はなった調査員によれば、その『主人』は人間として生活しているらしい。彼の人間としての名前は──」

　そこで一瞬、玄げん翁のうは言い淀よどんだ。訝いぶかしげに眉まゆを寄せる上じよう弦げんから視線を外し、言葉を続ける。

「──ツキシマ、リョウジと言うそうだ」

「…………ツキシマ……リョウ……」

　そこから先は、言葉にならなかった。

　上弦は熱っぽいため息をつくと、その白い両手をそっと胸に当てた。手のひらに鼓こ動どうを感じる。恋する乙おと女めのように潤うるんだ目を静かに閉じて、上弦は小さく、誰に言うでもなくつぶやいた。

「……魎りよう月げつさま…………魎月、さま……」

　肩が小こ刻きざみに震えている。戦っているわけでもないのに心臓が高鳴ってくる。恥ずべきことだ、吸血鬼にあるまじきこと──そうはわかっているのに、上弦は込み上げる震えと同様に、自分の顔がだらしなく緩んでいくのを抑えることができなかった。もう一いち度ど彼女はまぶたを開け、そこから禁じたはずの涙が一いち条じよう、流れて落ちる。

「……もう、会えないかと…………よかった……生きていらした……魎月さま……」

　抑えきれない安あん堵どの感情に心震わせる己おのれの主人を見ながら、玄翁はどこまでも透明な表情をしていた。ひと通り上弦の感動が通り過ぎるのを見計らってから、玄翁は再び口を開く。

「真田の要求だが──」

「え？」

　きょとんとした表情で、上弦は玄翁の声に反応した。玄翁は構わずに言葉を続ける。

「その主人を生け捕りにしてほしい、とのことだ。『組織』の目的達たつ成せいのために、どうしても『主人』の献けん体たいが必要らしい」

　その言葉を嚙かみ砕くだくのに、かなりの時を要した。

　それが持つ意味を完全に理解したときにはもう、先ほどまでのしおらしい様よう子すは跡あと形かたもなく消し飛んでしまっていた。その顔を燃え上がる炎ほのおのような憤ふん怒ぬで彩いろどって、上弦は玄翁の胸むな倉ぐらを摑つかんで自分のほうへと引き寄せた。憎ぞう悪おと形容してもなんの違和感もない視線を叩たたきつけながら、まるで玄翁がその要求をなしたのだとでも言わんばかりに、吐きつけるようにして怒ど鳴なり散らす。

「──献体だと？　献体だと!?　あの方を──魎月さまを実験体にするつもりか!?　ふざけるな！　他の誰が許しても、この私がそんなことは許さない!!」

　部屋に響ひびいた怒ど声せいに、そこにいる『家か畜ちく』の面めん々めんはひとり残らず恐れおののいた。上弦の怒りの矛ほこ先さきが自分に向かわないよう祈りながら、次々に平へい伏ふくしていく。が、当の玄翁は至って涼しげ──というより、いつもとなんら変わらない無表情のまま、平然と上弦の怒りに答えた。

「俺に言われても困る。真さな田だの言ったことだ」

「黙れっ！　真田ごとき腐れ従じゆう者しやの分ぶん際ざいで、──わ、私の魎りよう月げつさまに、指一本たりとも触れさせるものか!!」

「俺は言われたことに従っただけだ。御ご前ぜんが、あの盟めい約やくを結んだ」

「────っ」

　落ち着いた玄げん翁のうの声に、上じよう弦げんはぐっと息を詰めた。そうだ、と思う。私は、なにを当り散らしているのだろう。こんなことはあのときにすでに予想していたことではないか。激げつ昂こうするにはあまりに今さらすぎる、完全な想そう定てい内の事柄──にも関かかわらず、あの真田が亡もう者じやどもに対してやるようなことを『あの方』に行っているところを想像すると、はらわたが煮え繰り返るような怒りを感じた。と同時に、たかが想像に対してそこまでの激げき情じようを感じてしまう自分のことが、穴に入りたくなるほど恥ずかしかった。少女のように頰ほおを朱しゆに染め、うつむき加か減げんに下した唇くちびるを嚙かみながら、上弦は思う──また、やってしまった。

「御前。判断を」

　その声に、上弦は夢から覚めたような目で玄翁のことを見上げた。玄翁は相変わらずの無表情だ。上うわ目め遣づかいにしばらくそれを観察してから、不ふ意いにくるりと後ろを向いた。

　玄翁に背を向けたまま、静かに目を閉じる。その脳のう裏りを、慕ぼ情じようと打算という二つの思し考こうが駆け巡っている。一見して相あい反はんするものであるそれらの思考は、しかし上弦の中にあっては、見事なまでにぴたりと一致するものでもあった。

　ひとしきり考えを巡らせてから、上弦は目を開けて、振り返りもせずに言った。

「情報が少なすぎる。魎月さまの身辺の状況はどうなっているのだ？」

「あとでこちらに資料を送ると」

「遅い。今すぐよこすように伝えろ。組織の員数は借りられるのだろうな？」

「可能な限り」

「ほう」

　酷こく薄はくに微笑ほほえみ、

「では、可能な限り拝はい借しやくしようか。真田もなかなか思いきったことをする」

「ツルには？」

「私から伝えておく。あいつはお前のことが気に入らないらしいからな」

　肯定するように、玄翁は目を伏せて頭を垂れた。そのまま踵きびすを返して部屋から出て行こうとする玄翁の服の裾すそを、上弦は腕を伸ばして摑つかんでいた。つんのめるようにして止まった玄翁は、何事かと振り返る。

「……？」

「待て。まだ私の用が終わっていない」

「は──」

　尋たずねる間もなく、玄げん翁のうは上じよう弦げんに押し倒された。少女の外見からは想像もできないほどの力で布団ふとんに押さえつけられ、無表情にわずかな戸と惑まどいの色を混じらせて上弦の顔を見る。背せ筋すじに怖おぞ気けが走るような微笑でそれに応こたえると、上弦は自らの唇くちびるを玄翁のそれに重ねた。

　湿った音が、漆しつ黒こくの闇やみに響ひびく。

　やがて、上弦の舌が糸を引いて玄翁の口から離れた。その舌で自らの唇を舐なめて、上弦はまた笑う。玄翁の胸の上に跨またがって、両手で彼の顔を優しく包み込んだ。玄翁の右頰ほおにうっすらと走る傷きず跡あとを優しく撫なでてから、上弦は身に纏まとう真っ黒な単ひとえを無む造ぞう作さに脱ぎ払った。

「喉のどが渇かわいた。久しぶりにお前が飲みたい」

「御ご前ぜん、俺はこれから──」

「お前のせいで昂たかぶってしまった。鎮しずめてくれ」

　闇に浮かぶ白い裸ら身しんを上弦の股またの下から見上げながら、玄翁はぽつりとつぶやいた。

「──そばに仕えて何十年にもなるが、俺はいまだに御前のことがよくわからない」

「奇き遇ぐうだな。七百年ほど生きているが、私もいまだに自分のことがよくわからない」

　上弦は玄翁の手を取って、露あらわになった己の胸に当てがった。妖よう艶えんに目を細めながら、玄翁の手をなんの遠えん慮りよもなくぐいぐいと押しつける。

「だが、今そんなものは必要ない。今は、これだけわかればそれで十分だ。──わかるだろう、玄翁？」

　血の巡る音が耳に聞こえてくるような気さえした。心臓の鼓こ動どうが玄翁の手のひらに伝わり、その反射を感じてさらに鼓動が高鳴っていく。摑つかんだその手を強ごう引いんに動かして、乳房から上気した首くび筋すじ、そして口元へと持っていった。玄翁の手のひらの感覚を、存分に頰に味わってから、上弦は口を開いて牙きばを剝むいた。

「お前は『家か畜ちく』とは違う──ただひとりの、私の『従じゆう者しや』だ。お前の身体からだも、お前の血も、すべて私のものだ。だから、さあ、飲ませてくれ──」

　言うなり上弦は、その長大な犬けん歯しで玄翁の手首を嚙かみ破った。玄翁の手がびくんと痙けい攣れんして、断続的に吹き上がる血ち飛沫しぶきが上弦の頰をさらに赤く染める。真っ白な頰を濡ぬらす鮮せん血けつは、しかし流れる間もなく上弦の肌はだに吸い込まれ、消え去ってしまった。『吸血』。久しぶりに味わう玄翁の血に、上弦は嬉うれしそうに身体を震わせて笑った。

「ほら、お前だって、こんなに……」

　玄翁の手首に自分の唇を当てて、再生しないように肉と骨のあいだに舌まで差し込んで、じゅるじゅると下げ品ひんな音を立てながら啜すすり尽くそうとする。自らの従者の血を恍こう惚こつとした表情に浴びながら、上弦はわずかに腰をずらして、もう片方の手も動かしはじめた。
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「おかえりなさいっ！」

　玄げん関かん扉を閉めた途と端たん、レレナがそう叫びながら居間のドアを開け放って飛び出してきたのだから、思わずお土産みやげのケーキを取り落としてしまったのも無理はない。反射的に飛びのいて玄関扉に後頭部を思いっきり打ち付けた亮りよう史じに、レレナは構わずにずいずいと近づいてきた。

「月つき島しまさん聞いてください！　あの、あのですね、今日、って言ってももう昨日なんですけど、とにかくついさっきお母さんから電話があったんです！」

「え、あ──え」

　忍にん者じやのような格かつ好こうで玄関扉に張りついている亮史の手を、レレナは痛いほどの力で握り締めた。そのままそれをぶんぶんと上下に振り、

「やっと引っ越しの準備が整ったって、もう今週中にはこっちに来れるって!!」

「──え、ホント？」

「はいっ！」

　よほど嬉うれしかったのだろう、亮史を見上げるレレナの目にはうっすらと涙が浮かんでいた。飛び上がらんばかりにして喜ぶレレナの笑顔に、つられて亮史も淡あわく微笑ほほえむ。なだめるように彼女の茶色の髪をぽんぽんと叩たたいてから、亮史は取り落としたケーキの袋を拾い上げた。不ふ思し議ぎそうな顔をするレレナに、親おや指ゆびで居間の方向を指し示して、

「まあ、ここじゃなんだから──」

「あ、はい」

　亮りよう史じの言わんとするところを汲くみ取って、レレナはスリッパをぱたぱたと鳴らしながら居間へと駆け込んでいった。苦く笑しようしながら亮史も居間の敷しき居いをまたいだが、おかしなことにレレナはどこにも見当たらない。不ふ審しんに思って視線を巡らせたところで、台所のほうからレレナの声が聞こえた。

「すいません、今お茶を淹いれますから！」

「…………」

　苦笑を深くして、亮史はテーブルの上にケーキの袋ふくろを置いた。自らも台所に足を踏み入れて、レレナがせわしなくお茶の缶を空あけているその後ろで二人分のフォークと皿を探しはじめる。レレナが慌あわてた顔で振り返って言った。

「あ、私が──」

「いいから。これくらい僕にだってできるよ」

「ご、ごめんなさい……」

　しきりに恐きよう縮しゆくしながらも、レレナは手早く二人分の湯ゆ吞のみにお茶を淹れて、あらかじめ用意してあったお盆ぼんの上に載せた。同時に亮史も二本のフォークを二枚の皿の上に載せ、それをさらにお盆に載っける。どこか恥ずかしそうに微笑ほほえんで、レレナは会え釈しやくのようにぺこりと頭を下げた。亮史はぼんやりと笑い、

「それにしてもレレナくん、最近すっかり動きが主婦じみてきたねえ」

「な、なに言ってるんですか！」

　たちまちのうちに頰ほおが赤く染まった。それを見られるのを恥じるかのように、レレナはぷいと顔を背そむけると、ぱたぱたと足音を立てて居間のほうへと戻っていった。亮史もそれに続く。

　ことりことりとお茶を置いているレレナの対面に座って、亮史はケーキを皿に盛り付けようとした。が、その仕事もレレナに「こればっかりは」という感じの強ごう引いんさであっさりと奪われてしまった。諦あきらめてソファの背もたれに身体からだを預け、てきぱきと動くレレナの手先をぼんやりと眺ながめる。手際よく湯吞み（ケーキなのに日本茶だ）を並べながら、レレナは楽しそうに言った。

「まあ今週中って言っても、今週の末なんですけどね。今日が月曜日だから──」

「それでも四、五日じゃないか。そんなのあっという間だよ」

「そうでしょうか？　──そうですね、あっという間、ですよね……」

「…………」

　亮史は答えずに、差し出された日本茶をひと口だけ啜すすった。ちらりと視線を上げて盗み見れば、レレナはチョコレートケーキを載せた皿を持ち上げたままの態勢で、ぴたりと動かなくなっていた。亮史はわずかに唇くちびるを歪ゆがめ、もうひと口、湯吞みをくいと傾ける。

　しばらくして、レレナはどこか懐なつかしむような声で言った。

「……あっという間、でしたね」

　その言葉をきっかけに、レレナは再び動き出した。が。その動きからは先ほどまでの小こ気き味みのよい精せい彩さいや楽しげな雰ふん囲い気きはどこにも感じられない。亮りよう史じにチョコレートケーキを、自分にチーズケーキをのろのろと配はい膳ぜんすると、レレナは自分用のソファにちょこんと腰を下ろした。そのソファの肘ひじ掛かけに目を落とし、辛つらそうな表情をする。

「もうそろそろ、ですね」

「なにが？」

「…………お別れ」

　フォークでチョコレートケーキを切り崩しながら、亮史は意外そうに眉まゆを上げた。

「別に今こん生じようの別れってわけじゃない。住むところは近所なんだから、会いたければいつでも会いに来ればいいさ」

「……それは、そうなんですけど」

　うつむいていたレレナは、しばらくして意を決したように顔を上げた。亮史のことをじっと見つめ、確かめるように言う。

「月つき島しまさん、本当に、この町から出て行くつもりなんですか？」

　フォークを操あやつる亮史の手が止まり、目だけを上げてレレナのまっすぐな視線を受け止める。その口元に浮かぶのは、なにを考えているのかわからないあいまいな微笑、

「そうだよ。言わなかったっけ？　もう『組織』のことはみんなに話しておいたと思ってたんだけど」

　再びかちゃかちゃとフォークを動かしはじめ、

「行き先は──それももう話したよね。僕としては『組織』から逃げられればどこでもいいんだけど、せっかくなんだからレレナくんが新しく住む町──八はち見みヶが丘おかだっけ？　そこに一緒について行こうと思う。この町の他に知り合いがいるところなんてないし。あ、もちろんレレナくんが僕の顔なんて二度と見たくないって言うんなら、遠えん慮りよするけど」

　レレナは恨うらめしげに亮史のことをにらみ、

「──そんなこと、誰も言ってません」

「それはよかった」

　晴れやかに笑って、亮史はケーキのかけらをぱくりと口に含んだ。もぐもぐと口を動かし、さらにケーキを破壊しようとフォークをさ迷わせる。

「うん、おいしい。レレナくんも早く食べなよ」

「…………」

　レレナは思いつめた表情でしばらく黙りこくっていたが、やがておもむろに口を開いた。その目に宿るのは並々ならぬ決意の色。

「月島さん」

「？」

「──私の家に、来ませんか？」

　口に持っていきかけたフォークが、ぴたりと止まった。ぽかんと口を開けたまま、亮りよう史じは「なにを言っているんだこいつは」という顔でレレナのことを見る。その視線に怖気おじけづいてさっと顔を伏せ、レレナは言い訳のような口く調ちようで、

「あの、だから、その、さっき電話があったときにお母さんとも話したんですけど──ほら、お世話になりっぱなしでさよならするっていうのもアレですし、月つき島しまさんまだ向こうで住むところは決まってないみたいだし──」

　ようやく亮史はケーキを口の中に放り込んで、それをもぐもぐと嚙かみ砕くだいた。口を動かしながら、確かに──と亮史は考える。レレナ一家の新居がある、埼玉県八はち見みヶが丘おかでの亮史の住じゆう処しよはまだ決まっていない。それもこれも日中は外に出てはいけないという呪のろわしい吸血鬼の生態のせいなのだが、亮史としては湯ゆヶが崎さきから逃げてしまえばそのあとはさして急ぐわけでもなし、しばらくはホテルにでも滞在して吸血鬼に相応ふさわしい住居をじっくり探そうと思っていたのだ。

「──だから、住むところが見つかるまでのあいだは、月島さん、うちに泊まったらどうですか？　今まで居い候そうろうさせてもらっていた恩返しってことで、お母さんも賛成してましたし、お父さんも『ぜひそうしなさい』って言ってくれましたし──」

　ごくんとケーキを飲み込んでから、なるほど──と亮史は考える。新居を探すにしろ、そのあいだ誰かの家に居候するというのは悪くない考えだ。少なくともホテルに泊まるよりはずっと割安に済むはずである。八見ヶ丘には『太たい平へい建築』ほど亮史の手しゆ腕わんを高く買ってくれる建築会社はないかもしれないから、お金はできるだけ節約しなくてはならない。その点から見れば、レレナの誘いは非常に魅力的だった。だが──

「──ね、そうしましょうよ。向こうで買った家は結けつ構こう広いらしいですから、月島さんは客室に泊まればいいじゃないですか。シャッターを閉めれば日の光も入ってこないし、夜にしか起きないのも私がなんとかごまかしておきますから、」

「舞まいくんは？」

「──、え？」

「舞くんはどうするの？　舞くんも僕と一緒に君の家に居候するの？　でも君のお母さんやお父さんは舞くんを見ることができないんだし、となれば僕も君も自由に舞くんと話すことができなくなる。そんな気はなくたって無視してしまうような状況も起きるだろうね。一ヶ月前の『あれ』のような」

　その言葉がレレナの頭に染み渡るのを待ってから、亮史は皿の脇わきにフォークをかちゃりと置いた。だんだんと血の気が引いていくレレナの顔を、亮史は真ま面じ目めな顔で見つめる。

「そんなことになれば、事情はわかっていても舞くんは傷つくと思う。彼女は誰かに無視されることを一番嫌きらっているし、それ以上に恐れているから。僕は一ヶ月前の過あやまちを、できれば二度と繰り返したくない──君だって、あの件で舞まいくんのそういう性格は大体把は握あくしたはずだろ？」

　レレナの顔かお色いろは、気の毒なくらいに青くなっていた。「とりかえしのつかないことをしてしまった」という表情で、自らの罪に押し潰つぶされるかのようにうなだれてしまう。少し言い過ぎたか──と心の中だけで反省し、亮りよう史じは冗じよう談だんめかして言った。

「それにほら、彼女を家の中に入れたらとんでもないことになると思うよ。君のおじさんがうちに来たときなんかひどかったじゃないか。あんなポルターガイスト騒ぎが毎日家いえの中で起こるなんて、君だって嫌だろ？」

「…………」

　レレナは反応しない。亮史は組んだ拳こぶしをテーブルの上に載せた。うつむいたレレナのつむじを見ながら、諭さとすように言う。

「君の気持ちはありがたいし、すごく嬉うれしい。でもやっぱり、なにも知らない人とひとつ屋根の下で暮らすわけにはいかないよ。僕の正体がバレてしまったら、なし崩くずし的に君のこともわかってしまうだろうし。──家族には、まだ話す気はないんだろ？」

　レレナはうつむいたまま、こくりと頷うなずいた。それを見て亮史の頭の中に、ふとした疑問が湧わいてくる。なぜレレナはこんなことを言い出したのだろう。吸血鬼となにも知らない人間が一緒に暮らせるわけがない、そんなことくらいわかっているはずなのに。
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「それならなおさらだ。君を吸血鬼にしたのが僕だってバレたら、それこそ磔はりつけにされちゃうしね。あ、でもツキは預かってくれないかな。僕の新居が見つかるまでのあいだでいいから、彼に寝ね床どこを貸してあげてほしい。君を居い候そうろうさせたことのお礼って言うんなら、それで充分だよ」

　レレナはまだうつむいたまま、目元をごしごしとこすり、もう一度こくりと頷うなずいた。恐らく、と亮りよう史じは推測する。自分や舞まいやツキと離れ離れになることに、少なからぬ寂しさを抱いているためだろう。先ほどのレレナの言葉を思い出す──あっという間、でしたね。

　二ヶ月間のこの生活、それに愛着を持ちはじめているのかもしれない。家族の元に帰ることができるのは嬉うれしいけれど、ちょくちょく会いに行けるのはわかっているけれど、それでも今の生活からは離れがたい──そんな心理がレレナの中に生まれているのかもしれなかった。

　亮史は笑う。だとしたら、嬉しい限りだな、と思い、暗い雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくするためにことさらに明るい声で言った。

「ほら、早くケーキ食べなって。コンビニで買ってきた奴やつだけど充分おいしいよ。──そんなに落ち込まないでよ、別に君のことを責めたわけじゃないんだから。ね？」

　レレナはそれでもうつむいたまま、目元をごしごしとこすり、こくりと頷いてから涙の滲にじんだ声で「はい」とつぶやいた。




　　　　◆




　そろそろ春も終わりだな、とツキは寝ながらにして思った。

　月つき島しま宅たく二階、『倒とう木ぼくの窓』のすぐ下の、月島宅で唯ゆい一いつ陽ひが差し込む場所。その下でずっとまどろんでいたが、夜が明ける気配を敏びん感かんに感じ取ってツキは目を開けた。ヒゲをぴくぴくと動かして、ツキは体たい内ない時計から大おお雑ざつ把ぱな現げん時刻を割り出した。

　──午前五時、といったところか。

　くあ、と大きなあくびをする。こんな時間なのに、ずいぶん明るくなったものだ。そういえば昨日の晩は、風の音もほとんど聞こえなかった。春に終わりが近づき、夏の到とう来らいもそれほど遠くないところに来ているということか。板の間にころりと寝ね転ころがりながら、ツキは憂ゆう鬱うつそうに鼻から息を吐いた。

　猫のご多分に漏れず、ツキは夏が嫌いだ。というか、ただ暑いのが嫌いなのだ。主人の月島亮史は吸血鬼だから──すなわち、体機能がほとんど停止している生ける屍しかばねであるから、春夏秋冬変かわらずに過ごすことができる。が、その使つかい魔まのツキはと言えば、様々な能力の違いこそあるものの、身体からだの仕組みは普通の猫となんら変わらないのである。ただでさえ真っ黒な毛皮を纏まとっているツキにとって、あの夏の粘ねばついた日の光はもっとも苦にが手てなもののひとつだった。

　昔は良かった、とツキは久しぶりに過去を懐かしんだ。昔はこうではなかった。夏の陽光にも、もう少しかわいげというものがあった。日が照っても心地の良い風が吹いていたし、枝えだ葉はのざわめきを聞きながら木こ陰かげに隠かくれてやり過ごすという方法もあった。それなのに今はどうだろう。熱されたアスファルトに足の裏の肉にく球きゆうを焼かれ、籠こもるような熱気を和やわらげてくれる水みず辺べはどこにも見当たらず、せいぜいの無ぶ聊りようとして車の下の日陰で死んだように横たわるのが関せきの山やま──いくらなんでもあんまりだ、と普段はクールなツキでさえも思わず嘆なげいてしまう。暑さが苦にが手てなのは『黒』の毛皮に生まれついたものの宿命だから仕方がないが、それにしたって現代の夏の暑さは常じよう軌きを逸いつしているように思う。

　それともこれも、老人の戯ざれ言ごとという奴やつなのだろうか。昔生うまれの自分にとっては昔が良く思えるだけで、今に生まれた若者たちは今の夏にきちんと適応しているのかもしれない。たとえば、そう──

「あ、ボス。こんなところに」

　──こんな奴なんか、どんな暑さの中でも平気でネズミを追いかけ回してそうだな。

「ボス、ボス、今あの子はどこにいます？　会えます？　触れます？」

　ツキは首をもたげて、うんざりした顔をモザイクへと向けた。

「モザイク、あのな。この家は俺のナワバリだぞ。いくら知り合いだからと言って、そう何度も人のナワバリにずかずかと入り込んできていいと思ってるのか」

「やだなあボス、俺とボスの仲じゃないですか。そんな水みず臭くさいこと言いっこなしですよ」

「──お前が言うな」

「まあそう怒らないで。せっかくユキも連れてきてあげたんですから」

　その言葉に、ツキは思わず身を起こす。『倒とう木ぼくの窓』に座り込んでにやにやと笑うモザイクの陰から、ユキがひょっこりと顔を出した。ツキを見た途と端たん、その顔をぱっと輝かせて、ぐるぐると喉のどを鳴らしながら板の間に降りてくる。

「ツキさん、お久しぶりです」

「ん、ああ──」

　別に『久しぶり』というわけでもない。三日ほど前に顔を合わせたばかりである。が、ユキにかかるとどんな短時間でも『久しぶり』になってしまうらしいのだ。モザイクにそのことを尋たずねてみると、悪あく魔まのような笑顔で「好きな相手と離れている時間は長いもんですよ」と返された。言うんじゃなかった。

　ユキはツキの真ん前に座って、いつもと同じようににこにこと笑いながらじっとツキのことを見つめてきた。その視線に居い心ごこ地ちが悪くなり、ツキは床を蹴けってモザイクの隣に移動する。モザイクは非難がましく、

「ボス、そんなあからさまな──」

「ふん」

　とはいえ罪ざい悪あく感かんを抑えきることができず、ツキは恐る恐る後ろを振り返った。

　予想していたようなこと──ユキが恨うらめしげにこちらをにらんでいたり、今にも泣き出しそうな顔でうつむいていたり──は起きてはいなかった。が、ただ寂しく笑いながらこちらを見てくるユキの視線には、それらの予想をはるかに上回る破は壊かい力りよくがあった。モザイクがそれに拍はく車しやをかけるように、同情するような声でユキに言う。

「ユキ、気を悪くしないでくれな。ボスこう見えても恥ずかしがり屋だから、本当は喜んでるのについこんな真ま似ねをしちまうんだよ」

　勝手なことを、とツキが抗議する前に、

「ええ、わかってます」

　ユキは笑ってこくりと頷うなずいた。ツキのほうを上うわ目め遣づかいに見て、

「──いつかお嫁よめさんにしてくれるって、言ってくれましたから。だから私は、そのときが来るまでいつまでも待ちます」

「……っ、なっ」

　そんなこと言った覚えは微み塵じんもない──いや、ないわけではないが、それだって「お嫁さんにしてください」というユキの言葉に「考えておく」と答えただけである。大だい体たい猫の分ぶん際ざいで『お嫁さん』という概がい念ねんもどうかと思うのだが、一いつ心しんに見つめてくるユキのまっすぐな視線に、なんだか後ろめたいものを感じてそんなことは言い出せなくなってしまった。ちらりと横よこ目めにモザイクを見れば、哀あわれんでいるような蔑さげすんでいるような面白がっているような、実に複雑な目でこちらを見つめていた。ツキの反論を封ふう殺さつするように、明るく装った声でモザイクは話題を変えた。

「──とにかくボス、あの子は今どこにいますか？　まだ会えないんですか？」

　なし崩くずし的にユキの言葉を肯定させられたようでいまひとつ納なつ得とくがいかなかったが、それでもこれ以上この話題が続くことに恐れをなして、ツキはぶっきらぼうに答えた。

「……昨日きのう会ったばっかりだろうが。あと三日は無理だ」

　モザイクは目に見えてしょげかえった。ツキは複雑な気分で、そんなモザイクのことを見つめる。

　彼の最さい愛あいの主人、雪ゆき村むら舞まいは、すでに故こ人じんとなってしまっている。彼女は三日か四日に一度、『実体化』をすることによってほんの数分だけモザイクと触れ合っているのだが、果たしてモザイクがどこまで事情を飲み込んでいるのか、ツキには疑問だった。もっとも猫はえてして複雑な思し考こうを嫌うものだから（ツキが考えすぎなのだ）、モザイクにしてみれば「会えるならそれで構わない」とでも思っているのかもしれない。

「ま、いいんですけどね、半分わかってましたし。ああ、でも、せっかく再会できたってのに、こんなちょくちょくにしか会えないなんてなあ。前より逆に辛つらくなったなあ」

　ため息をつくモザイクを、ユキが慰なぐさめるように、

「いいじゃないですか、会ってもらえるんなら。モザイクさんのご主人さまだってきっと、モザイクさんと会えないことを辛つらく思ってますよ」

　私と違って、と言げん外がいに言われているような気がした。苦にがい顔でツキは外の風景に目を向ける。と、ふとツキは思い出して、モザイクのことを見た。

「──そういえばモザイク、この前お前に話したよな？　主人が引っ越しをするって」

「え？　あ、ええ」

「どうやらその日取りが決まったぞ。来週中にはこの家を引き払うらしい」

　モザイクの顔がにわかに真しん剣けん味みを帯びた。

「本当ですか？」

「あの」

　口を挟はさんできたユキを完全に無視して、ツキはモザイクの言葉に頷うなずいた。

「ああ。そろそろ話し合っておこうと思っていたんだ。俺はこの町の取りまとめ役だからな。後あと釜がまを決めておかなくちゃならん」

「ちょっと」

「難しいところですね。ロシアか、カンクロか──シマでもいいかもしれません」

「おーい」

「ロシアはのんびりしすぎている。カンクロは逆に血の気が多すぎて、他の猫をまとめるのには向かない。シマには確かに人じん望ぼうがあるが──しかし、なにしろあいつはメスだ。腕うでっ節ぷしが強くないことにはボス役は務まらない。俺としては、お前に任せるのが一いち番ばん安心できるんだがな」

「こらー」

「なにを今さら。言ったでしょう？　俺は最初からボスとあの子についていくつもりですよ。この町に残る気なんてさらさらないですね」

「……」

「ふん、自分勝かつ手てな奴やつだ。──ま、俺の言えた義ぎ理りでもないか。しかしそうなると、『こいつこそ適てき任にん』と言える奴がいなくなってしまうな」

「…………」

「うーん──やっぱり、ボスの代わりになれる奴なんていないのかもしれませんね。なにしろボスは泣く子も黙る生き神様ですからねえ。ま、ロシアとカンクロとシマの三匹で、せいぜい仲なか違たがいしないように仕切ってもらうしか──」

「お二人ともっ!!」

　その怒ど声せいに、ツキとモザイクは揃そろってびくっと身体からだを震わせた。声のした方向に同時に視線を向け、そこにあるのはこの上もなく不ふ機き嫌げんなユキの顔、

「……さっきから、なんの話してるんですか？」

　モザイクは不ふ思し議ぎそうにツキのことを見て、

「あれ、ボス。こいつには話してないんですか？」

　ツキはついと視線をそらし、

「話す必要なんてないだろう。ユキはまだ子供だ」

「そういう問題じゃないでしょう──はあ、ボス、意外に幼よう稚ちなところがあるんですね。いや、別に意外じゃないか。本当にボスらしいですよ、そういう意い固こ地じなところ」

「なんだと？」

　モザイクは呆あきれたように首を振って、ユキに向き直った。

「あのなユキ、ボスの主人が近いうちに他の町に引っ越すらしいんだよ。で、ボスもそれについていくんだと。俺の言っている意味、わかるか？」

　ツキはそれとなくユキから顔を背そむけて、外に広がる湯ゆヶが崎さきの風景に視線を移してしまった。朝方に相応ふさわしいその静せい寂じやくに聞き入るように、眼がん下かに向かってくいと耳を立てる。そんなツキの耳に、がちがちに強こわ張ばったユキの声が聞こえてきた。

「──本当ですか、ツキさん？」

　その声のあまりの硬さに、ツキはしばらく黙り込んだ。

「本当に、……いなくなっちゃうんですか？」

「……ああ」

　モザイクがなにも言わずに床に降り立った。促うながすような沈ちん黙もくのあと、ユキがツキの隣に飛び乗ってくる。頰ほおの辺りにユキの視線を感じる。いくら待ってもなにも言ってこない。その沈黙に急せかされるかのように、ツキは口を開いた。

「いや、いずれ話そうとは思っていたんだ。ただなんとなく、その、言いそびれてな──」

　顔かお色いろを窺うかがうようにユキのことをちらりと見る。が、そのときにはもう、ユキはツキのことなど見ていなかった。眼前に広がる光景──昇のぼりつつある太陽とそれに白く照らし出された湯ゆヶが崎さきの町並みを、どこか透明な視線でじっと眺ながめている。なにかを誇るように反らした純白の胸が、朝日を受けてきらきらと輝くその姿には、言い知れぬ神こう々ごうしさすら纏まとっているように見えた。

　一瞬、ほんの一瞬だけ、ツキは不覚にも見み惚ほれてしまった。すぐに我に返って強ごう引いんに目をそらしたが、それでもその金こん色じきの瞳には、今しがたの一瞬のユキの姿が焼きついてしまっていた。

　ツキの内心など知る由よしもなく、ユキが先ほどよりは幾いく分ぶん柔らかくなった声で言った。

「……いいんです、別に。怒ったわけじゃありません。ちょっと驚いただけで」

　話の筋を思い出すのにしばらくかかった。もう一度、ツキは首を曲げて、ユキのことをまっすぐに見る。ユキは顔を正面に向けたまま、目だけでツキのことを見ていた。どちらからともなく視線が絡み合い、ツキのことを見み据すえる青い瞳が、静かに笑えんだ。

「言ったじゃないですか、私はツキさんのお嫁よめさんになるんだって。だから、ツキさんが行くところならどこにでもついていきますよ。モザイクさんとおんなじです」

　後ろからモザイクの忍び笑いが聞こえた。苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でツキは前を向き、そんな彼の表情に怯おびえたように、ユキが気弱な声で言った。

「──ツキさんは、私についてこられちゃ、迷めい惑わくですか？」

　ツキは深々と息を吐く。ため息でもつかなければやっていられなかった。そんなふうに言われて「はい迷惑です」などとぬかす奴やつは無む間げん地じ獄ごくに落ちるに決まっている。だから、あとでモザイクに散さん々ざんからかわれるということがわかりきっていても、ツキとしてはこう答えるほかなかった。

「…………誰がそんなこと言った。お前の勝手にすればいいだろう」

　隣でユキの喜びが爆発した。不安定な足場なのにも関かかわらず、ユキは盛大に喉のどを鳴らしながら思いっきりツキの顎あごの下に耳をこすりつけてきた。二匹分の体重のバランスを安定させるのに手間取りながら、モザイクが必死に笑いを我慢している気配を背中にびんびん感じながら、ツキはできるだけ不ふ機き嫌げんそうに「ふん」と鼻を鳴らした。
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　　　　◆




　がくん、と頭がずり落ちた振動で、レレナは目を覚ました。

　しばしのあいだ、寝ぼけまなこでぼーっとする。自分が今どこにいるのか、とっさに判断できなかった。ぐるりと視線を巡らせて、ようやく前後の状況を把握することができた。

　──そっか、あのまま寝ちゃったのか。

　朝食の片づけを終えて居間の掃除を済ませ、ちょっと休もうと思ってソファに座り込んだところで、不意に眠気が襲おそってきたのだ。昨日の母からの電話を一刻も早く亮りよう史じに伝えるために、一いつ睡すいもせずにずっと待ちつづけていたしわ寄せが来たのだろうが──と、そこまで思い至ったところで昨晩のあの忌いまわしい記き憶おくがむくむくと首をもたげてきた。レレナはショートしたようにソファの背もたれに倒れ込む。

　口元のよだれを、こし、と拭ふく。身体からだをずらして頰ほおをこすりつけるようにしてもたれかかり、目元を腕で覆おおった。後こう悔かいの念がじわじわと忍び寄ってくる。後悔は亮史の声に姿を変えて、目を覆う暗くら闇やみに響ひびいてきた。

　──舞まいくんは？　舞くんはどうするの？

　私はなんて馬鹿なんだろう、と唇くちびるを嚙かみ締める。ほんの一ヶ月前に自分の無ぶ遠えん慮りよから舞を傷つけたばかりだというのに、もうそんなことも忘れて彼女のことをないがしろにしてしまった。亮史にそのことを見み透すかされたような気がして、自分が舞のことをどう考えているかを浮き彫りにされたような気がして、羞しゆう恥ちと後こう悔かいの色にその顔を歪ゆがめた。

「……なんで、あんなこと言っちゃったのかな」

　ソファにしどけなく寄りかかりながら、レレナはそうひとりごちる。天井を見つめるその目を閉じて、はあ、と情なさけなくため息をついた。

　本当はわかっていたのだ。舞のこともあるが、それ以前に亮史が両親と一緒に暮らせるわけないと、頭では理解していたのに。目もつ下かレレナの一番の心配事は、父や母やガゼットやマルコに自分が半はん吸血鬼になってしまったとバレることだった。どうにかしてそれを隠かくして暮らさなくてはならない──自信はないがとにかくそうしなくてはいけないのだ。それなのに、そこにすべての張ちよう本ほん人にんである月つき島しま亮史まで呼び込んでしまっては、火に油もいいところではないか。

　突然だった。突然、自分でもよくわからない衝しよう動どうが痛みとして胸に突き刺さって、その痛みを逃がすために言葉に変換して口から出してしまったのだ。両親の元にいながらにして、亮史や舞やツキとも毎日顔かおを合わせることができる、そんな生活。それは想像するだに楽しげな毎日だったが、どう考えても絵え空そら事ごとでしかなかった。夢や理想は素す敵てきなものだ。それは現実で叶かなわないものであるからこそ、なおさら輝いて見えるのだから。

　考え事をしていたせいか、結局レレナは声をかけられるまで、彼の存在に気がつかなかった。組んでいた腕を解くと、いつの間にかドアのすぐ近くに現れていた亮史は、痺しびれを切らしたように言った。

「……レレナくん」

　赤ん坊のようなあられもない格かつ好こうでソファの上に丸まっていたレレナは、亮史の声に目だけで答えた。そこに立ち尽くす長身の影を、ぼけっとした視線で見つめる。しばらくその格かつ好こうのまま固まっていたが、やがてレレナの全身が爆発に近い急激な反応を起こした。バネのような動きで跳ね起きると、そのまま勢い余ってソファの背もたれを飛び越えて後ろの床に後頭部から着地する。ごつり、という聞くからに痛そうな音を物ともせずに、レレナはトマトの如ごとくに赤くなった顔を背もたれから半分だけ覗のぞかせた。

「な、っ、なっ、──なんで月つき島しまさんがここにいるんですかっ!?」

「なんでって、ここは僕の家だ。僕がどこにいようと勝手だろ？」

　能のう天てん気きにそう言うと、無む造ぞう作さにレレナのほうに足を踏み出した。ずんずん近づいてくる亮りよう史じに向かって、レレナは少し怯おびえたような声で、

「──どうしたんですか、こんな時間に」

「うん。ちょっと言い忘れたことがあって」

　ソファをぐるりと回り込んで、亮史はレレナに手を差し伸べた。その場にぺたんと尻しり餅もちをついていたレレナは、ちょっと恥ずかしそうな顔でその手に摑つかまった。と、にこにこ微笑ほほえむ亮史の顔を上うわ目め遣づかいに見上げ、

「言い忘れたこと？」

　そう言ってから、レレナはふと気づいて視線を落とした。とっくに立ち上がっているというのに、亮史が一いつ向こうに手を離してくれないのだ。あの──と小声で促うながしても、にこにこ笑うばかりでまったく応じてくれない。はっきり言うべきかどうか迷っていると、亮史は不ふ意いに真ま顔がおになって言った。

「実はね、レレナくん──」

　じっと見つめながら、亮史はレレナの手をなんの躊ちゆう躇ちよもなく引っ張った。いきなりのことにあっさりとバランスを崩したレレナの身体からだを、その胸で軽く受け止める。包み込むように抱きすくめながら、亮史はレレナの耳元で囁ささやいた。

「──実は僕、前から君のことが、好きだったんだ」

　心臓が、止まるかと思った。

　身体が鉄の塊かたまりのようになってしまった。めちゃくちゃに混乱した頭の中を取りまとめて収しゆう拾しゆうをつけようとするが、そもそもレレナがこんな状況で冷静でいられるわけがなかった。こんなのだめだ、逃げなくちゃ──とわずかに残った理性が必死になって命令を下すが、肝かん心じんの手足が悲しくなるほど思いどおりにならない。ぎこちない抵抗の動きを封じるようにさらに強く抱きすくめると、亮史は改めてレレナの顔を覗き込んだ。

「レレナくんは、僕のこと嫌い？」

「──そ、そっ、そ、そんな、な、なにを、なにを言って──」

「嫌い、かなあ……」

　いつの間にか、レレナは息を止めてしまっていた。今までにないほどの至し近きん距離にある亮史の匂におい、それを吸い込むことすらも恥ずかしいことであるように思えたからだ。真っ赤になったその顔を耐え切れなくなったように伏せると、レレナは懸けん命めいに舌を動かして言った。

「きっ、きら、きらいな、わけじゃ、ありません、ありませんけど、と、に、とにかく、はな、はなして」

「じゃあ好き？」

「──────────」

　これ以上赤くなったら多分死しぬ、というレベルにまでレレナの顔が染まった。と、亮りよう史じはレレナの顎あごに軽く手を当てて、無む理り矢や理りにはほど遠いくらいの強ごう引いんさで彼女の顔を自分のほうに向ける。レレナの顔にはもう表情らしい表情すらも浮かんではいなかった。馬鹿のようにぽけーっとした顔で、レレナはだんだんと近づいてくる亮史の顔を見つめていた。

「目、閉じて」

　ひうっ、という呼吸音が喉のどから漏れる。ふるふると肩が震える。その顔がさらに赤くなるが、幸い死ななかった。レレナが亮史の言葉に従って目を閉じたのは、無む論ろん彼のことを受け入れたからではなく、今いま現在のこの現実から尻尾しつぽを巻いて逃とう避ひしたからだ。ぎゅっと身体からだを縮こまらせて、自分の手にはるかに余るこの状況が一刻も早く過ぎ去るよう、レレナは一いつ心しんに己おのれの信じる神に祈った。

　そして、目を閉じたその瞬間に、彼女の祈りは天に通じた。

　目を閉じたその瞬間、レレナの身体を優しく拘こう束そくする亮史の手の感かん触しよくが消えた。それでもレレナは目を開けない。「目を開けて」とは言われなかったから目を開けようとしない。まぶたの裏側を見つめながら、きつく結んだ唇くちびるに全神経を集中させていると、不ふ意いに揶や揄ゆするような声が彼女の耳に響ひびいた。

　──あ、もう開けていいよ。終わったから

　疑問を差し挟はさむ余よ地ちは頭の中のどこにも存在していなかった。「開けていい」と言われたからレレナはとりあえず目を開けて、そしてそこに、にやにやと笑う舞まいの顔を見た。

「────？　ま、あ、あれ？　舞？　なんで？」

　舞は笑顔を崩さずに片手を上げ、

　──ごくろうさまー。目を閉じたときのレレナってめちゃくちゃかわいいねえ。なんていうか危ないくらい無防備でさー、あたし思わずそのままキスしちゃいそうになったよ

　微び分ぶん積せき分ぶんの問題を突きつけられた小学生のような顔をしていると、舞はため息をついてわざとらしく肩をすくめた。くるりと後ろを向いて後頭部を見せ、顔だけを振り返らせる。

　亮史の顔だった。

「………………………………………………」

　舞はその場で踊るように回転し、顔を元に戻してから改めてレレナのほうに向き直った。口元に意い地じ悪わるな笑えみを浮かべながら、舞はレレナの肩をすかすかと叩たたく。

　──もう、レレナがやたらと時間かけるから余よ計けいな『力』使っちゃったじゃん。『変化』しながら『実体化』するのってものすごく疲れるんだよ。せっかくモザイクと遊ぶのも早めに切り上げて『力』を溜ためたのにさ──次からはもうちょっと早く反応してね

　己おのれの認識を超える事態に直面したときに誰もがそうするように、レレナは真っ白になってその場に立ち尽くしていた。が、頭の中までが真っ白に染められていたわけではなかった。様々な感情の渦うず──その多くは自分を騙だました舞まいに対する腹立ち──が、頭の中のそこかしこでぶつかり合い、レレナがその対処に手て間ま取っている隙すきを突いて、舞はぐいぐいと話を進めはじめた。

　──それにしても、ついにバレちゃったねえ、レレナ？

「…………な、」

　──あーだからつまりね、なんであたしがこんな手の込んだ真ま似ねをしたと思う？　ただの冗じよう談だんでやったんだと思う？　それくらいあたしならやりかねない？　んー、まあ合っていなくもないけどハズレ。正解は──

　舞の顔が驚くほど真剣な色を帯び、彼女はそれをずいとレレナに近づけて、

　──あなたの、月つき島しまさんに対する気持ちを確かめるため

「…………」

　──だっていまだによくわかんなかったからさ。直接聞きいてもどうせ「そんなことありません！」って言われるに決まってるし、でもそれが本心かどうかはわからないし。あたしだってホントはこんなドッキリカメラみたいなことはしたくなかったんだけど──

　レレナは反射的に、

「うそつき」

　一瞬の空白、舞は気まずそうに目を泳がせて、

　──……ま、まあとにかく、ああやればレレナの本当の気持ちが確かめられるって思いついたわけ。で、結けつ論ろん出ました

　にやりと唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

　──レレナちゃんは、月島さんのことが大好きです

　レレナの顔が再び燃え上がった。舞は笑いながらそれを指差して「ほら」と言う。と、そこでようやくレレナの理性が再さい起動し、

「か、勝手に決めないでよ!!　そりゃ確かに月島さんのことは嫌いじゃないけど──でも、その、お、男の人としてどうこうとか、そんなんじゃ──」

　──うそつき

　レレナが言葉に詰まった隙を見て、舞は矢や継つぎ早ばやに、

　──じゃあなんであのとき目を閉じたの？　あの状況で目を閉じるってことがどういう意味かくらい、いくらレレナでもわかってるでしょ？

　面と向かって尋たずねられれば、どんなときにも噓うそをつけないのがレレナの欠点だ。

「そ、それは、そうだけど、でも、あのときは……」

　──ほらやっぱり

「話は最後まで聞いてよ！　あのときはなにがなんだかわかんなくて、それでその、目を閉じろって言われたから、言うとおりにすれば離してくれるかなって、そう思って──」

　噓うそではなかった。少なくとも、レレナは噓をついているつもりはなかった。わけがわからなくなって目を閉じてしまったのは事実だし、（舞まいが変化した）亮りよう史じに離してほしいと思ったのも事実だった。だが──

　舞は探るような目つきでレレナのことを眺ながめ回してから、静かな声で言った。

　──うん、まあ、そういうこともあるのかもね。それじゃあさ、もしさっきのが本当の月つき島しまさんだったとして──あのまま続きをされてたら、レレナ怒ってた？

「────」

　今度こそ、レレナは返答に詰まってしまった。

　そう。

　舞が問題にしているのも、レレナが悩んでいるのも、つまるところそこに尽きるのだ。

　亮史の姿を借りた舞に抱きすくめられたあのときに、この上もなく混乱していたのは疑いようのない事実だった。亮史の腕からは逃れたかったし、一秒でも早くあの場から逃げ出したいと本気で思っていた。それは一体なぜかと言えば、あのときのレレナには状況がまったく把は握あくできていなかったからだ。いきなりのことに混乱しきっていたレレナが、かちこちに固まって現実に対たい処しよすることをやめてしまったとしても、彼女のような奥おく手てな女の子にとってはむしろ当たり前の反応だったのかもしれない。

　だが、もし、状況を把握するだけの猶ゆう予よが、レレナに与えられていたとしたら。

　めちゃくちゃな混乱が収まったあとに、改めて亮史に迫られていたら。

　いや、そんなまどろっこしいことはこの際どうでもいい。要するに、亮史にキスされていたら──果たしてレレナは、それが嫌だったのか。舞は、そう聞いているのだ。

　無意識のうちに、レレナは指先で己おのれ の唇くちびるを探っていた。あの瞬間のことを思い起こして、その先を想像してみる。混乱と緊きん張ちようを孕はらんだ闇やみの中で感じる、亮史の唇の感かん触しよく。自分の唇と亮史のそれが合わさっている姿をイメージし、その想像に対して自分がどんな感情を抱いているかを分ぶん析せきしようとした。

　レレナの顔が赤くなっていく。それを隠かくすためにさっと顔を伏せたが、舞は目ざとくそれを見つけて勝ち誇ったように言った。

　──ほーら赤くなった。やっぱり好きなんじゃん

　ぷちん、という音が、頭の奥から確かに聞こえた。

　レレナはきっと顔を上げ、面白がるような舞の目を真正面からにらみつけ、そして、

「だっ、だから違うって言ってるじゃない！　別に好きじゃないんだから!!」

　ムキになった。

「そうよ、好きじゃないもん。勘かん違ちがいしないでよ。そりゃ友達としては月つき島しまさんいい人だなって思うけど、別に男の人としては全然、ぜんっぜん好きなんかじゃないもん！」

　──それじゃ、あのまま続けてたら怒ってた？

「怒ってた！」

　──月島さんにキスされたら、気持ち悪い？

「…………」

　──きもちわるい？

「っ、き、気持ち悪い!!」

　吐き出すようにそう叫んで、レレナは肩で息しながら舞まいに視線を叩たたきつける。舞はしばらく黙ってレレナのことを見返していたが、やがて深々と息を吐いてテーブルの上に腰を降ろした。無む邪じや気きな笑顔をレレナに向けながら、心から安心したように、

　──あー、よかった

「……え？」

　──だってさ、もしレレナが月島さんのこと好きになってたら、あたしのライバルってことになるじゃん。だからよかったなー、って。レレナ、あたしの気持ち知ってるでしょ？

「…………うん」

　──ね？　だからよかったじゃん、二人でひとりの人を取り合わなくてさ。あたし月島さんのこと大好きだけど、レレナのことも好きだもん

　レレナはまだ不満そうに唇くちびるを曲げたまま、

「……もしかして舞、そのために、あんなことしたの？」

　──そーだよ。だってほら、実際に敵がいるのかどうかって、あたしにとっては最さい優ゆう先せんで確認すべきことじゃない？　今のところその可能性があるのはレレナだけなんだしさ

　舞は、迷うことなく『敵』という言葉を口にした。唇の端はしをわずかに吊つり上げて薄く微笑ほほえんでいるが、しかしその目だけは笑っていないように見える。その表情に、レレナは、恐怖の一歩手前のような感情を覚えた。

　自分もソファに腰を降ろしてから、レレナは大きく息を吸って、吐いた。にこにこと口元だけで笑っている舞を上うわ目め遣づかいで見て、おずおずと口を開く。

「ねえ、舞」

　──ん？　なに？

「もし、だよ。もし、私が、月島さんのこと好きだって言ってたら、どうしてた？」

　──うーん、そうだなあ

　舞はふわりと髪を搔かき上げた。薄く微笑みながら、芝しば居いがかった口く調ちようで、

　──あたしは月島さんのことを諦あきらめないけど、だからってあなたに彼のことを諦めろなんて言わない──

　ふざけたように「あはっ」と笑い、

　──なーんて、言わなかったね、きっと。なんかさ、そういうのって「勝っても負けても恨うらみっこなし、これからもお友達でいましょう」みたいなニュアンスがあるじゃない？　あたしそういうの大だいっ嫌きらいなのよね。そんなの最初っから無理だと思うの。だって取り合いだし、取り合いって要するに喧けん嘩かでしょ？　スポーツじゃないんだから恨みっこなしなんてできるわけないじゃない。少なくともあたしはそう

　と、そこで舞まいはふとレレナから視線を外した。テーブルに腰掛けながら足を組み、少し猫ねこ背ぜになってその上に頰ほお杖づえをつく。それを見てレレナは、はじめて舞のことを「かわいい」ではなくて「きれいだ」と思った。目を細め、どこか遠くを見つめているような舞の横顔には、レレナですらも息を吞のんでしまうほどの美しさがあった。

　独り言のような口く調ちようで、舞は続けた。

　──それにね、あたしにとっては月つき島しまさんって特別な人だから。絶対に、絶対に離れたくない人だから。だってあたし、幽ゆう霊れいだもん。月島さんがいなくなっちゃったら、もうあたしのことを見てくれる人も気にかけてくれる人もいなくなっちゃう──あ、レレナとかツキくんは別ね。ちゃんとした男の人で、ってこと。だからあたしにとって、月島さんは絶対に、なにがあっても、世界が破は滅めつしても譲れない人です。だから、もしも月島さんが他の誰かに取られそうになったら──

　そこで舞は、目だけでちらりとレレナのことを見た。いたずらっぽい微笑を浮かべ、

　──そいつのこと、殺したくなっちゃうかも

　冗じよう談だんには、聞こえなかった。

　レレナが一言も返せずにいると、舞はすっと立ち上がって大きなあくびをした。涙が浮かんだ眠そうな目をレレナに向けて、ぞんざいに手を上げる。

　──あー、なんだか眠くなっちゃった。『力』使ったからかなあ──ま、いいや。それじゃあね、おやすみ、レレナ

　思わず自分も立ち上がり、

「う、うん。おやすみ、舞──」

　レレナの言葉を終わりまで待たずに、舞は風のように居間から去っていた。レレナは舞の突き抜けていった壁をしばらく見つめていたが、やがてへなへなと力が抜けていくようにして、ソファの上に座り込んでしまった。




　　　　◆




　今日の夕食は、お刺身だった。

「──え、これレレナくんが作ったの？」

　亮りよう史じが目を丸くしてそう言うと、レレナはちょっと驚いたような顔でこくりと頷うなずいた。申し訳なさそうな口く調ちようで、

「おいしく、ないですか？」

「いや、とんでもない。すごくおいしいよ」

　慌あわてたように首を振ってから、亮史は箸はしで皿の上に綺き麗れいに盛り付けられたお刺身を指した。感かん嘆たんの響ひびきが混じった声、

「ほら、お刺身っていえばスーパーとかで売ってるパック詰めの奴やつしか知らないからさ。自分で作れるもんなんだなって。すごいねレレナくん、いつ覚えたの？」

　嬉うれしそうな恥ずかしそうな顔で、レレナはこくんと頷いて、

「行きつけの魚屋さんのおじさんに捌さばき方を教えてもらったんです。他にもいろいろ、ヒラメのムニエルとかまぐろづけ丼どんとかを教わりました──よければ今度、作りましょうか？」

「うん、是ぜ非ひお願いするよ」

　亮史がにこやかにそう答えると、レレナはなぜか寂しそうに笑った。なんだろう、とふと疑問に思ったが、すぐにその答えに行き当たる。──『今度』の期限まで、もうあといくらもないからだ。今週の末には彼女の家族がこちらにやってくるのだし、そうなればレレナはもう、この家の人間ではなくなってしまう。「折を見て遊びに行く」などと息いき巻まいてはいるものの、果たしてあの気き丈じようなレレナの母親が、たとえ知り合いとはいえ夜の夜中によその男の家に行こうとする娘のことを黙って見逃してくれるのかどうか。

　まったく会えなくなるわけではない。だが、今までよりも顔を合わせる機会は、はるかに少なくなる。それは、紛まぎれもない事実だった。

　レレナも同じことを考えているのだろうか、その顔にはやはり暗い影がちらちらと見え隠かくれしている。と、亮史の視線に気づき、レレナはその影を無む理り矢や理りに振り払って、明るく笑う。

「……ちょくちょく、作りに来ますね。あの、お母さんに聞けばもっとたくさんのイタリア料理のレシピを教えてくれると思いますから、楽しみにしててください。私、イタリアンにはちょっと自信があるんですよ」

　懸けん命めいに明るく振る舞おうとするその声が、逆に部屋の空気を重くしてしまった。

「……ああ、うん、そうだね。いつでも、遊びに来て」

　答えた亮史の声も、どことなく言い訳めいた響ひびきを伴っていた。

　双そう方ほうともさすがに思うところが出てきて、それ以降の会話はあまり弾はずまなかった。途中、「あれ、今日はお刺身？」などと言いながら舞まいが夕食に乱入してきたものの、どうしたわけかいつもはぺらぺらと機関銃の如ごとくに喋しやべる彼女ですらも、雰ふん囲い気きに吞のまれたかのように口数が少なくなっていた。その沈ちん黙もくの中で、亮史は早々に夕食を食べ終えた。

「……ごちそうさま」

「はい。おそまつさま」

　どこでそういう言葉を覚えてくるのだろう、と不ふ思し議ぎに思いながら、亮りよう史じは食器を持って台所へと向かった。水気の少ない流しに食器を置いてから、ふと時間が気になって居間へと戻る。

　黙もく々もくとご飯を食べているレレナの真ま向むかいに改めて腰を降ろし、時計を確認した。午後七時五分前、といったところか。夏が近づくにつれて日が沈むのも遅くなったために、こんな時間まで家にいることを余よ儀ぎなくされているのである。バイトを辞めると言い出しておきながら労働時間も短縮するのはなんとも心苦しかったが、背に腹は代えられない。

　と、そのとき、玄関の方向から電話の鳴る音が聞こえた。

　いち早く反応したのはレレナだった。ほとんど反射的に彼女は腰を浮かしかけたが、あろうことか右手に箸はしを左手に茶ちや碗わんを持ってもぐもぐと口を動かしている最さい中ちゆうだった。亮史は笑って片手を上げ、

「いいよ。僕が出るから」

「ふ──す、すみません」

　最初の『ふ』は口の中に物が詰まっているからである。亮史はすっと立ち上がると、玄関へと続く居間のドアを開けた。どうせこの家に電話をかけてくる人間などひとりしかいない。ちょうどいい機会だから、これから先もレレナが自分のところを訪ねるのに差さし障さわりがないように、彼女の母親にきちんとした挨あい拶さつをしておこう──そう思って、亮史は受話器を取った。

「はいもしもし、月つき島しまです──」

　が、向こうから聞こえてきたのは、マリのそれとは似ても似つかないだみ声だった。

『おう。亮史か』

　一瞬の間があり、

「……え？　あれ、か、カントク？　ですか？」

『ああそうだよ。悪かったな、期待を裏切っちまって』

　内心ぎくりとするが、幸いなことに岡おか田だはそれ以上突っ込んではこなかった。そんなことはどうでもいい、という感じの口く調ちようで先を続ける。

『今日のバイトに関する連れん絡らく事項だ。工事は中止。お前を含めたバイト全員、来なくてよし。一方的で悪いが了りよう解かいしてくれ』

　会社から電話しているのだろうか、受話器の向こうから流れ漏れてくる太たい平へい建築社内の音声に、亮史は電話越ごしでもはっきりとわかるほどの慌あわただしい空気を感じた。受話器を持ち直して、少し緊きん張ちようした声で、

「はい、それはわかりましたけど──なにか、あったんですか？」

　岡田は聞こえよがしに鼻を鳴らし、

『なにがあったのかこっちが知りたいくらいだよ。今日になっていきなり資材運うん搬ぱんの予定を先延ばしにしやがって、ったく、なに考えてやがんだ上のアホどもは。せっかく組んだ工事計画がイチからやり直しじゃねえか』

「資材運うん搬ぱんって……ああ、太たい平へい建築の親会社からの？」

『そうだよ。天てん井じよう知らずの上も上、こっちからじゃ霞かすんで見えないような高いところからファックス一枚でお達しだ。なんでもこっちによこすはずの資材が急に運べなくなったんだと。ふざけやがって、自分とこのトラックなにに使おうが勝手だがな、そのしわ寄せをこっちに回してくるんじゃねえや』

「なるほど──」

　そう相あい槌づちを打ちながら、「珍しいな」と亮りよう史じは思う。よほど腹に据すえかねているのだろう、いつもはあまり余よ計けいな口を開かない岡おか田だの愚ぐ痴ちを聞くのは、久しぶりのことだった。と、自分でもそのことに気づいたのか、岡田はふと黙るとバツが悪そうに舌した打うちをした。

『──まあ、お前にゃあんまり関係のないことだ。邪じや魔ましたな』

「あ、はい。それじゃ、失礼します──」

　岡田は亮史の挨あい拶さつもそこそこに受け流して、さっさと電話を切ってしまった。狐きつねにつままれたような顔で受話器を置くと、不ふ意いに耳元で声が聞こえた。

　──お休み？

　見ればそこにはいつの間にやってきたのか、舞まいの幽ゆう体たいがふわふわと漂っていた。心臓に悪い、と文もん句くを言いながら、亮史は頷うなずいた。

「うん。なんかトラブルがあったらしくてね、今日の工事は無理なんだって」

　──やったあ!!

　そう叫ぶなり、舞は空中をアクロバティックに飛び回った。ひとしきり亮史の回りをぐるぐると巡ってから、すぐそばの壁を突き抜けて隣の居間へと移動する。わけがわからずに呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、壁の向こうから無む邪じや気きに喜ぶ舞の声が響ひびいてきた。

　──やったやった、ねえレレナ、月つき島しまさんが遊びに連れてってくれるってさ！　バイトお休みなんだって、ねえねえどこ行こっか？

「……なっ、ちょっ」

　慌あわてて居間へと立ち戻り、文句のひとつでも言ってやろうとしたが、しかしびゅんびゅんと部屋の中で暴れまわりながら嬌きよう声せいを上げる舞の姿を見るうちに、「別にいいかな」という気になってきた。他に予定があるわけではないのだし、それに──

　亮史はそっとレレナに視線を向ける。まだ食事の最さい中ちゆうだったのか、レレナは一人掛けのソファに腰を落ち着けて箸はしを握り締めたまま、べたべたとまとわりついてくる舞にすっかり翻ほん弄ろうされていた。ドアの脇の壁に寄りかかってそれを見ながら、ふう、と亮史は息を吐いた。天井を見上げながら、ぼんやりと思う。

　この町での休日も、きっとこれが最後だろうし、な。

「……で、それでどこに行くの？　決まった？」

　レレナの首にかじりついていた舞まいが、不ふ思し議ぎそうな顔で亮りよう史じのことを振り返った。なにか小こ言ごとを言われると思っていたのにあっさりとスルーされた、という感じの表情である。しばし猫のような目で亮史のことをじっと見つめていたが、やがて舞は満足そうに口元を緩めた。思し索あんに耽ふける哲学者のような格かつ好こうで腕を組み、

　──それがねえ、いざとなるとなかなか決まんなくてねえ。うーん、どうしよう。どこがいいんだろ。もう七時か──うん、やっぱここは無難に、渋谷あたりでカラオケとかボウリングでも

　とんでもないことを言い出したので、亮史は慌あわてて軌き道どう修正を試みた。

「あの、舞くん、できれば湯ゆヶが崎さき町内にしてくれないかな？　ほらその、カラオケとかボウリングもいいけどさ、君には身体からだがないわけなんだし──」

　──あ、そっか。そうだった。だめじゃん。んー、それじゃあ──ね、レレナ。レレナはどこがいいと思う？　レレナはどこに行きたい？

　いきなり話を振られて、レレナは目をぱちくりさせて亮史と舞の顔を交互に見た。それからふいと視線を床に落として、しばし何事かを考える。

　やがてレレナは、うつむいたまま言った。

「私は、──留る守す番ばん、してる」

　──……へ？

「舞と月つき島しまさんと、二人だけで行ってきて。私はほら、その、お夕飯の後あと片付けとかしなくちゃだから、留守番、してるよ」

　その言葉に少なからず驚いて、亮史は壁から背を離した。怪け訝げんそうに眉まゆを寄せながら、

「──夕食の後片付けって、そんなのあとでいいじゃないか。せっかくの休みなんだからさ、たまにはみんなで……」

「いいんです私は。お二人だけで行ってきてください」

　いつになくきっぱりとした口く調ちようだった。なぜレレナがこんな硬い反応を返してくるのかさっぱりわからずに、亮史は舞に救いを求めるような視線を送った。言い出しっぺの舞ならば、その持ち前の強ごう引いんさで、なんだか知らないがヘソを曲げているらしいレレナのことを説得してくれると思ったのである。

　が、亮史の視線を横顔に受けながら、舞は一言も言葉を発しなかった。今までのはしゃぎようが噓うそだったかのような冷たい表情で、じっと顔を伏せているレレナのことを見つめている。そこでようやく亮史は、レレナと舞のあいだに流れる微び妙みような空気を読み取ることができた。喧けん嘩かなどという大おお雑ざつ把ぱなものではない、もっと繊せん細さいで微妙で、そしてどこか危うい雰ふん囲い気きが二人のあいだに漂っている。途と端たんにそこら中に地じ雷らいが埋まっているような気がしてきて、亮史は一歩も動くことができなくなってしまった。

　空中を漂いながら、舞まいがぽそりとつぶやいた。

　──レレナ、本当にそれでいいの？

「……うん」

　──本当に？　本っ当に、それでいいの？　後こう悔かいしない？　月つき島しまさんとこういうふうにどっか行くのは、多分これが最後だよ

「…………」

　石せき像ぞうを連想させる動作で、レレナはぎこちなく、小さく頷うなずいた。舞は「ふうん」と鼻を鳴らすと、それきり興味を失ったようにレレナから視線を外した。舞が亮りよう史じのほうに向き直ったときにはもう、彼女の顔にはいつもどおりの明るい表情が浮かんでいた。

　──だってさ。本人がああ言ってるんだから、二人っきりで行こうか、月島さん？

「ま、舞くん、そんな──」

　──だってしょうがないじゃん。レレナが行きたくないって言ってるんだから

　意い地じ悪わるなその口く調ちように、ただでさえ身体からだを固くしていたレレナがさらに縮こまってしまった。亮史は舞に一言文もん句くをつけてやろうと口を開いたが、しかし言うべき言葉がひとつも見当たらない。レレナが「私は行かない」という意思を表明している以上、亮史にはどうすることもできなかった。できないのだが、しかし──

　──月島さんと二人っきりかー……あ、ねえねえ、これってもしかしてデート？　でしょ？　そうでしょ？　やったあ！　月島さんと初デートだ！

「…………」

　亮史の苦悩を尻しり目めに、舞は空中で足をばたつかせながら楽しそうに喋しやべりつづけていた。一方でレレナは、辛つらそうな表情で黙りこくったまま、ついにその目を固く閉じてしまう。それを見て亮史の中に、ある確信が芽め生ばえた。

　レレナくんは、噓うそをついている。

　どうしてもあの言葉がレレナの本心であるとは思えなかった。どんな出来事がレレナと舞のあいだにあったのかは知らないが、それでも二人とも──舞の明るい態度でさえも、どこか無理をして取り繕つくろっているように見えた。人間というのはややこしいものだな、とふと思う。一体どんな複雑な計算式が絡み合えば、こういう反応が返ってくるのだろうか──吸血鬼である亮史には、その感情の出所がほとんど理解できなかった。

　ともあれ、そんな思し索さくをしている場合ではない。このこんがらがった状況を整理して、どうにかレレナを連れ出さなくては。特にその必要性があるわけではないのだが、しかし、人間は必要性だけで動いているのではないのだ。

　と、そんなことを考えていると、不ふ意いにテーブルの下から低い声が響ひびいた。

「……盛り上がってるところ悪いが、俺も行かせてもらうぞ」

　踊るように回転していた舞の動きがぴたりと止まった。上下逆さかさになってからゆっくりと舞は下降していき、テーブルの下を覗のぞき込んで怪け訝げんそうな声をあげる。

　──ツキくん、なにしてんのそんなとこで

「見りゃわかんだろが。夕食だ」

　テーブルの下から這はい出てきたツキは、そのまま床から三人掛けのソファへと飛び移った。ぺろりと口の周りをなめてから、その落ち着いた目を亮りよう史じのほうに向け、

「俺も同行させてもらいたい。許可をくれ、主人」

　亮史は困こん惑わくしながらも、

「僕は別にいいけど──なんでまたツキが」

　舞まいが弾はじかれたように反応し、

　──ちょっと、別にいいけどってどういうこと！　ツキくんも話聞きいてたんでしょ、ちょっとは遠えん慮りよしなさいよ！　あたしと月島さんのデートなんだから!!

　ツキはそれを完かん璧ぺきに無視して、

「ここに一匹だけで残ってるとな、いろいろうるさい奴やつが嗅かぎつけてくるんだよ。主人たちと一緒のところにいたほうが、うっとうしくなくていい」

　一匹だけで、という言葉が頭の中に引っかかり、亮史は思わずツキのことを見つめた。ぎゃあぎゃあとまとわりついてくる舞のことを見向きもせず、ツキは静かに亮史の目を見返している。

　やがて、亮史は安あん堵どしたようにため息をついた。じっと押し黙ったまま、それでもその目だけはちらちらとこちらを盗み見てくるレレナに向かって、懐かい柔じゆうするような笑顔を浮かべる。

「まあ、ツキもこう言ってることだしさ、レレナくんも一緒においでよ。ひとりで居い残のこっててもつまんないよ？」

　レレナは当とう惑わくしたようにその顔を歪ゆがめて、

「で、でも……」

「レレナくん」

　ほんの少しだけ強い亮史の口く調ちように、反射的にびくっと背せ筋すじを伸ばした。亮史は静かな目でレレナのことを見つめながら、はっきりと言う。

「行こ。一緒に」

「────」

　レレナは横よこ目めでちらりと舞のことを見た。それにつられるように、亮史も舞に目を向ける。舞はひとしきりツキの耳元で邪じや魔まだ妨害だとわめいていたが、やがてふと二人の視線に気づくと、あからさまに不ふ機き嫌げんそうな、居い心ごこ地ちの悪そうな顔をした。ツキに向かって盛大に舌を出し、あさっての方向を向いて独り言のように言う。

　──まったくもう、ツキくんの馬鹿のせいでせっかくのデートが水みずの泡あわだよ。ま、しょうがない。今日のところは諦あきらめる。今日はみんなで遊ぶことにしよ

　レレナが息を吞のむ音が聞こえた。その音に舞まいはくるりと振り返って、なにを考えているのかよくわからない目でレレナのことを見る。ツキも亮りよう史じも一緒になってレレナの様よう子すを窺うかがっている。レレナはじっとうつむいたまま、しばらく二人と一匹の無言の催さい促そくを受け止めていたが、やがて上うわ目め遣づかいにその視線に応こたえると、それとわからないほどに小さく頷うなずいた。




　　　　◆




　──ふうん、こんなところあったんだ

　亮史の背中に取りついた舞が、不ふ思し議ぎそうにそう言った。

　湯ゆヶが崎さき駅から延びた線路に沿って、所ところ宮みや方向へと十分ほど歩いた場所に、そのショッピングモールは居を構えている。外から見ただけではそれほど規模が大きいようには見えないのだが、中に入ってみればレストランやらブティックやらをはじめとする様々な業種の店てん舗ぽがずらりと揃そろい踏ぶみしているのである。その見てくれに騙だまされていたのか、どうやらここの存在を舞は知らなかったらしく、その顔には「一生の不ふ覚かく」という感じの表情が浮かんでいた。

　──なんか、悔しいなあ。あたしこれでも結けつ構こう遊ぶ場所知しってるつもりだったのにさ。こんな近くにこんないいとこがあったなんて知らなかったよ

　亮史は少し得意そうな顔で、

「まあね。いわゆる穴あな場ばって奴やつなんじゃないの？」

　と、ぽかんと口を開けてモールを見上げていたレレナは、その言葉にふと隣にいる亮史のことを見た。ふと思い浮かんだ疑問を、そのまま口にする。

「舞でも知らなかったのに──月つき島しまさんは、どこでここのことを聞いたんですか？」

　その言葉に舞が反応を見せた。肩から身を乗り出してレレナに顔を近づけ、なにもそこまでしなくてもと言いたくなるほど大げさに驚いた顔をしてみせる。

　──あーっ、今レレナがすごいこと言った！　月島さんみたいなトーヘンボクがこんなところ知ってるなんて意外でしょうがないって言いました！

「ちょ、ま、舞！　誰もそんなこと言ってないでしょ!?」

「いや、まあ、いいんだけどね。気持ちはわかるから」

　亮史は笑いながらそう言うと、かわいそうなくらい慌あわてふためいているレレナを手招いてからモールの中に入っていった。にやにや笑ってる舞のことをにらみつけてから、レレナもそのあとを追う。

　モールの中は人ごみでごった返していた。絶え間ない人通りのざわめきが、オレンジ色をしたアーチ状のモール天井に跳ね返って、実じつ際さい以上に大きな音を作っている。なんだかそこに佇たたずんで耳にしているだけで、ほっと心が安らいでしまいそうなざわめきだった。レレナと肩を並べて歩きながら、亮史はその騒そう音おんを懐かしむように目を細めた。

「ここはね、何年か前、僕が太たい平へい建築のバイトになってからはじめて仕事した場所なんだよ。ま、仕事って言ってもただの荷物運びだったんだけど──それで一応、完成するまで毎晩この場所に足を運んでたんだ。完成してからは一度も来たことないけど、でも仕事仲間からこの建物がなにになるかってのは聞いてたし、それで憶おぼえてた」

「そうなんですか……」

　──ふーん。じゃ、思い出の場所だ

　その言葉に、亮りよう史じは天を仰いだ。そうなのかな。ぽつりとそうつぶやいた声が、レレナの耳にやけに残った。

　と、レレナの肩に、なにかがいきなり飛び乗ってきた。レレナは少し身を引きながら自分の肩に目を向ける。

「……レレナ、あそこに噴ふん水すいがあるな？」

　耳元で、ツキがぼそりとそう言った。モール内を行き交う人々が、黒猫を肩に乗せたレレナのことを楽しそうな目でちらちらと見始める。なんとなく恥ずかしくなってレレナはうつむき、ツキの問いに小声で答えた。

「え──と、は、はい」

「歩き疲れた。あそこで少し休憩するよう、主人に言ってくれ」

　ツキは使つかい魔ま猫であり、その特権として人じん語ごを喋しやべる能力を有している。が、そんな能力を多くの人ひと目めがある街中で使うと大だい道どう芸人と間違われてしまうので、わざわざこんな回りくどいやり方を取っているのだ。

　ツキの言葉をそのまま伝えると、亮史は呆あきれたように言った。

「歩き疲れたって、まだ家を出てから一時間も経たってないよ？　最近なまってきたんじゃないの、ツキ？」

　その言葉に応じて、ツキはぼそぼそとレレナの耳元で囁ささやいた。思うのだが、外国人である自分が黒猫を肩に乗せて歩いている姿には、相当なインパクトがあるのではないだろうか。その証あかしのように、先ほどから自分たちの周囲半はん径けい五メートルには誰も近寄ってきていない。好こう奇きの視線にさらされながら、レレナは情なさけない声で亮史にツキの言葉を伝えた。

「──大きなお世話、だそうです。……あの、ツキさんが言ったんですよ？」

　亮史は苦く笑しようして、

「わかってるよ」

　その広場に向かう途中、亮史がこのモールの大おお雑ざつ把ぱな構造を説明してくれた。このモール内は上から見ると巨大な十字の形をしているらしい。建設に携たずさわった亮史が言うのだから間違いないのだろう、十字が交差した地点にそれなりの面積を有する広場があり、そこに盛大に水を噴き上げる噴水が設置されているのだ。レレナたちがそこまでたどり着くと、ツキはひょいとレレナの肩から飛び降りて、噴水のほうに向かってとことこと歩いていった。亮史の背中から、舞まいが身を乗り出して叫んだ。

　──ちょっとー、あたしたちは先に行ってるよー！

　ツキはそれに対して、尻尾しつぽをひゅんと振って応こたえる。と、ぼんやりとツキの後ろ姿を眺ながめていたレレナは、ふと気がついたように言った。

「あの、月つき島しまさん」

「？　なに？」

「……私も、休憩してていいですか？」

　レレナはツキの背中から目を離さない。すぐ隣にいる亮りよう史じの顔を見ることが、どうしてもできなかった。恐らくはそこに浮かんでいるであろう不ふ審しんの表情、それを見るのが怖かった。レレナは心の中で深しん呼吸をし、三秒を数え、それから意を決して亮史を振り返った。案あんの定じよう、眉まゆを寄せてこちらを見つめてくる亮史の視線に動どう揺ようしながらも、レレナは精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作って見せた。

「ここの噴ふん水すい、とってもきれいだから、しばらく見ていきたいんです。月島さんは舞まいと一緒にその辺を回っててください。私はツキくんとここで待ってますから」

　それでもまだ怪け訝げんそうな顔をしている亮史に、レレナはいたずらっぽく笑い、

「あ、それと──お小こ遣づかいください。待ってるあいだ、あれを食べてみたいんです」

　噴水広場のある一画をぴっと指差した。そこには全世界どこにでも見かける有名なアイスクリーム屋が軒のきを構えており、亮史はレレナの指し示したその店てん舗ぽに視線を巡らせ、数秒後レレナに向き直ったときには、疑いのかけらもない苦く笑しようがその顔に浮かんでいた。レレナは胸の中だけでほっと安あん堵どのため息をつく。財さい布ふから取り出した千円札を手渡してから、亮史はふと付け加えた。

「でも、珍しいね。レレナくんが僕にお小遣いをねだるなんて」

「レレナくんが」とわざわざ前置きがつくのは、もうひとりの居い候そうろうである舞が使えもしないのにちょくちょく小遣いを請求してくるからである。レレナは演技ではなく赤面し、

「……ごめんなさい。でも、その──今日くらいは──」

　その言葉に、亮史の顔に真しん剣けん味みが戻った。バツが悪そうに視線をそらし、言い訳をするような口く調ちようで、

「──ああ、うん。そうだね。ごめん、変なこと言って」

「いえ。──ありがとうございます。これ、大事に使います」

　ぺこりと頭を下げ、そのまま踵きびすを返して噴水のほうに走り出した。その背中に視線を感じて、レレナは無意識のうちにきゅっと唇くちびるを結んでいた。噴水の縁ふちにあるベンチにたどり着き、その場にしばらく立ち尽くす。自分でもやりすぎだと思うくらいにゆっくりと頭の中で数を数えて、それが三桁けたを超えたあたりで、ようやくレレナは後ろを振り返った。当然というべきか、亮史の背中とそこに取り付いているはずの舞の姿は、モール内の雑ざつ踏とうに紛まぎれて見えなくなっていた。レレナは力が抜けていくような安あん堵どを覚え、備え付けのベンチにどさりと座り込んだ。

　真ま後うしろから。ツキの声が聞こえた。

「──で？　なんであんな噓うそをついたんだ？」

　レレナは振り向かなかった。じっと地面を見つめたまま、小さく言う。

「……聞いてたんですか」

「まあな。猫は耳がいい」

　ベンチの背もたれを飛び越えて、ツキはレレナの隣に降り立った。噴ふん水すいの水を飲んでいたのだろうか、口の周りをしきりになめている。

「俺が首を突っ込むべき問題じゃないのかもしれないが、少し興味が湧わいてきた。なんだってそんなに主人と舞まいのことを二人っきりにさせたがるんだ？」

　言うべき言葉を探しあぐねていると、いきなりツキがレレナの膝ひざの上に乗ってきた。レレナは意外そうに眉まゆを広げて、ツキのことを見下ろした。ツキはそんなレレナの視線を真正面から見上げて、

「こっちのほうが自然だろう。お前くらいの歳としのメスなら、猫に話しかけていてもそう不ふ思し議ぎではない──で、なんでだ？」

　なんともツキらしいその冷静な物言いに、レレナはかすかな笑えみを口元に浮かべた。膝の上にツキのぬくもりを感じながら、全身の力を抜いてベンチに身体からだを任せる。ゆっくりと目を閉じて、レレナは言った。

「……別にそんなに大した理由はありません。舞は、月つき島しまさんのことを好きみたいだから。それでちょっと気を利かせただけです。それだけですよ」

　面白がるようなツキの声、

「ほう、そうなのか。俺はまたてっきり、昼ひる間ま舞の言っていたことを気にかけているものだとばかり思っていたんだが」

「っ」

　声せい帯たいが裏返るほど驚いたが、レレナはかろうじてその衝しよう動どうを胸の中だけに抑え込んだ。ごくり、と唾つばを飲み込んでから、恨うらめしげに言う。

「……盗み聞きがお好きなんですね」

　ツキは悪びれもせずに、

「別に聞きたくて聞いてたわけじゃない。昼寝している俺のすぐ横で、お前らが勝手に騒いでたんだろ。──しかしまあ、まさか舞があそこまで主人のことを想っていたとはな」

　反はん撃げきの糸いと口ぐちを見つけた。レレナはできるだけ非ひ難なんめいた口く調ちようで、

「ツキさんには関係ないでしょう。いつも言ってるじゃないですか、人間は人間、猫は猫だって。それなのにこんなときばっかり──」

「関係はないさ。だが、興味はある。もともと猫は好こう奇き心しんの強い動物だからな、それくらいのことになら首を突っ込んでも構わないだろう。大体その『関係ない』猫からいつも吸血鬼のことを学んでるのは、どこのどいつだ？」

　ツキはちらりとレレナのことを見上げる。ネズミを追いかけるときのような楽しげなその目め線せんに、レレナはますます不ふ機き嫌げんになって黙り込んでしまった。ツキはそんなレレナを見つめたまま、静かな声で尋たずねる。

「それで、レレナ。本当にそうなのか？」

「──なにが、ですか」

「別に主人のことを好きではないと言っていた。それが本当なのかと聞いている」

　頭にかっと血が上った。当たり前じゃないですか、そう叫ぼうとして口を開きかけたが、それまでとは打って変わったツキの思いもよらないほど真剣な目に、怒る気力を吸い取られてしまう。なぜだか後ろめたいような気持ちになって、レレナはツキから視線をそらした。

　猫の瞳には、不ふ思し議ぎな魔ま力りよくがある。彼らの視線は他の動物のそれよりもはるかに強く感じられるが、それは決して「にらむ」という種類の強さではない。あらゆる感情を排したなによりも透明な猫の視線は、なにもかもを見み透すかされてしまいそうな魔ま性しようを有しているのだ。レレナはその魔性に、足を取られてしまった。ツキの金色の瞳を前にして不ふ機き嫌げんそうに顔をそむけ、しかしその表情にはどこかしら弱気の色が潜ひそんでいる。ぼそぼそとした声で、レレナは言った。

「……それが、その、……わからないんです」

　ツキは呆あきれたように、

「わからないってこたないだろ。自分のことだぞ」

　レレナは恥ずかしそうに首を縮めて、

「あの、言いにくいんですけど──私、男の人を好きになったこと、ないんですよ」

　齢よわい十五にもなるというのにまだ初恋すらしたことがない、そんな自分が女の子の中では『異い端たん』であるということは、レレナは痛いほどよく理解していた。なぜならば、レレナの周りを取り巻く誰もがその事実を耳にした途と端たん、驚いたような、あるいは呆あきれたような、あるいは哀あわれんでいるような顔をするからである。ゆえに男性を好きになったことがないという事実は、レレナの中では軽度のコンプレックスになっていたのだ。

　だが、ツキはその表情をぴくりとも動かさなかった。それは彼が猫だからかもしれないし、内心では笑っているのだがそれが顔に出てこなかっただけなのかもしれない。それでも、それだけでもレレナには救いとなった。レレナは深く息を吐くと、こぼれるように喋しやべりはじめた。

「月つき島しまさんは、素す敵てきな人だと思います。優しいし、よく気が回るし、礼れい儀ぎ正しいし、親切だし、大人おとなびているし──だから私は、月島さんのことが好きです。吸血鬼だけど『人間』として好きなんです。でも──」

「男としては？」

　あまりに直接的なその言い方に、レレナはくっとうつむき、

「……そこになると、わからないんです。だって私は、今まで男の人を好きになったことがないから。だから、月つき島しまさんに対する気持ちがただの尊そん敬けいなのか、それとも──れ、恋れん愛あい感情なのか、自分でもさっぱり見けん当とうがつかないんです」

　自分でそう言いながら、本当にそうなのだろうか、と胸の内でつぶやいた。本当は、舞まいの言ったとおりだったのではないだろうか。いくらパニックに陥っていたからとはいえ、好きでもない人に抱き締められて抵抗をしないことなど、ありえないのではないだろうか。あのときのことを思い返してみる。仮定の上の想像。もしも自分が亮りよう史じに抱きすくめられたあとに、そのまま唇くちびるを奪われていたとしたら。

　舞には、気持ち悪いと言った。

　噓うそだ。

　嫌ではなかった。少なくとも、気持ち悪いとは思わなかった。そんなことをされれば自分は怒ったに違いないが、けどそれは単なる照てれ隠かくしに過ぎないのだろう。彼と唇を触れ合わせている自分を想像すれば身み悶もだえするほどの羞しゆう恥ちが込み上げてくるが、決して嫌けん悪お感かんは湧わき上がってはこなかった。

　ツキの言うとおりなのかもしれない。わからないなんてことはなく、単にわかっていないフリをしているだけなのかもしれない。本当は、自分で気づいていないフリをしているだけで、本当に本当のところでは、自分は、月島亮史のことが──

「ややこしいな」

　ぽつりと言ったツキの声に、レレナは我に返った。

「そんなに小こ難むずかしく考える必要があるのか？　好きか嫌いかなんて、あとから考えればいいだろう。できるところまで近づいていって、そのあとに確認すりゃいいじゃないか」

　そこでツキはふと口元を歪ゆがめ、

「──っと、そうか、そういえばお前はもう、舞に釘くぎを刺されてしまったんだったな。舞の奴やつ、ああ見えてなかなかの策さく士しだ。ちゃんとお前の心理を見越して、その上で先回りしてやがる。愛の力は強し、だな」

　後半の言葉には、ふざけた口く調ちようでいながら、どこかしんみりしたような空気が漂っていた。レレナはぼんやりとツキの耳のあいだを眺ながめながら、首をかしげる。そもそもツキは、なぜそんなことを自分に聞いてきたのだろう。

「……さっきも言いましたけど、ツキさんがこんなことに自分から関かかわってくるなんて、珍しいですよね──あ、変な意味じゃなくて、ただ、その、なんと言いますか、いつも知らんぷりしてるから──」

　そう尋たずねると、ツキはふと遠い目でレレナのことを見た。その視線にレレナはたじろぎ、そんな彼女のことなど気にもかけずに、

「さっきも言っただろ、ちょっとした興味があったんだ」

　ふっ、と大人おとなびた笑いをこぼし、

「──類るい似じしたケースの当事者に聞いてみれば、ヒントくらいにはなるかもしれないと思ってな。ま、もっとも今回は、舞まいに聞いたほうが正解だったみたいだが」

　さっぱりわけがわからずに、レレナは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。




　　　　◆




「……そんなこと言ったの？」

　──うん、言った言った。レレナもうすっごいしょんぼりしてたよ。あれは絶対そう。口ではどう言ってても、月つき島しまさん大好きって感じがしました

　背中に取りつくのをやめて、舞は亮りよう史じと肩を並べて歩いていた。視線をこちらに向けてくれないのが気に入らないといえば気に入らないが、まあ仕方がないことなので、寛かん容ようの精神を発揮してやることにする。

　一ヶ月前の事件で浮き彫りになった、「人ひと目めのある場所では舞と二人きりで話すことができない」という問題は、携帯電話の使用によって解決した。幽ゆう霊れいと電話相手には共通項があり、そのココロは「どちらも周りからは見えないでしょう」──ということなのだが、舞としてはあのケチな亮史がどこでこの携帯電話を調達してきたかのほうが気になるのだった。新しん規きで購入したにしてはやけに薄うす汚よごれているような気もするし、よくよく見てみれば液えき晶しようもばっちり割れている。そのことを突っ込んでみると、亮史は気まずそうに目をそらしてしまった。まあ舞としては、自分と話すために知恵を絞ってくれたのだから、それが拾い物だろうがなんだろうが構いはしなかった。

　ともあれ舞は今、念願かなって亮史と二人きりになっていた。どうしても顔がにやけるのを抑えることができない。そんな舞の横顔を、亮史は携帯電話を耳に当てたままちらりと覗のぞいた。小さく笑い、

「あのね、僕は彼女を──その、ああした張ちよう本ほん人にんだよ？　そりゃ今はもう気にしてないみたいだけど、そんな僕をレレナくんが好きになるわけないじゃないか」

　ああした、というのは多分、「吸血鬼にしてしまった」ということだろう。そこまで人目を気にしなくてもいいのにと思いながら、

　──わかってないなあ月島さんは、オトメゴコロというものが全然わかってないよ。あのね、レレナはまだ一度も男の子を好きになったことのない、無む菌きん培ばい養よう純粋無む垢くな女の子なんだよ？　そんな子がいきなり男の人と一緒に、しかも二ヶ月間も暮らすことになったらどうなると思う？

「どうなるの？」

　舞は肩をすくめて、

　──感かん染せんしちゃいます。免めん疫えきがないから

「……僕はなにかのウイルスか？」

　──恋愛なんて病気みたいなもんでしょ

　二人は顔を見合わせ、ほとんど同時に笑い出した。

　なんでもない、些さ細さいなことだった。自分が幽ゆう霊れいで相手が吸血鬼であるということを除けば、二人はどこからどう見てもただのカップル──仲のいい兄妹とか言う奴やつは馬に蹴けられて死んでしまえばいいと思う──にしか見えないはずだった。だが舞まいは、そのなんでもないはずのことに、この上もないほどの幸せを感じていた。他た愛あいもないことを言い合って笑い合う、ただそれだけのことに、舞は、気づく間もないのならば、今この瞬間に世界が消えてなくなっても構いはしないとすら思ってしまった。さすがに一ひと昔むかし前の少女マンガの主人公のような妄もう想そうを覚えた自分を恥じて、わずかに顔を赤らめる。

　一方で、いつもと同じぼんやりとした笑えみを浮かべる亮史の横顔に、舞は軽い嫉しつ妬とを覚えていた。この人は、本当に理解しているのだろうか、と思う。自分がどれだけ、月つき島しま亮りよう史じのことが好きなのかを──決して理解してはいまい。彼が舞に対するときの態度は、どう好意的に評価しても「歳としの離れた妹と仲良く接している」くらいのものでしかないからだ。そのことに胸が焦こげついてしまいそうなほどのもどかしさを覚え、同時に自らの想いの百分の一すらも理解してくれない朴ぼく念ねん仁じんで唐とう変へん木ぼくで甲か斐い性なしの亮史のことが腹立たしくもあり、さらには「これが月島亮史という人なのだ、あたしはこういう人だからこそ好きになったのだ」という鈍い諦てい念ねんさえ感じはじめた。「本当は気づいているのに軽くあしらってるのかも」という邪じや推すいすら、ちらりと頭をかすめる始末だ。

　と、ふと亮史が笑みを消した。彼の横顔をじっと見ていた舞は、突とつ然ぜん現れたその真剣な色に何事かと目を見開く。亮史はそんな舞のことを振り向いて、たしなめるような口く調ちようで、

「──でも、最後に言ったのは感心しないな。『殺しちゃうかも』はいくらなんでもないだろ？　話を聞く限りじゃレレナくんも本気で驚いてたみたいだし、冗じよう談だんにしてもやりすぎだと思うよ」

　舞は目を大きくしたまま、亮史の真剣な表情をまじまじと見つめている。しばしのあいだそうやって見つめ合っていたが、やがて舞は深く、深く深く深くため息をついた。面めん食くらう亮史をあとにして、舞はふわふわと移動しはじめる。

「舞くん？」

　亮史の呼びかけにも、舞は答えなかった。モール内に立ち並ぶ様々な店てん舗ぽ、その隙すき間まに位置する路ろ地じ裏うらにたどり着くと、舞は亮史を振り返ってちょいちょいと手招きをした。なんだか前にもこんなことがあったような気がする。もっともあのときは、立場が逆だったが。亮史は数回まばたきをしてから、舞のほうにそそくさと近寄ってきた。抑えた声、

「──なに？」

　気まずそうなその言葉を、無表情で受け流した。上うわ目め遣づかいに亮りよう史じのことを見つめながら、舞まいは不ふ意いに口を開いた。

　──冗じよう談だんじゃ、ないよ

　意外そうに眉まゆを広げる亮史に対して、舞は唇くちびるをへの字に曲げる。感情が暴走を始めていくのが自分でもよくわかった。やっぱりだ、と思う。やっぱり月つき島しまさんは、なにもわかっていなかった。

　舞は口を開きかけ、やっぱり閉じ、もう一度開ひらいて、そこから長々と震える息を吐き出した。ガス抜きのつもりだった。このままでは『実体化』してしまうと、今までの経験が告げていた。今さらそれを抑える気はないが、どんどん激げき情じようの色に塗りつぶされていく舞の頭の中で、不ふ思し議ぎなほどに冷静な部分が「人ひと目めを気にしなくちゃ」という声をあげている。舞はその場でくるりと回転して、パジャマから人前に出ても恥ずかしくない服装へと身体からだを『変化』させる。これでなにも気き兼がねがなくなった──そう思った途と端たん、今までかろうじてせき止めていた心のタガが、音を立てて外れるのが聞こえた。溢あふれ出した感情の奔ほん流りゆうが、舞の身体を実体化させていく。

「冗じよう談だんじゃない。冗談なんかじゃないもん。あたしは、本気だったんだから。本当に、本当に本気で、月島さんを取ろうとする奴やつなんか殺してやりたいと思う。それがレレナだって変わらないよ。だって、月島さんを取り上げられたら、あたしにはなんにもなくなっちゃうもん」

　まくしてたるようにそう詰め寄った。路ろ地じ裏うらだからそれほど目立ちはしなかったが、それでもモール内を行き交う人の何人かが、声を聞きつけて不ふ審しんそうに二人を見ている。当の亮史は舞の剣けん幕まくに押されて、携帯電話は耳に押し付けたまま、戸と惑まどったように言った。

「──いや、そんな、なんにもなくなっちゃうって」

「違うの？　月島さんがいなくなっちゃったら、あたしになにが残るの？」

「そ、れは、」

「なにもないじゃない。そりゃこんなこと言われたって、月島さんは困るだけなのかもしんないけどさ、でも──あたしにはもう、なにもないんだから。家族も、帰るところも、身体も、命も。あたしにはもう、月島さんしかいないの。そこんとこ、わかってる？」

　言っているうちに気持ちが高ぶってきた。涙なみだ目めになった自分の顔を見られたくなくて、舞はぐっとうつむく。拳こぶしを握り締めてしばらく立ち尽くしていたが、やがて舞は絞しぼり出すように言った。

「月島さんは、あたしが月島さんのこと、す、好きだってことは知ってるだろうけど、でもあたしにとって月島さんがどれだけ大事な存在なのかってことは、知らないと思う。あたしにとって、月島さんは、」

　一瞬途と切ぎれ、上目遣いに亮史の顔を見上げ、

「全部」

　その強い視線にたじろいで、亮りよう史じは一歩身みを引いた。背中が壁に当たり、その拍子に亮史の手から携帯電話がぽろりと落ちた。地面に落ちて乾いた音を立てる。

「あたしが、──あたしが幽ゆう霊れいになってまでこの世にしがみついている理由そのもの。だから、あたしにとっては、月つき島しまさんのそばにいることだけが全部なの。あたし、月島さんがいれば他にはなにもいらない。レレナもツキくんも、好きだけど、でも──もしあの人たちがあたしから月島さんを取り上げようとするなら、殺したくなるほど憎くなると思う。だってそれは、あたしが殺されるのと同じことだから。あたし、殺されるくらいなら、殺したほうがいいから」

　一気にそう撒まき散らしてから、舞まいはゆっくりと深しん呼吸をした。と、新しい空気を体内に取り入れたからか、ほんの少しだけ頭が冷える。自分の言ってしまったことの重大さと危うさと、呆あつ気けに取られたような亮史の表情に気づいて、舞は彼の顔を見ることすらもできなくなってしまった。再びうつむいて、ぼそぼそと、

「……なんか、ごめんね。こ、こんなこと、いきなり言われても、月島さん、迷めい惑わく、だよね。でも、でもね、あたし、どうしても──ううん、ごめん。なんでもない」

　動どう転てんのあまり、舌がうまく動かなかった。激げき情じようが波のように引いていった頭の中に、取り残されたようにぽっかりと後こう悔かいが残っている。唇くちびるを嚙かむ。言わずにおけばいいものを、なんであんなストーカーまがいのことを言ってしまったのだろう。月島さんはきっと引いているに違いない。自分のことなど嫌いになってしまったに違いない。そう考えるだけで心臓が凍り、唇が震えた。今ならばまだ間に合う、今すぐ無む邪じや気きで武ぶ装そうした笑顔を向けて、すべてを冗じよう談だんにしてしまえばいい──そうはわかっているのに、しかし舞はどうしてもそうすることができなかった。今吐はき出したものは、紛まぎれもない、自分の本ほん心しんだったからだ。自分の本心を噓うそと冗談で塗りたくってしまうには、舞はあまりにも純粋すぎた。

　亮史が、固まっている舞を見下ろしてぽつりと言った。

「……わからないんだけど」

　びく、と震えた舞の肩に、亮史はそっと手を載せる。舞は思わず顔を上げた。不ふ思し議ぎそうに眉まゆを広げていた亮史は、舞の顔に浮かぶ隠かくしようもない不安の色を見て取って、それをほぐすように優しい笑えみを浮かべ、

「君は僕の、一体どこがそんなに好きなの？　千年生きてるけど、僕は今まであんまり女性にもてたことはなかったからね。全然わからない。参考までに、教えてくれないかな」

　拍ひよう子し抜けを通り越して、怒りすら覚えた。

　今までの自分の懊おう悩のうはなんだったのだろうか。意を決して告白したのは、こんなのらりくらりとした返答を聞くためではなかったのに。顔を真っ赤にして、ぎっと歯を剝むいてまで亮史のことをにらむ。

　だが、そのぼんやりとした笑顔を見ているうちに、舞は膨ふくれ上がった怒りがしおしおと萎しぼんでいくのを感じた。にらまれているにも関かかわらずにこにこと微笑ほほえんでいる亮史に、舞は「やはりただものではない」という感想を抱く。はぐらかされちゃったのかな──そう思い、自分と亮りよう史じの人生経験の差を今さらながらに思い出して、ため息をひとつ。

　くるり、と反転して、路ろ地じ裏うらの壁に背中をつけている亮史の隣に並ぶ。ちらちらと横よこ目めにこちらを盗み見ている亮史のことを、堂々と正面から見み据すえ、

「……なんだかなあ。ずるいなあ」

　すねたような舞まいの声に、しかし亮史はにやりとその唇くちびるを歪ゆがめ、

「気持ちは嬉うれしいし、僕も君のことは嫌いじゃない。でも、やっぱり君と僕とは──」

「──待って。言わないで」

　視線を外して、目の前にある壁を見つめながら、舞は深しん呼吸をした。目を閉じる。モール内の通りからそれほど離れたところにいるわけでもないのに、なぜだか人通りのざわめきが遠くにあるように感じられた。闇やみの中でゆっくり五秒を数え、考えをきっちりまとめてから、舞は静かに目を開いた。

「わかってるよ。あたしだってそういうこと、冷静に考えたことがないわけじゃないから。あたしと月つき島しまさんじゃ、かけ離れすぎてるもんね。十五歳さいと千歳じゃ、──いくらなんでも、無理がある。月島さんがあたしのこと、そういうふうに見ることができなくても、仕方ないと思う」

　言葉を切り、勇気の限りを振り絞しぼって、隣にいる亮史を見る。彼は腕を組んで壁に寄りかかりながら、真剣な表情でじっと舞の言葉に聞き入っていた。舞はほっと胸を撫なで下ろして、再び前を向いた。

「でも──でも、今はだめでも、いつかはあたしのこと、そういうふうに見てくれるかもしれないじゃない。今はさ、今はまだ、だめかもしれないけど、でも、あたしもっといっぱい勉強して、『力』もたくさんつけて、月島さんの横にいても恥ずかしくないくらいにきれいになるからさ、だから──」

　めまいがした。『力』を使いすぎたためだろうか、眠ねむ気けは感じないものの、染み込むような疲ひ労ろう感かんが頭の中に湧わいてくる。舞はぶんぶんと首を振ってそれを取り払うと、うつむき、意を決したように言った。

「だから──ずっと、そばにいさせて。迷めい惑わくかもしれないけど、でも、あたしにはもう、月島さんしかいないから。お願い──お願い、します」

　最後まで言い終えると、舞はぐっと息を詰めた。顔がどんどん真っ赤になっていくくせに、腹の奥底に凍こごえそうなほど冷たい塊かたまりを感じていた。ここまで言っておきながら拒きよ絶ぜつされたら、もう自分は生きてはいけない──そんな段階にまで自分が煮に詰つまっているのがわかる。すぐ隣にあるはずの亮史の顔を、どうしても見ることができない。じわじわと時間と共に忍び寄ってくる沈ちん黙もくの恐怖に、舞は思わず目を閉じた。

　その瞬間、舞の手が冷たい感かん触しよくに包まれた。

「きゃっ！」

　思わず小さな悲鳴をあげて、舞まいはとっさにそれを振り払おうとした。が、ぶんぶんと振った自分の手に亮りよう史じの手がびろんとくっついているのを目の当たりにして、舞は思わず亮史の顔を見てしまった。

　亮史は、穏おだやかに笑っていた。舞を横よこ目めでちらりと見て、

「舞くんさ。君はさっき、君がどれだけ僕のことを大切に思ってるか、わかってないって言ってたけど──」

「えっ、あの──え？　あ、え？」

「それは君だって同じだろ？　君だって、僕が君たちのことどれだけ大事に思ってるか、よくわかってないんじゃないの？」

　呆ほうけたようにぽかんと口を開いて、舞は亮史の笑顔に見入った。亮史はそれを見て小さく肩をすくめ、舞の前に回り込んで、両手で彼女の手を改めて握り締める。目を伏せて、静かな声で話しはじめる。

「迷めい惑わくどころか、僕は君たちに会うことができて──救われたと思ってるよ。君たちと会って、いろいろ話をして、ひとつ屋根の下で暮らしていて。騒そう動どうもたくさんあったけど、でも君たちがうちに来てからの毎日はものすごく楽しかった。もちろん今でも楽しい。君たちのおかげで、僕がどれだけ多くのことを学べたか、とてもじゃないが言い尽くせない」
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　呆あつ気けに取られている舞まいに、亮りよう史じは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「──ありがとう。感謝、してるよ」

　不ふ覚かくにも、泣いてしまった。

　泣く気などこれっぽっちもなかったのに、気がついたら涙がぽろぽろとこぼれていた。驚いて目を見開く亮史に、舞は恥ずかしさとすまなさと、そしてなにより空そら恐おそろしくなるほどの嬉うれしさが胸のうちに込み上げてきて、ぐっと下を向いてしまった。声を出すと嗚お咽えつになりそうだったが、それでもかろうじて舞は言葉を絞しぼり出した。

「じゃっ、あ、──そばに、そばに──」

　ごそごそとズボンのポケットをまさぐっていた亮史は、ついに諦あきらめて首を振り、「ごめんね」と断ってから自分のワイシャツの袖そでで舞の顔を優しくぬぐった。うわ言のように同じ言葉を繰り返す舞に、亮史は呆あきれたように笑う。

「こっちからお願いしたいくらいだ。レレナくんはもういなくなっちゃうけど、君には、まだしばらくいてほしい。本音を言えば、しばらくなんて言わずに──ずっと」

　今度こそ、舞は本格的に泣き出した。

　必死に抑えているのにどうしても溢あふれてしまう、という感じの泣き声をあげながら、舞は亮史の胸にゆっくりともたれかかった。亮史が人ひと目めを気にしている気配を頭の真ま上うえに感じたが、どうしても止められなかった。止める気もなかった。好きな人の胸で喜びの涙を流しているときくらい、ゆっくり幸せを嚙かみ締めていたって罰は当たらないと思う。神様だって、きっとそれくらいのワガママは聞き届けてくださるに違いない。舞は泣き腫はらした目で亮史のことを見上げ──




『感かん知ち』に認にん識しき反応、




　亮史は舞の身体からだを引き剝はがした。

　亮史の両手に肩を摑つかまれたまま、舞はぽかんと亮史のことを見つめている。が、亮史は舞のことなど目もくれずに、彼女の斜め後ろやや上方、暖だん色しよくを塗りたくられたモール天井を感情の映らない目でじっとにらみつづけていた。ちっ、と舌した打うちをする。後こう悔かいの滲にじみ出た表情で、

「──甘かったか」

　舞が「え？」と聞き返してきたが、すでにその声も彼の耳には届いていない。亮史は舞の肩から手を離すと、ゆっくりとした動作で携帯電話を拾い、路ろ地じ裏うらから出ていった。人ひと波なみに従って数歩進すすんだところで、ふと気づいて振り返る。舞はまだその場に硬直したまま、路地裏の壁と熱く見つめ合っていた。

　悪いかな、と少しだけ思ったが、なにしろ一いつ刻こくを争う事態だ。亮史は気まずそうな表情で頭を搔かくと、舞に向かって事務的な口く調ちようで言った。

「あー、その、ちょっとまずいことが起きたみたいだ。詳しいことはあとで話すから、とりあえずさっきの噴ふん水すいのとこまで──」

　と、そこで亮りよう史じは首を絞しめられたように言葉を切った。

　無表情に壁を見つめる舞まいの横顔に、うっすらと浮かぶ般はん若にやの影。

　さすがに怖くなった。

「──噴水のとこまで、僕は先に行ってるから、あとから君も来てね。うん。じゃ」

　それだけ言い残して、亮史はそそくさとその場をあとにした。




　実体化を解いて、怒りに震える息を吐き出し、目の前の壁をげしっと蹴けりつけた。無論幽ゆう霊れいなので、足は壁の向こうに突き抜けてしまう。そのことすらも腹立たしくて、舞は誰にも聞こえないことをいいことに、あらん限りの声で叫んだ。

　──神様の、バカ────────────────っ!!
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　「あのさ、出発したときから思ってたんだけど」

　真っ黒な闇やみが、しゅっ、という音と共に一ひと削けずり取られた。ぽっかりと浮かび上がるように灯ともったオレンジ色の炎ほのおを、藤ふじ島しまは口にくわえたタバコに近づける。煙を肺はい腑ふいっぱいに吸い込んでから実にうまそうに吐き出して、思い出したようにぽつりと言った。

「……なんで俺たちだけこんなボロトラックなんだ？」

　再び完全な漆しつ黒こくに染まった空間の中に、苦く笑しように近い笑い声があがった。「だよな」「俺もそう思ってた」という同意の声に混じって、気弱そうな声が響ひびく。

「仕方ありませんよ、すぐ使えるトラック、これしかなかったみたいですから。なにしろ強行軍だったから、真さな田ださんもいろいろ苦労してたみたいで──」

　藤島は荷台の天井に向かって煙を吹きつけ、

「広ひろ中なかぁ、お前まだそんなこと言ってんのかよ？　人がいいにもほどがあんぞ。あのな、あの真田がそんな苦労するほど俺たちに気を回すわけねえだろ。どうせパトロンの誰かに『今はこれしかない』とか言われてほいほい『あーそれでいいです充分です』とかほざいたに決まってるじゃねえか」

「いや、でも……」

「大体なんだこのめちゃくちゃなスケジュールは。ミーティングこそ事前にやっておいたからよかったようなものの、呼び出されてから三十分で武ぶ装そうしてハイ出発だと？　ふざけんのも大たい概がいにしろよ、『亡もう者じや』狩かるときだって準備に二時間以上かけんのによ、ましてや今度の相手は──」

　饒じよう舌ぜつだった藤ふじ島しまの舌が、その言葉をつむぎかけてぴたりと止まる。それまで静かではあるが和なごんでいた車内の空気が、一気に引き締まった。

　誰も、なにも言わない。広ひろ中なかなどはすっかり暗い顔になって、じっと膝ひざのあいだを見下ろしていた。無言の車内に、藤島の口には上らなかった言葉が沈ちん黙もくとして響ひびいた。

　──ましてや今度の相手は、あの『主人』なのだ。凶きよう暴ぼう極まりないとはいえ、しょせんはただの獣けものにすぎない『亡者』とはわけが違う。狡こう猾かつに過ぎるほどの高い知性を誇り、『霧きり』や『狼おおかみ』をはじめとする様々な特とく殊しゆ能力を有する夜の王。この中にいる──いや、『組織』に所属するもので、『主人』の恐ろしさを知らないものはいない。誰もが一度は、彼らの暴ぼう政せいの下で圧あつせられていた経験があるのだから。これだけの人数の『従じゆう者しや』を揃そろえたのだとはいえ、あの悪あく魔まに打ち勝つことなどできるのだろうか。さらに言うならば、今回の目的は『殺害』ではなくて『捕ほ獲かく』なのだ。あの『主人』を生け捕りにすることなど、本当に可能なのだろうか──。

　出発時にはできるだけ考えないようにしていたその疑問が、じわじわと暗くら闇やみの中に染み渡っていく。藤島は黙りこくってタバコを吸っていたが、やがて車内の誰かが、静せい寂じやくに耐え切れなくなったようにぽつりと言った。

「──藤島、火、消したほうがいいんじゃないか？　車内禁きん煙えんとか言われなかったか？」

　藤島は、ふん、と鼻を鳴らし、

「こんなとこに押し込めといてさらに禁煙だと？　ざけんな。そんな規則守まもってられっか」

　その誰かはここぞとばかりに、

「んじゃ俺にも一本くれ」

　藤島はあからさまに「しまった」という顔をした。闇の中でそれを目もく撃げきした幾いく人にんかが、次々に手を挙げて「俺も」「あ、じゃあ俺も」「セブン？　好みじゃないけど別にいいか」などと言い出しはじめる。藤島はぼりぼりと不ふ機き嫌げんそうに頭を搔かいていたが、やがてタバコの箱とライターを一緒くたにして放り投げた。

　車内に、次々とオレンジ色の明めい滅めつが灯ともっていく。不機嫌な顔で紫し煙えんを吐きながら、せっかく新しい箱卸おろしたのに──と貧乏くさいことを考えていると、ふと広中の姿が目についた。両手に渡されたタバコとライターを見つめながら、じっと何事かを考えている。藤島は再び煙を吸い込むと、半なかば諦あきらめの混じった声で言った。

「遠えん慮りよしないでいいぞ、広中。どうせもうほとんど残ってないんだろうからな」

「え？」

　声に反応して、広中は顔を上げた。その子供っぽい顔は、どう高く見積っても二十歳さいを超えているようには見えない。実際の彼の年ねん齢れいが一体いくつなのか、藤島は知らない。彼は広中どころか、『組織』のどんな人間に対しても──恋人である歩あゆみにでさえも──一切の素す性じようを尋たずねようとはしなかった。『感かん染せん』以前のことを尋ねれば、自然と『感染』したときのことも思い起こしてしまうからだ。それはほとんどの従じゆう者しやにとって、決して愉ゆ快かいな思い出ではない。

　広ひろ中なかは藤ふじ島しまの言葉をようやく理解して、慌あわてて首を振った。藤島にタバコの箱とライターを返して、

「──俺は、吸いませんから」

　藤島は意外そうに片かた眉まゆを上げた。そんな藤島の反応を汲くみ取ってか、広中は恥ずかしそうに笑い、

「禁煙してるんです。って言っても三日前くらいからですけど──」

「ほう。そりゃまたどうして」

「どうして、でしょうね。自分でもよくわからないんですけど、願がん掛かけみたいなもんですよ」

「──願掛け？」

　一瞬、広中の表情に迷いの色が浮かんだ。さっとうつむいて、何事かを考えはじめる。藤島は笑いもせずにそんな広中の真ま面じ目めな顔を見つめた。

　やがて広中は、ぽつりぽつりと話しはじめた。

「……願掛け、というか、保険というか──その、これが終わったら、俺たち、今度こそ元に戻れるのかもしれないわけじゃないですか」

「…………」

「前から元に戻ったら、タバコはやめるつもりだったんです。もともとそんなに好きじゃなかったし──それに、せっかく取り戻した『命』をタバコなんかで削けずるのは、なんだかものすごく無意味なことに思えたから。でもよくよく考えたら、そんなに急にやめられるもんなのかなって気がしてきて、だからその、この話が来た日に、『よし、今日からやめよう』って思ったんです」

「…………」

　広中は小さく笑い、

「馬鹿らしいですよね、こんなの。すいません、気持ちよく吸ってる途中に変なこと言っちゃって」

　誰も広中に言葉を返すものはいなかった。広中はその幼い風ふう貌ぼうから若年として扱われ、また生せい来らいの気弱な性格から、とかく周囲に軽んじて見られることが多い。だがこのときばかりは、どこからも揶や揄ゆの言葉は飛んでこなかった。

　やがて藤島は、唇くちびるにくわえていたタバコを指先に挟はさむと、荷台の床にぎゅっと押しつけた。黙りこくっていた車内の他の人間も、次々と藤島の真ま似ねをしはじめる。困こん惑わく気味の広中の視線からふっと顔をそむけ、藤島は言い訳がましく、

「──歩にも、前からやめるように言われてたからな。いい潮しお時どきだ」

　車内の闇やみに、再び苦く笑しようが渦うずを巻く。




　　　　◆




　完全な子供である。小学校を出ているかどうかも怪しい。男女の区別もつかないほどの中性的な顔立ちをしているが、黒くろ髪かみを後ろで太いポニーテールにしていることから、かろうじて女の子であるとわかる。なにがおかしいのかは知らないが、その口元には子供らしい無む邪じや気きで傲ごう慢まんな笑えみが浮かんでいた。

　そんなツルが運転席から出てきたのを見て、玄げん翁のうはかなり驚いた。「ツルに運転ができるとは」という驚きではなく、「ツルに運転をさせるとは」という驚きだった。その感情は無表情の裏側に閉じ込めたつもりだったのだが、やはり長年の付き合いというのは恐るべきもので、ツルのほうは玄翁の微び妙みような変化を巧たくみに読み取って、それはそれは得意そうに、にんまりと微笑ほほえんだ。玄翁のほうにつかつかと歩み寄り、どうだ、と言わんばかりに胸を張る。

「上うえ様さまは、ツルがこの町までお運びしたからね」

「……そうか。ご苦労だった」

　玄翁は小さく頷うなずいた。途と端たんにツルの顔が怒りに染まる。彼女は玄翁の胸をどんと突き飛ばし（びくともしなかったが）、刺とげのある口く調ちようで叫ぶように言った。

「勘かん違ちがいするな！　お前なんかに『ご苦労』なんて言われる筋すじ合あいはない！　ツルはただ、上様に言われてたからお前に知らせただけだ！」

「…………ああ、わかった。すまん」

　素直にそう謝ると、ツルはころりとその顔色を変えた。「わかればよろしい」と上じよう機き嫌げんに言い残して、車のほうへと戻っていく。玄翁もその背中を追った。すでにツルのこんな態度には慣れきってしまっていた。自分以外に上じよう弦げんが認めているただひとりの『眷けん属ぞく』だからなのか、ツルはことあるごとに玄翁と張り合い、自分こそがもっとも優秀な上弦の『眷属』であるということをいつもアピールしたがるのである。もう顔を合わせつづけてかれこれ何十年にもなるというのに、ツルのライバル心は一いつ向こうに衰える気配がない。もっとも玄翁としてはそんなことはどうでもよかったし、下へ手たに言い返すと火に油なのはわかりきっているので、たいていの場合は相手にせず、できる限りは言うことに従うようにしていた。

　ツルは自動車の後部座席を開け、中を覗のぞき込みながら言った。

「あれえ、上様、寝ちゃったんですか？　仕方ないなあもう、せっかくツルが連れてきてあげたのに……」

「なあ、ツル」

　あからさまに不ふ機嫌な顔で振り返り、

「なんだよ。なにか用？」

　玄げん翁のうは一瞬だけ、頭の中で言葉を整理した。迂う闊かつな物言いではツルを怒らせてしまう。じろりとにらんでくるツルの幼い顔を見下ろして、玄翁は静かに言った。

「お前、車なんて運転できたんだな」

　どうやら成功したらしい。ツルは天てん狗ぐもかくやというほどに鼻を高くして、後ろにある自動車を親指でぐいと指差した。

「あったりまえじゃん、ツルは上うえ様さまのためならなんだってできるからね！　自動車の運転の仕方はね、真さな田だに教えてもらったんだ。最初は小こ難むずかしいと思ったんだけど習ってみればカンタンカンタン、まずね、踏むところは右から順にＡＢＣで、ＡがアクセルＢがブレーキ、でＣが……Ｃが…………ええと……」

「……クラッチ」

　思わず口を挟はさんでしまったのがまずかった。ツルは顔を真っ赤に染めて、

「──っ、知ってるよ！　お前に言われなくても思い出してたよ！　余よ計けいな口出しするな!!」

「悪かった」

　簡かん潔けつにそう謝ると、玄翁は烈れつ火かに燃えるツルの視線を受け流して自動車の後部座席を覗のぞき込んだ。案あんの定じようというかなんというか、上じよう弦げんは広々としたシートにぐったりと横たわっていた。

「……う…………」

　やがて上弦が、うめきながら上半身を起こした。額ひたいに手を当てて頭を振り、その目に玄翁の姿を認めて自じ虐ぎやく的に笑った。

「……玄翁、か……ここは？」

「湯ゆヶが崎さき」

「そうか。ようやく着いたのか──」

　ため息と共にそう言って、上弦は力なく身体からだを起こした。その弱々しい動作に、玄翁の隣から中を窺うかがっていたツルがすっかり動どう転てんしてしまった。後部座席から出てきた上弦に、それこそすがりつくようにして、

「う、上様──上様、大丈夫ですか？　どこかお怪け我がが？　ご気分でも悪いんですか？　ツルの、ツルの運転が悪かったのでしょうか!?　上様、上様!!」

　早口にまくし立てるツルを遮さえぎるように、上弦は青ざめた顔を再び左右に振った。忌いま々いましいものでも見るかのような目つきでちらりと自動車を一いち瞥べつし、

「……自動車というものには初めて乗ったが、なんだな──私は少し人間のことを見直したぞ。こんな物に乗って平気でいられるとは。存ぞん外がいあいつら、私の知らないあいだに進化していたのかもしれない」

　多分それは違う、とは玄翁は突っ込まなかった。いくら上弦──協力者としての『主人』の存在が『組織』内で秘ひされており、他に適当な人材がいなかったからとはいえ、そもそもツルに車を運転させるところからして根本的に間違っている。あまつさえその用意した車がマニュアル車とあってはもう疑いようもなかった。真さな田だだ。妙なところでタチの悪いユーモアセンスを発はつ揮きする奴やつだとは思っていたが、まさかここまで見み境さかいがないとは。実際ツルの運転で湯ゆヶが崎さきまでたどり着けたことは奇き跡せきというほかなく、途中で車が衝しよう突とつ炎えん上じよう玉たま突つき事故を起こしていてもなんの不ふ思し議ぎもなかったのだ。その結果、計画が水すい泡ほうに帰していたら一いつ体たい真田はどうするつもりだったのだろうか。玄げん翁のうはなんの皮ひ肉にくも怒りも感じずに、ただ純粋な疑問としてそう思う。

　ともあれそんなことをこの場で告げれば、二人は目的を放り出してでも真田を八やつ裂ざきにするために『本ほん拠きよ』へ取って返すに違いない。玄翁は黙っていようと心に決める。いまだにふらついている上じよう弦げんの肩を支えながら（と、ここで嫉しつ妬としたツルに思いっきり足を踏まれた）、その話題を打ち切るために別の報告を述べた。

「『部隊』の準備は完了した。武ぶ装そうは御ご前ぜんの言ったとおり。配置と戦術も命令のとおり。あとは相手の居場所の確認さえ終われば、俺が指し揮きして出しゆつ撃げきさせる」

「──そうか」

　少しだけ落ち着いた表情で、上弦はぽつりとそう言った。それが自分に向けられた言葉か、それとも単なる独り言か、玄翁には区別がつかなかった──つける必要もない、と心の中で訂正をする。

　自分は道具だ。己おのれの主人を補佐し、彼女が目的を遂げることに全ぜん霊れいをかけて協力することこそが、自分の使命なのだ。それ以外の思し考こうも感情も、自分には一いつ切さい必要ない。ただ上弦の命令を遂すい行こうする機械でさえあれば、それで、よかった。

　と、物思いに耽ふける玄翁に、ツルが怒り心しん頭とうの表情で近づいてきた。びしびしと玄翁のふくらはぎにローキックをかまし、

「……玄翁っ！　いつまで上うえ様さまのお身体からだに触れているつもりだ！　汚けがらわしい、さっさと離れろ！」

　さすがに上弦も呆あきれたような顔をして、

「やめろ、ツル。──玄翁も、もういい。自分で歩ける」

「は──」

　なぜかツルが得意そうな顔をした。「ざまあみろ」という目め顔がおで玄翁のことを見て、ツルは玄翁からひったくるようにして上弦の腕を取った。にこにこと笑いながら、少しでも上弦と玄翁を引き離そうとする。上弦は口元に苦く笑しようを浮かべると、顔だけで玄翁のことを振り返った。

「居場所が特定できたら、こちらから連絡を入れる。それまでは待たい機き」

「了りよう解かいした」

　と、それまでずるずると引きずられるようにして歩いていた上弦の足が、ぴたりと止まった。その目をわずかに細めて、玄翁のことをじっと見み据すえる。

「──玄げん翁のう」

「……？」

「すまない」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめた玄翁に、上じよう弦げんはごまかすように笑った。空あいているほうの手で、すぐ隣にいるツルの頭をぽんぽんと叩たたき、

「いや、なに、こいつのことだよ。いつも苦労をかける。私からも、あまり玄翁と張り合うなと言ってはいるんだが──」

「……いや。問題ない」

「そうか。そうだな。お前なら、大丈夫だな」

　独り言のようにそう言い残すと、上弦は再び玄翁に背中を向け、ツルにしがみつかれながら歩き出した。だんだんと遠ざかっていく二人の背中を、玄翁は見えなくなるまで見つめていた。




　　　　◆




「まず」

　と前置きをいれてから、亮りよう史じは改めて二人と一匹の顔を見回した。三者三さん様ようとはまさにこのことだと思う。二人と一匹は噴ふん水すい広場のベンチに座りながら、それぞれの性格に相そう応おうの表情を浮かべていた。この上なく不安そうなレレナの顔、緊きん張ちよう感かんに引き締まったツキの顔、そして「んなもん関係あるか」とばかりににらみつけてくる舞まいの顔──最後のはあまりにも怖かったので、見なかったことにしておく。

「──さっきも話したとおり、『組織』が来た」

「俺のヒゲは反応しなかったが……確かなのか？」

　素早く答えたツキに、亮史は頷うなずいた。小さく笑いながら自分のこめかみをとんとんと叩き、

「『感かん知ち』の射しや程ていは僕のほうが広いからね。大きさから言って──それに、同どう族ぞく特有のこの感覚から言って、『主人』のものに間違いない」

「……『主人』、と言うと」

「ああ。僕と同じ、『元からの吸血鬼』だ」

　ツキの顔色が変わった。犬けん歯しを剝むいて亮史に吠ほえかかるように、

「なんだと!?　なんでそんな奴やつがむっ」

　大声を出したツキの口を、レレナは慌あわてて押さえつけた。

「つ、ツキさん、お静かに──」

　鼻先を手で塞ふさがれながら、ツキはぎらりとレレナのことをにらみつける。が、それ以上無む理りに大声を出そうとはしなかった。ツキはぶんと振ってレレナの手を振り払うと、亮史に視線を戻して小さい声で言った。

「──どういうことだ？　なぜ主人以い外がいの『主人』が向こうにいる」

　亮りよう史じは、ふう、と小さく息を抜いて、

「僕が知るわけないだろ？　まあ、僕以外の『主人』が組織に協力していたとしても、なんの不ふ思し議ぎもないと思うけどね。そいつも元に戻る──というか、人間になる方法を探しているのかもしれない」

　噓うそをついた。

　この期に及んでも、上じよう弦げんのことは誰にも話したくなかった。ツキに、というよりも、その場に舞まいとレレナがいたからかもしれない。上弦は亮史にとって過去の象しよう徴ちようであり、亮史の過去とは即すなわち、血の赤と骨の白で彩いろどられていたような記き憶おくのことだったからだ。

　使つかい魔まであり、亮史が生き血を啜すすっていたころからの付き合いであるツキならば、その凄せい惨さんな過去にも理解を示してくれるだろう。だが、舞やレレナは違う。かなり特殊な事情があるとはいえ、彼女たちは無む垢くな十五歳の女の子なのだ。そんな彼女たちの前で、自らの血なまぐさい過去──たとえそれが断片に過ぎなくても──を口にすることだけは、絶対にしたくはなかった。彼女たちに恐れられたくないというだけではない。自分は、人間になるのだ。吸血鬼であった過去は振り捨てなくてはならない。

　レレナや舞と一緒にいればそれが必ずできると、亮史は信じていた。

　と、しばらく思し案あん顔がおで考え込んでいたツキが、おもむろに顔を上げた。

「……まずいんじゃないか？　向こうの戦力は恐らくそれだけじゃあるまい」

「だろうね。向こうにしてみれば、『主人』対『主人』じゃ絶対勝かてるという保証はない。補ほ強きよう戦力として『従じゆう者しや』も何人か──ことによれば何十人という単位で用意しているかもしれない」

　ツキの顔に、珍しく不安の色がよぎった。

「大丈夫、なのか？　勝しよう算さんはあるんだろうな」

　そして亮史は、普段の彼なら決して見せないような表情を浮かべた。口元に酷こく薄はくな笑えみを貼はりつけて、ツキにずいと顔を近づける。むしろ穏おだやかな声で、

「お前は、僕が負けると思うのか、三み日か月づき？」

　不ふ意いに真ま名なを呼ばれて、ツキはきょとんと目を見開いた。薄く笑う亮史の顔をまじまじと見つめる。やがてその表情に理解と敬けい意いの色が宿り、それまでとは反対にきゅっと目を細めると、ツキは地に鼻先をつけるようにして頭を下げた。

「──失礼を、主人」

「構わない。それよりも彼女たちを頼むよ」

　ツキの態度に驚き、ぽかんとして顔を見合わせていたレレナと舞の二人は、その言葉にふと亮史へと視線を戻した。亮史はいつもと同じ、ぼんやりとした表情に切り替えてから二人のことを見返した。

「で──考えたんだけど、やっぱり僕と君たちは別々に行動したほうがやりやすいと思う」

　ツキが冷静な声で、

「主人が囮おとりになる──ということか？」

『囮』という単語に、それまでただ目を白黒させていたレレナが反応を見せた。大声で、

「だっ、だめですよそんなの！　月つき島しまさんひとりを犠ぎ牲せいにするなんて──」

　そう叫んだレレナに、噴ふん水すい広場のほとんどの視線が集中した。やっぱり多少時間を無む駄だにしても人ひと目めのないところに移動すべきだった──引きつった顔で後こう悔かいする亮りよう史じなどには構いもせず、レレナは必死な声で「だめですだめです」と叫びつづける。ちくちくと好こう奇きの視線が突き刺さるのを感じながら亮史はどうにかレレナをなだめようとするが、今度はそこに舞まいが割り込んできた。

　──そうだよ、月島さんだけ残していくなんてできないよ！　ねえ月島さん、あたしだけでも一緒に連れてって！　絶対役やくに立つからさ、そのための勉強もいろいろしたんだから

　亮史はこめかみに指を当てて、ため息をつく。どう説得すべきか、と助けを求める視線をツキのほうに送った。が、ツキはツキで、どこか責めるような目で亮史のことを見つめていた。

　付き合いの長い亮史には、ツキの不満が手に取るようにわかった。なぜ自分を連れて行かないのか、使つかい魔まなのに主人を置いて逃げろというのか、そういう類たぐいの不満だ。いかにもツキらしい考え方だ、と亮史は思う。眷けん属ぞくである使い魔はなにを差し置いてでもまず自らの主人のことを守らなくてはならず、そのためならば喜んで我が身を投げ打つ覚かく悟ごを持っている──恐らくツキは、そう考えているはずである。亮史は息を抜くようにして笑った。自分などには、過ぎた使い魔だ。

　二人と一匹は、相変わらず不満そうに亮史のことを見つめている。亮史は自らを鼓こ舞ぶするように「うん」と頷うなずいてから、ずばりと言った。

「あのね、足あし手でまといなんだ」

　二人と一匹の顔が、ぎくりと凍りついた。良心が痛むが、背に腹は代えられない。亮史はまず最初にツキに向き直り、

「ツキ、君は不満そうな顔をしているけど、君が僕についてきてなにができる？　戦せん闘とう能力は僕のほうが断然に上だし、今いま現在の状況では僕は君の精せい密みつなセンサーを必要としていない。相手は僕と同族なんだから、僕の感かん知ちでことは足りる」

「む……」

　次にレレナを見て、

「レレナくん、別に僕は犠牲になる気はないよ。相手が何人いても勝つ自信はある──とは言わないけど、少なくとも生き延びる自信はある。今までずっと、そう、千年もそうして生き延びてきたんだから、今度だってきっと大丈夫。むしろ君たちと一緒に行動するほうが余よ計けいに危険だ。僕は守りながらの戦いには慣れていないからね。それともレレナくん、自分の身は自分で守ることができるの？　一ヶ月前のクイナのようなのが、何人も、下へ手たしたら何十人も襲おそってくるかもしれないんだよ？」

「う……」

　最後に舞まいに目を向けて、

「舞くん──は、ええと、その…………な、なにが、不満なの？」

　──あたしは、連れてって

「……どこに？」

　あくまでもとぼける亮りよう史じに、舞は膨ふくれっ面つらをぐいと近づけてきた。

　──あたしなら足あし手でまといにならないもん！　だってあたし幽ゆう霊れいだし、あたしに触れることができる奴やつなんかどこにもいないんだから！　だからあたしを一緒に連れてってよ、月つき島しまさん！

「いやまあ、それはそうだろうけど、でも──」

　──絶対役やくに立つからさ！　あのね、あたし月島さんにその『組織』っていうのが襲ってくるかもしれないって教えられてから、ずーっとどうすれば撃げき退たいできるか考えてたの。そのための技も独自に編み出したからさ、ねえ、いいでしょ

　ふむ、と顎あごに手を当てて考える。熱意のこもった舞の顔をしばし眺ながめていたが、やがて亮史はふと微笑ほほえみ、

「──そうだね。そこまで言うなら、お願いしようかな」

　──ホントっ!?

　舞はぱっと顔を輝かせ、亮史はその手をぽんとレレナの肩に置いて、

「レレナくんの護ご衛えいをお願いするよ」

　舞の表情が強こわ張ばった。口をぱくぱくさせてなおも言い募つのろうとする舞を制して、亮史は言葉を続ける。

「僕はひとりでも充分に自衛できるけど、レレナくんはそうじゃない。だから、もしものときは君の『技』とやらで守ってあげてくれ。できる範はん囲いでいい。君ならできる、いやむしろ君にしかできない。頼んだよ」

　白しら々じらしいことこの上ないが、しかしその言葉を聞いた途と端たん、舞の全身がぴたりと停止した。目を左右に泳がせて、じんわりと考え事をする。と、彼女の目にいきなり戦士のような凛り々りしい光が宿った。保護者のようにレレナの肩を抱き、

　──そういうことなら任せてっ！　レレナ安心なさい、あなたのことはこのあたしが守ってあげるから!!

　よし、と亮史は心の中でほくそえむ。具体的な指示を与えるために、再びツキのほうに目を向けて、

「そういうわけだ。ツキのセンサーは、レレナくんを守るために使ってほしい。猫のツキや幽ゆう霊れいの舞まいくんとは違って、レレナくんはそう簡単には逃げられないし、なにより向こうに顔を覚えられてしまっている。向こうが狙ってくるのは僕だとは思うけど、用心を重ねておいて損はない」

「わかった」

　レレナに向き直ると、亮りよう史じはズボンのポケットからよれよれになった財さい布ふを取り出して、彼女に手渡した。レレナはおずおずという感じにそれを受け取って、不安そうな声で、

「あの、私は、どうすればいいんですか？」

　彼女の恐怖を少しでも和やわらげるために、亮史は明るく笑って言った。

「大丈夫だよ。向こうの目的は恐らく、吸血鬼の発生源である僕を始し末まつすることだろうから。君は逃げることにだけ専せん念ねんしていればいい。お金に糸いと目めはつけなくていいから、できるだけ迅じん速そくに移動してくれ」

　失敗した。始末、という言葉がよくなかったのか、レレナはますます怯おびえた顔をしてしまった。だがそれでも、レレナは渡された財布を胸に抱かかえ、決意したように大きくこっくりと頷うなずいた。よろしい、と亮史も頷いて返し、二人と一匹にきっぱりと言う。

「僕は彼らと戦って勝つつもりはない。適当に向こうをあしらってから、さっさと逃げるつもりだ。だからあらかじめ落ち合う場所を決めておこう──そうだな、四よん駅えき先の青あお池いけ城じようの駅前広場に、三時間後だ。あそこなら適度に都会だから、もしものときに人ごみに紛まぎれるのにちょうどいい。もし三時間経たっても僕が来なかったら、そのときは、」

　そこで亮史は、物言いたげな三つの視線に気がついた。きょとんとした顔で、ツキとレレナと舞の顔を順じゆん繰ぐりに見ていく。それから視線を天に向けて、とっくりと考えること数秒、再び前を向いてから、亮史は自信なさそうに言う。

「──やめよっか、こういうのは。必ず行くから、それまで待ってて」

　レレナと舞は同時に顔をほころばせて、さらに同時にこくこくこくと何度も頷いた。亮史は安あん堵どしたように肩の力を抜くと、前を向いたまま、数歩後うしろに下がる。レレナと舞の表情に、途と端たんに不安の色がよぎり、亮史はそれを見てにこりと笑った。

「それじゃ──三時間後、また」

　それだけ言い残し、亮史は背中を向けてひとりすたすたと歩き出す。舞がなにかを言ってきたのが聞こえたが、その内容までは聞き取れなかった。亮史は背を向けたまま片手を上げてその声に応こたえ、そのままモール内の雑踏へと紛れていった。




　　　　◆




　なんだかんだと理由をつけて、ツルには待っていてもらうことにした。居場所を確認するだけなのに、どうして会って話さなくちゃいけないんですか──ツルは不満げにそう言っていたが、上じよう弦げんの決意が固いのだということがわかると、人が変わったようにしゅんと大人おとなしくなった。あいつはいつもそうだ、と上弦は過去のいくつもの思い出を頭の中に思い浮かべて、駅前に佇たたずみながらひとり微笑ほほえんだ。

　意地を張って、あの方と別れて、ひとりで生きてきて──そんな時間は、十年と続かなかった。夜に生きる化け物には、話す相手などひとりもいなかった。寂しさに耐えかねて、魎りよう月げつの面おも影かげを追い求めて、一いつ体たい何人の従じゆう者しやを作ったことか。その度に上弦は『それ』が魎月そのものではないことを思い知り、絶望し、逆ぎやく上じようし、そして最後は血だまりの中にうずくまって後こう悔かいするのだ。

　あのとき、あんなことを言うんじゃなかったと。

　自分を偽いつわってでも、あの方と一緒にいるべきだったと。

　どんなに強がっても、自分は、ひとりでは生きていけないのだと──。

　そんな思いが行き場を求めて堂どう々どう巡りをしつづけていたときに、上弦はツルと出会った。陳ちん腐ぷな出会いだった。その子こ狐ぎつねは、当とう時じ上弦がねぐらとしていた山小屋のすぐ近くで、人間の罠わなにかかって唸うなり声をあげていたのだ。それを助け出し、無む茶ちや苦く茶ちやに暴れる彼女のことを強ごう引いんに押さえつけてまで手当てをしてやったのは、きっと──昔のことを思い出したからに違いない。思い出を現実にだぶらせる、そんな女め々めしい行為に縋すがりついた自分のことを、そのときは「私もよほど追い詰められているのだな」と自じ嘲ちようしたものだ。しかし、ツルが──当時はただ『狐』とだけ呼んでいたあの子が快復するにつれて、そんな思いはどこかへ吹き飛んでしまった。

　ツルは、上弦にべったりだった。いつでも上弦に懐なついてきた。上弦がいないと世界の終わりのような顔をして寂しがった。上弦の言うことならばどんな命令にでも喜んで従った。ツルの毛皮の温ぬくもりを頰ほおに感じながら、幾いく夜よを過ごしたことだろう。自分の膝ひざの上で静かな寝ね息いきを立てて眠るツルのことを見て、泣きそうになってしまったことだって何度もあった。その度に上弦は、苦にがい自己嫌けん悪おに苛さいなまれた。

『契約』を結ぶのに、そんなに長い時間はかからなかった。ツルの忠ちゆう誠せい心しんは、今も昔もなんら変わるところがない。『契約』によって半はん永久的な寿じゆ命みようと様々な特とく殊しゆ能力を得る代わりに、使つかい魔まには絶対的な忠誠心が要求される。というよりも、絶対的な忠誠を持つ獣けものだけが吸血鬼の使い魔になることができる、と表現したほうがより的確だろうか。上弦が死ねといえば、恐らくツルは笑って死ぬ。なぜならば、ツルが恐れているのは自分が死ぬことでもなんでもなく、上弦が死ぬことと、そして自分が上弦に見捨てられることだけなのだから。

　玄げん翁のうはともかく、ツルはひとりでは生きていけない。自分と同じように、誰かのそばにいなくては、誰かがそばにいなくては生きていくことができないのだ。自分と同じ闇やみを抱かかえるツルに対して、上弦は痛みに近いほどの哀あわれみと、胸を締めつけられるような愛いとおしさを感じていた。やがて上弦は、こいつらと一緒ならば、自分は生きていけると信じるようになっていった。かつて失った人の代わりになることは決してできない。だが、代わりでなくてもツルたちならば構わないではないかと、そう考えるようになった。昔のことなど忘れてしまえばいい。ただ自らの眷けん属ぞくと、寄り添って生きていければ、それで充分だった。

　そのはずだった。

　真さな田だに会うまでは、本当に、そう思っていたのだ。

　そして今、自分はここにいる。上じよう弦げんはふと地面に視線を落として、ひどく情なさけない表情を浮かべた。眷族の前でならば決して浮かべなかったであろう表情、しかしあの人の前でならばころりと表に出すことのできる表情──こんな顔をすることなど、もう二度とないと思っていたのに。唇くちびるを嚙かむ。拳こぶしを握り締める。震える息を吐き出しても、胸の震えまでは止まらなかった。玄げん翁のうはまだいい。あいつは、ひとりでもきっと生きていける。自分がいなくなっても、充分にやっていけるだけの強さがある。

　だが、ツルは。

　自分と同じ。いや、自分よりも強い。そしてそれゆえに、ツルは悲しくなるほど弱い。自分よりもはるかに依い存ぞん心しんの強いツルは、それだけに拠より所どころをなくしたときには二度と立ち直れないほど弱ってしまうのではないか。それともあいつも、なくしたものの代わりを見つけることができるのだろうか。魎りよう月げつを失った自分がツルたちと出会ったように、新たな拠り所を得て──あるいは自らを拠り所にしてくれる誰かを宿して、生きていくことができるのだろうか。

　とても、そうは思えない。

　だから上弦は立ち尽くしている。筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいほどの痛みを、切り捨てたはずの心に感じながら、それでも上弦の足はそこから動こうとはしなかった。ただ刻こく一いつ刻こくと近づいてくるその『力』を感かん知ちしながら、上弦は痛みに耐え、ただ待ちつづけている。




　ツキたちと別れてから、亮りよう史じはわき目も振らずに歩きつづけた。これから起こるであろう状況に備えて『力』を温おん存ぞんするために、確認のための『感知』をこまめに切り替える。スイッチ式の能力である『感知』は、つけっ放しにしておけば延々と『力』を使いつづけてしまうのだ。それ自体に消費するエネルギーは微び々びたるものだが、無む駄だ遣づかいを避けるに越したことはない。

　モールを抜けて『力』を感じる方向に歩を進めながら、ふと亮史は、自分がいつの間にかかなりの早はや足あしになっていることに気がついた。小こ走ばしりといってもいいような速さで動いている足をぴたりと止めて、亮史は大きく深しん呼吸をする。

　──落ち着け。逸はやるな。まだそうと決まったわけではない。人間には言葉という素晴らしい文化がある。自分は人間ではないが、その文化を拝はい借しやくすることはできる。みんな口を揃そろえて言っているではないか。暴力はいけません。話し合いで解決しましょう。まったくもってそのとおりだ。まずは落ち着け。もしかしたら、話し合えばわかってくれるという可能性もないわけではないのかもしれないではないか。

　もう一度、大きく息を吸って、吐いた。服の上から胸を押さえて、きゅっと目をつぶる。

　話し合って帰ってくれることができるのなら──それに越したことはない。確かに。

　だが、その解かい決けつ手段に対して不満を抱いている部分も、亮史の中には少なからず存在していた。今まで埃ほこりにまみれていたはずの戦せん闘とう本能が、一いち対たい多た数すうにおける戦闘を有利に運ぶための戦術を大急ぎで組み立て始めている。話し合いによる解決の可能性が少ない以上、それはさして問題とすべきことではない。問題なのは、戦いについて考える思し考こうに、どうしても喜びの色が混じってしまうことだった。

　これがいけない、と亮りよう史じは心の中でひとりごちた。一ヶ月前のクイナのときのように、自分にはこと戦闘となれば我を忘れてしまう傾向がある。吸血鬼の本能──圧倒的なまでの破は壊かい衝しよう動どうと攻撃本ほん能のうが、生き血を供給していないにも関かかわらず発はつ露ろしそうになってしまう。本能だから仕方がないといえばそれまでなのだが、しかし、それを押さえ込んでこその人間なのだと、亮史は思うのだ。

　だが──一方で、亮史はこうも思う。

　本当にそんなことでいいのか。相手はあの上じよう弦げんと、そして恐らくは武ぶ装そうしているであろう従じゆう者しやの集団なのだ。加えて自分は久しく生き血を飲んでいない、すなわち慢性的なガス欠けつ状態にある。千年の永きを生き延びてきた自らの戦闘──否いな、『生存』能力を信頼してはいるが、かといって本調子でないままで上弦たちと対等に渡り合えるとも思えない。人間になることに拘こだわるあまり命を落としてしまったのでは、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうという奴やつではないか。

　覚かく悟ごは決めておかなくてはいけないかもしれない、と亮史は思った。命を失う覚悟──ではない。それも当然あるが、それ以上に、自らのうちに潜ひそむ吸血鬼の本能を、進んで開放する覚悟だ。




　その瞬間が近づいてきているという事実に耐えられなくなり、上弦は『感かん知ち』を切った。

　大きく深しん呼吸をする。心臓がどくどくと動きはじめ、その拍はく動どうをどうにかごまかすために、上弦はやりなれない『呼吸』を何度も繰り返した。

　目を閉じる。閉じてから混乱が襲おそってきた。会って、そして──なにを言おう？　お久しぶりですとか会いたかったとか、そんな陳ちん腐ぷな文句がこの場に相応ふさわしいとは思えない。どうしよう。どうすればいいんだろう。誰か──と思わず周囲を見回してみても、誰もいるはずがない。今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめながら、上弦は身体からだの前でもじもじと指を組み合わせる。髪かみ型がたや格かつ好こうがものすごく気になってきた。ここに来る前にツルに聞いておけばよかったのかもしれない。だが、そんなことを言ったら言ったでまたぞろツルが「どうしてそんなことを聞くんですか」と言い出すに決まっている──

　頭を振って、じめじめした思し考こうを振り払った。

　もう一度、深呼吸。しかるのち、かすかな怒りと共に思う。

　──いつから私は、こんなに弱くなったのだ。

　組み合わせた両手をぱっと解いて、自分の顔をごしごしとこすった。手で顔を覆おおったまま、上じよう弦げんは頭の中で吠ほえる。そうとも。なにも恐れることなどないのだ。ばんと要求を突きつけて、あとは強ごう引いんに引きずっていってしまえばいい。あの方には昔から、そういうところが──桁けた外はずれに強くて残ざん酷こくなくせに、その割にはやけに流されやすい部分があった。そこにつけ込めば、きっと大丈夫なはずだ。それに──そう、それに、あの方だって、あの方だってきっと、袂たもとを分かってしまったことを悔くいているに違いない。そうに決まっている。自分が吸血鬼にあるまじき激げき情じように駆かられ、一方的に絶ぜつ縁えん状を叩たたきつけてしまったものだから、流されやすい性格のあの方は止めることができなかった、ただそれだけのことなのではないだろうか。

　私はそのことを、後こう悔かいしている。あの方は、魎りよう月げつさまはどうだろう。

　本当は、魎月さまも、自分と同じように、あの頃に戻りたいと思っているのでは──




「やあ」




　亮りよう史じは、立ち止まった。

　かすかな既き視し感かんと、激しい違い和わ感かんを覚える。

　駅前のバスターミナル、いつ見ても人通りの激しいこの広場。バスの巨大な車体がゆっくりとターミナル内を巡り、屋根付きのバス停で待つ人々を吐き出しては飲み込んでいく。車のエンジン音や人々の話し声、募金を呼びかける声や電車がホームに入ってくるときの騒音──それら雑ざつ多たな音声が入り混じり、駅前の空間に人ごみのざわめきをもたらしていた。

　そして、すっかり見慣れたその光景の中に、かつて見慣れた姿があった。

　漆しつ黒こくの単ひとえのみを直接地じ肌はだに纏まとっているために、ふとした仕し草ぐさで華きや奢しやな身体からだの線が露ろ骨こつなまでに浮き上がってしまう。肌はだは蠟ろうのような白、瞳は夜のような黒、唇くちびるは血のような赤。かすかな憂うれいを帯びたその顔立ちは、ともすれば『少女』と呼ばれてしまうかもしれない。まさに「お人形さんのような」と表現するのがぴったりの格かつ好こうをしてはいるが、きっとその『お人形さん』は夜な夜な髪が伸びるとかうめき声を上げるとか、そういう類たぐいの日本人形に違いない。美しいが忌いまわしい──いや、忌まわしいまでに美しい、そんな彼女の姿を目の当たりにして、亮史の脳のう裏りに束つかの間ま、過去の日々が流れては消えていった。

　上弦。

　ゆっくりと、亮史は近づいていく。節約のために『感かん知ち』を切っているのか、なぜか自らの顔を両手で覆おおっている上弦は、その気配に気づく様よう子すすらない。

　手を伸ばせば触れられるくらいの距離に至って、亮史は立ち止まった。それでも上弦は気づかない。腕を組み、しばらく待ってみたが、じっと考え事をしている空気が伝わってくるばかりで、上弦は微び動どうだにしなかった。気づいていてわざと無視しているのか、とも思うのだが、よくよく思い出してみれば確かに上じよう弦げんはこんな感じだったような気もしてくる。じっくりと考えてから、亮りよう史じはできるだけなんでもないふうを装って話しかけた。

「──やあ」

「っ」

　上弦は息を吞のみ、その顔を跳ね上げた。目をいっぱいに見開いて、じっと亮史の顔を見上げる。その表情を見返しながら、亮史はふと、口元に微笑がこぼれるのを感じた。

　懐かしかった。大きな黒い上弦の瞳、ほっそりとした上弦の頰ほお、見た目の年ねん齢れいに似に合あわぬ蠱こ惑わく的な雰ふん囲い気きは、しかし亮史の前では幼さとして表れている。何百年も一緒にいた、ほとんど同体といって変わらなかったあの頃のことを思い出す。亮史は薄く笑ったままその手を上げて、上弦の頰ほおを軽く撫なでていた。

「久しぶり」

　驚きよう愕がくの表情に固定されていた上弦の顔が、ゆっくりと、崩れていった。

「りょう……りょう、げ、……りょう、げつ、さま──りょうげつさまあ……」

　上弦の目から、涙が次から次へとこぼれていく。上弦はゆったりとした自然な動作で、亮史の胸に顔を押しつけた。胸に涙の熱を感じながら、亮史は苦く笑しようを浮かべる。魎りよう月げつ──月の魍もう魎りよう。その呼び名もまた、今となっては懐かしかった。

「──会いたかった──会いたかったです──私が──私が──どれだけ──どれだけあなたのことを──」

「上弦」

　小さくそうつぶやいてから、亮史は上弦の身体からだを優しく離した。ゆっくりと肩を押されながら、上弦はひどく傷ついたような顔で亮史のことをにらんだ。またひとつ、思い出す。怖気おぞけが振るうような残ざん虐ぎやく性を持っている一方で、上弦は確かにこんな少女のような繊せん細さいさも持っていた。妖よう艶えんな色いろ香かと共に、無む邪じや気きな子供のような幼さも持ち合わせていた。矛む盾じゆん、というのならばそうなのだろう。七百年を生き延びて、あれから四百年が過ぎて、それでも上弦の矛盾は少しも変わってはいない。それならば、その矛盾こそが上弦の本質なのかもしれない。

　不満そうな上弦の頭に手を載せて、亮史は目を細めた。

「……変わってないな。少しも」

　上弦は少し驚いたように目を見開いて、それから刺とげの混じった声で、

「…………魎月さまは、変わられた」

　亮史はちらりと笑って、

「ほう。どういうふうに？」

「──優しくなった」

「いいことじゃないか」

「それだけじゃない。『力』が弱くなった。顔つきが情なさけなくなった。それに──雰ふん囲い気きが、なんと言ったらいいのかわからないが、──消えてしまったような気がする。まるで、魎りよう月げつさまではなくなってしまったような気がする」

「──上じよう弦げん。聞くまでもないことだが一いち応おう聞いておこう。お前は、なぜここに来た？　どうして僕がここにいるとわかった？」

　やはり聞くまでもないことだった。上弦はさっと眉まゆを寄せて、自ら亮りよう史じと距離を置いた。自分の身体からだを抱き、ぐっとうつむいて、絞しぼり出すような声で言う。

「『組織』という集団がある。私は、そこに協力している。そこから情報を得た」

「協力？　所属の間違いじゃないのか」

　弾はじかれたように顔を上げ、その顔を真っ赤に染めながら、上弦は叫んだ。

「ふざけるな!!　この私が人間などに従うものかっ!!」

　その大声に、道を行き交う人々が「何事か」と振り返る。亮史は周囲の視線を気にしながら、上弦の顔を改めて覗のぞき込んだ。

「ま、それはいい。それよりも最初の質問に答えてくれないか。なにが目的で、お前はここに来たんだ？」

　上弦は小さく息を吸ってから、こう答えた。

「私ばかり聞かれるのは気に食わない。私からも尋たずねさせてもらう」

「──いいだろう。僕としても、聞いてばかりというのは心苦しい」

　上弦はにこりともせず、

「……あなたは、どこまで知っているのだ？」

「なにについて？」

「『組織』について、だ」

　ふむ、と亮史は顎あごに手を当て、

「そんなには知らないさ。ただ、お前たち──と、失礼、彼らの目的が『従じゆう者しやを人間へと戻す方法を見つけ出すこと』であるということは知っている。そして、『組織』の体質上、自分たち以外の吸血鬼は見つけ次第殲せん滅めつしているということもね」

「ならば、私がここに来た目的も見けん当とうがついているんじゃないのか？」

　亮史は顎あごに当てた手を少し上にあげて、口元を覆おおい隠かくした。

「確かに、そうだ。が、僕としては──上弦、お前とは戦いたくない」

　口から手を離して、亮史は上弦の長い黒くろ髪かみをそっと梳すいた。上弦の顔に明らかな動どう揺ようが走る。強こわ張ばった上弦の頰ほおを、亮史は親指で静かに撫なで、

「お前が僕を狩り殺しに来たのだと言うのならば、仕方がない、戦おう。だが上弦、お前は本当にそれをする気なのか？　この僕と──かつて何百年という時間を共に過ごしてきた僕と、本当に戦う気でいるのか？」

　上弦は答えない。大きく見開いた目で、ただじっと亮史のことを見つめている。その瞳を覗のぞき込みながら、亮りよう史じはなおも続けた。

「僕はそうはしたくない。生まれたばかりのお前を拾い、育て上げてきたのはこの僕だ。それなのに、そんな娘にも等しいお前のことを、どうしてこの手で殺あやめることができる？　『組織』だかなんだか知らないが、そこまでして僕と戦わなくてはならない義理でもあるというのか？」

　と、不ふ意いに上じよう弦げんが視線を外した。亮史の脇をすり抜けて数歩進すすみ、ふと立ち止まって夜空を見上げる。亮史に背を向けたまま、上弦はぽつりと、

「……やはり、変わった。変わってしまわれた」

「──上弦？」

「昔のあなたならば、たとえ相手が私だろうが誰だろうが、牙きばを剝むいたとあらばなんの容よう赦しやもなく叩たたき潰つぶしたはずだ。少なくとも、そんな情じように訴えるような腑ふ抜ぬけた戯ざれ言ごとは口にしなかったはずだ」

　亮史は呆あきれたように肩をすくめ、

「改めて思うよ。変わってない。その思い込みが激しいところなんか、特に」

　上弦は振り返った。その目に宿るのは強い怒りの炎ほのお、上弦はつかつかと亮史の目の前まで近づくと、爪つま先さき立だちになってずいとその鼻先を突きつけてきた。亮史は上弦の怒りの視線を真正面から受け止めて、平然と言った。
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「──僕が変わったのは当たり前だ。人間は、変わるものだからな」

　上じよう弦げんは不快そうに顔をしかめた。

「……まだ、そんなことを。あなたは──」

「おっと。妙みような説教はやめてくれよ、上弦」

　開きかけた上弦の唇くちびるに、亮史は立てた人差し指で触れた。

「お前はわかっていたはずだろう？　あの日──僕たちが別れたあの日に、お前は『そのこと』がわかっていたからこそ、僕の元を離れたんだ。違うか？」

「…………」

「そのお前に、今さら僕の生き方をとやかく言われる筋すじ合あいはない。互いの生き方が相あい容いれないものになったがために、僕たちは袂たもとを分かったのだから。今になって、わざわざあのときのことを蒸むし返さないでくれ」

　強気に燃え盛っていた上弦の瞳の奥で、なにかが動いたような気がした。それを見られるのを恐れるかのように、上弦はついと目をそらす。訝いぶかしく思いながらも、亮史は数歩あとずさり、上弦に向かって軽く両腕を広げた。

「昔のことなどどうでもいい。重要なのは過去のことではなく、今どうするか、それだけじゃないのか？」

　上弦はふてくされた顔でじっと地面を見つめている。すねた子供のようなその反応、それすらも亮りよう史じにはどこか懐かしく感じられた。優しく目を細めながら、しかし亮史の口から出てきた言葉は、その表情とは正反対に辛しん辣らつなものだった。

「上弦、最後にもう一度だけ尋たずねよう。そうすれば僕の決心もつく。──本当に、僕と殺し合う気なのか？　よく考えて答えろよ。僕は今この瞬間が、最後の話し合いの場だと思っているからな」

　と、上弦がばっと顔を上げた。尖とがった顔つきで亮史のことをにらみながら、上弦は不満が渗にじみ出た口く調ちようで言った。

「……誰が、あなたと戦うなどと言った？」

　一瞬の間ま、

「…………なに？」

「あなたが勝手にそう思い込んだだけじゃないか。別に私はあなたと戦う気などない。ひとりで盛り上がらないでくれ」

　亮史は目をぱちくりさせる。不満そうでありながら、しかしどこか得意げにも見える上弦の顔に、そこはかとない理り不ふ尽じんさを覚えた。必死に抗こう弁べんする。

「──いや、しかし、『組織』は──」

「私の話を聞いていたのか？　確かに『組織』の方針は『自分たち以外の吸血鬼の殲せん滅めつ』にある──が、私は『組織』の所属ではない。協力しているだけだ。その私が、なぜ奴やつらの方針にまで従わなくてはならない？」

　話が見えなくなってきた。

「……じゃあ、一体お前はなんのためにここに来たんだよ？」

　唇くちびるを嚙かみ締めて、上じよう弦げんは亮りよう史じのほうに再び近づいてきた。その背後に漂うただならぬ気配に、亮史は無意識のうちに身を引いていた。構わずに上弦は亮史の目の前まで足を進めると、いきなりその手を上げて、亮史の頰ほおを細い指先で静かになぞった。

「────あなたに、会うため」

　一瞬の間ま、

「……なんだって？」

　上弦の顔の上で、これまでとは比べ物にならないほどの激しい憤ふん怒ぬが爆発した。上弦はぎっと牙きばを剝むき出しにして亮史のことをにらみつけ、その爪を亮史の頰に思いっきり突き立てた。鋭い痛みと共にたらたらと血が流れ出すが、それでも亮史はその手を跳ね除のけようともせず、般はん若にやの如ごとき上弦の形ぎよう相そうを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　怒りの表情を微み塵じんたりとも動かさないまま、上弦はぽろぽろと涙を流しはじめた。

「──あなたは、あなたはいつもそうだ！　あなたはいつだって、私の気持ちなど考えようともしなかった！　いつもそばにいてくれた、いつでも私を抱きしめてくれた！　でも、あなたが自分から私のしてほしいことをしてくれたことなんか、一度もなかった！　あのときだって、あのときだって私は、本当は、あなたのもとを去りたくなどなかったのに!!　なぜ止めてくれなかった!?　なぜあそこで『仕方がない』などと言えたのだ!?　結局あなたは、私が疎うとましくなったから、だから私と別れたんだっ!!」

「なっ──」

　割れんばかりの大声に、しかし周囲の視線を気にする余よ裕ゆうは亮史には許されなかった。頰ほおに食い込んでいた指が唐とう突とつにその力を失い、そっと亮史の首くび筋すじに回された。上弦は毅き然ぜんとした泣き顔のままで、亮史の頭を自分のほうに抱き寄せた。今しがたの怒ど鳴なり声が噓うそのような、か細ぼそい、今にも消えてしまいそうな弱々しい声で、耳元に囁ささやく。

「でも──それでも、あなたは、私にとって、かけがえのない存在なんだ。今も昔も、私はあなたがいなくてはだめなんだ。他の──他の何者でもあなたの代わりになることなどできはしない。あなたと離れてみて、今日再ふたたびあなたに出会って、そのことがようやく理解できた。だから、魎りよう月げつさま、だから──」

「──だからお前と、よりを戻せと言うのか？」

　ひくっ、というしゃっくりのような音が、耳元で聞こえた。前まえ屈かがみの態勢で上弦に頭を抱かれたまま、亮史はぼんやりと目の前の虚こ空くうを見つめる。そのあいだにも上弦の嗚お咽えつは止やむことなく、ひく、ひくっ、と断続的に続いていた。頭を動かして上弦の顔を見ようとしても、がっちりと抱かれたその腕には驚くほど強い力が込められていて、ちょっとやそっとの動きでは軽く封じられてしまう。必死にこらえるようなその泣き声、絶対に自分の泣き顔を見せまいとする上じよう弦げんの腕の力に、またひとつ昔のことを思い出した。上弦は、自分の泣き顔を誰かに見られることを極きよく端たんに嫌っていた。そのくせ泣き虫で、泣きそうになるとどんな状況にあってもどこか人のいないところまで逃げていってしまい、そこで存分に泣き腫はらすのだ。

　どうして同じ吸血鬼なのに、自分と上弦はこれほどまでに違うのだろう。亮りよう史じは『発生』してから一度たりとも泣いたことがない。それは自分が最初からの吸血鬼──『主人』だからであると思っていたのだが、こうして涙に暮れる上弦を見ていると、一体どちらが本当に正しいのか、亮史にはさっぱりわからなくなってしまうのだ。

　吸血鬼なのに激しい情じよう動どうを持っている、上弦のほうがおかしいのか。

　それとも──心の揺らぎというもののほとんどない、自分こそが異い端たんなのか。

　いつの間にか、上弦の嗚お咽えつが止やんでいた。上弦の手が亮史のうなじからずるりと落ち、その代わりに今度は背中に回された。少し身を引いて見上げてきた上弦の頰ほおは、ぐしゃぐしゃに濡ぬれてはいたものの、涙はもう流れていなかった。わずかに充血した瞳で上うわ目め遣づかいに見上げながら、上弦はかすれた声で言った。

「魎りよう月げつさま──あの頃に、戻りましょう。ただひっそりと、どこか世の果てで、どちらかの不ふ死しが尽きるそのときまで、化け生しようの夫婦めおととして生きていきましょう。なにもかもを捨てて、ただ、二人きりで、いつまでも、いつまでも──一緒に──」

　亮史は、短く息を吸って、吐いた。

「化生の夫婦、か」

　上弦の顔から視線を外して、目の前の光景を疲れたような目で見る。だらりと伸ばしていた腕を持ち上げて、亮史はその光景を親指でくいと指し示した。

「見てみろ」

　訝いぶかしげな上弦の顔、それを見下ろして亮史はもう一度、顎あごで促うながした。上弦は亮史に抱きついたまま、ゆっくりと後ろを振り返る。

「僕がなぜ人として生きていこうと思ったか、その理由を話したことは、あったか？」

　困こん惑わくしているような沈ちん黙もくの後に、顔だけを後ろに振り向かせたまま、上弦は頭をわずかに振った。亮史は小さく頷うなずき、

「なら、教えてやろう──『あれ』こそが、僕が人間になろうと思った、その原因だよ」

　上弦の視線を、再び顎の下に感じる。だが亮史は上弦に視線を戻さない。目の前の光景、人間が作り出した建築物の数々にただ見入っていた。溢あふれんばかりの鈍どん色しよくを見つめながら、亮史は静かな口く調ちようで話しはじめた。

「お前と別れたのは──もう、何年前の話になるかな。そう、確か、この島国の揉もめ事が、『鉄砲』と呼ばれる兵器によって鎮ちん圧あつされた頃からだったかな。その辺りのことは覚えているよ。それが直接の引き金になったんだ、いくら僕でもそれは覚えている。僕が人として生きていくと決めたそもそもの原因は、あの兵器にあったんだ。それまで無敵の化け物だった僕らも、あの飛び道具を軍隊が持ち歩くようになってから常じよう勝しようというわけにはいかなくなった。弓ゆみ矢やのような生なま易やさしい武器とは違って、あの鉛なまり玉だまの速度はいかに吸血鬼の反射神経をもってしても抗しきれるものではなかったからね。だから僕は、真まっ向こうから吸血鬼として人と敵対するのをやめて、人の皮をかぶって生活することにしたんだ。そちらのほうがなにかと都つ合ごうがいい。人間の軍隊に『化け物討とう伐ばつ』と銘めい打うって狩りだされることもない──もっとも上じよう弦げん、お前のプライドは、人間なんぞに背を向けることを許さなかったようだったが、な。

　とにかく、『人になる』と言っても、最初はそんな軽い気持ちだったんだ。リスクを少しでも減らすため。ただそれだけだった。そう、最初のうちは。

　お前と別れてからいろいろな紆う余よ曲きよく折せつを経て、僕は人間としての名前を得、百年ほど前からこの湯ゆヶが崎さきに住み着くことになった。百年前、この辺りはあばら家が肩を並べてるだけの、どこにでもあるごく普通の田舎いなか町だったよ。派は手でな戦争が外の世界で起こってたみたいだったけど、僕はそんなものほとんど気にせずに、表面上は人間の振りをしながら、吸いたいときに血を吸って作りたいときに従じゆう者しやや使つかい魔まを作って、気楽にのんきに暮らしていたよ。のんびりと、下げ界かいの移り変わりを観察しながらね。

　そんな生活を五十年ほども続けていたときだったかな、いつの間にか下界のドンパチは終わっていた。幸いこの町は戦火には巻き込まれていなかったから、僕もそれを聞いたところで大した興味は湧わかなかった。人間がいつも繰り返してる争いがひとつ終わった、でもどうせすぐに別の争いを始めるんだろう──そんなふうに軽々しく思ってた。けど、それは大きな間違いだったんだ。それどころの話じゃなかった。

　あの戦争が終わってからたったの五十年で、この町は瞬またたく間まに変わっていった──そう、まさに瞬く間だ。人間五十年、昔そんなことを言った支配者がいたけど、僕は人間じゃないから五十年なんてあっという間だった。そのあっという間のあいだに、人間はそれまでの歴史をすべて覆くつがえしてしまうような大だい躍やく進しんを遂げたんだ。見ろよ、この建物の数々を。信じられるか？　彼らはこんな見上げるほどの大きな建築物を、数え切れないほど無数に、それこそまばたきするほどの短期間に作り上げたんだぞ？　……僕は、とてもじゃないが信じられなかった。木造の寺ひとつ建てるだけでも青あお息いき吐と息いきだった彼らが、どういう理屈でこんな石造りの化け物みたいな建物を何十個も何百個も建てられるのか、そう思ったよ。

　その頃から僕は、人間について真剣に調べてみる気になった──それすらも、人間の作った『図書館』という設備でだ。愕がく然ぜんとしたよ。僕ひとり知らないあいだに、ずいぶんコトが進んだものだと思った。都市ひとつを丸ごと飲み込むほどの、毒と炎ほのおを撒まき散らす爆ばく弾だん。地球の裏側の風景すらも映し出す魔法の箱。世界は一日かけずに一周できるようになり、僕たちの食料であるはずの、生命の象しよう徴ちようたる血液でさえもパック詰めの冷れい凍とう食品になった。挙あげ句くの果はてに、月に──魎りよう月げつ、上弦、僕らの名前のもとであるあの星すらも足あし蹴げにして、その地表に旗はたを突き立てる始し末まつだ。上じよう弦げん。君にこんなことを言うと軽けい蔑べつされるかもしれないけど──僕は、怖かった。そのときはじめて、僕は人間のことを『怖い』と思った。千年間、僕は人間を見つづけて生きてきた。小こ競ぜり合いを繰り返しながら、緩やかに進歩していく知能ある動物──そんなふうに考えていた。けど、この五十年でそんな見方はひっくり返されてしまった。進歩が進歩を呼ぶのだとしたら、これからの五十年でさらに彼らは進化していくのかもしれない。人間は、加速度的に、爆発的に進化を遂げる、吸血鬼など足元にも及ばない怪かい物ぶつなんだ。

　だから僕は、人になると決めた。たいそうな理由などなにもない。ただ生き残るために、死なないために、人の皮をかぶって生きていくと、そう決めたんだ」

　そこまで一気に言い終えると、亮りよう史じは深々と息を吐いた。これほどの長ちよう広こう舌ぜつは生まれてはじめてかもしれない。上弦も少し驚いたような顔で、一息ついて口を閉じた亮史のことを見上げている。亮史はそれとなく、そんな上弦から視線をそらした。本当は、今いま言った理由だけではない──『もうひとつの理由』があるにはあるのだが、それを言っても上弦には逆ぎやく効果なだけなので黙っておくことにする。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、亮史は再び口を開いた。

「……上弦。お前の誘いは、嬉うれしい。お前が僕を必要としてくれるのもわかる。だが、だがな──見てみろ、この町を。人間は電気を作り、光を作り、その光をもって次々と夜を削けずっていった。今や人間たちにとって、吸血鬼なんてのは忌いみ恐れるべき化け物でもなんでもない、駆く除じよ対象の害がい獣じゆうでしかないんだ」

　上弦の肩に手を当てて、ぐいと引き剝はがす。呆ぼう然ぜんとした上弦の視線を正面から見み据すえながら、亮史は疲れたような、達たつ観かんしたような笑えみと共に、言った。

「もうこの世には、化け生しようの住むべき闇やみなんて、どこにもないんだよ」

　数歩、またもや後ろにさがる。上弦が名な残ごり惜しそうにその手を伸ばしてきたが、亮史にはもう、上弦に近づく気はなかった。彼女もその気配を察したのか、弱々しく伸ばしたその手をゆっくりと握り締め、自分の胸元に引き寄せる。表情を悟さとられるのを恐れるように顔を伏せてしまったので、どんな感情がそこに浮かんでいるのか、見ることはできなかった──見たくもなかった。

　亮史は自分も上弦から顔をそむけ、容よう赦しやなく言葉を続けた。

「吸血鬼と人間は、相あい容いれないものだ。だから、上弦、僕は、お前とは、行けない」

　上弦はうつむいたまま、なにも言わなかった。かすかに揺れるその前まえ髪がみを見て、亮史はため息をつき、覚かく悟ごを決め、最後の一言を言い放った。

「それに──僕にはもう、大切な人がいるんだ。だから上弦、あのときのようにお前と二人きりになり、なにもかもを捨ててどこかで静かに暮らすなんてのは、土台無む理りな話だ。上弦──お前にだって、そんな奴やつのひとりやふたり、いるだろう？　だから、悪いことは言わない、僕なんかよりもそいつのことを大事にしろ。そっちのほうがよっぽど──」

　最後まで口にすることはできなかった。上じよう弦げんはこちらにまで聞こえるほど大きな音を立てて喉のどを鳴らすと、その場でくるりと踵きびすを返し、亮りよう史じに背を向けて駆け去っていってしまった。その後ろ姿に、発作ほつさ的に「待て」という言葉が喉元まで出かかったが、かろうじて亮史はその声を飲み込んだ。

　いかに哀あわれをそそられようと、余よ計けいな言葉などかけるべきではない、と思った。

　自分は、上弦のことを見捨てた。その自分が彼女にどんな優しい言葉をかけようとも、それは結局、自分を慰なぐさめるための方ほう便べんにしか過ぎないのだろう。だからどんな種類の謝しや罪ざいの言葉も、自分が口にすることは決して許されない。

　遠ざかっていく上弦の背中を見つめながら、亮史は目を細める。生まれたときからずっと見守りつづけてきた。吸血鬼の能力から箸はしの持ち方まで、あらゆることを手取り足取り教えてやった。恋人というよりは娘に近い、亮史の知る限りではこの世でただひとりの自分の『同どう類るい』──上弦。

　その上弦と会うのも、恐らくこれが最後になるだろう。そのことに、なんの感かん慨がいも抱かないといえば噓うそになる。吸血鬼である亮史にとっても、上弦と過ごした何百年という時間は決して短いものではなかったからだ。

　天を振り仰ぎ、亮史はしばらくその感覚に浸ひたっていた。




　　　　◆




　湯ゆヶが崎さき駅からはだいぶ離れた大通り沿いの歩道、人通りもまばらなその道の上に、ツルはぺたんと座り込んでいた。体育座ずわりをして塀へいにもたれかかり、今にも泣きそうな顔をぎゅっとうつむかせているその姿は誰がどう見ても迷子まいごそのものだったが、幸運なことに彼女を心配してくれる優しい大人おとなはまだひとりも通りがかっていなかった。表情とは裏うら腹はらに、ツルの内ない心しんは嵐あらしのように荒れ狂っている。人間などに声をかけられでもしたら、アバラの一本や二本へし折ってしまいそうだった。

『感かん知ち』の射しや程ていは約百メートル。『狼おおかみ』や『蝙こう蝠もり』などとは違い、『血の力』による補ほ強きよう効果は存在しない。ゆえに百メートル以内に近づかなければまず気取られることはないから、決してこの場を動くな、駅の方向には一歩たりとも近づくなと、念ねん入いりに、嚙かんで含めるように釘くぎを刺されていた。

　なのに。

　自分は悪い使つかい魔まであると思う。主あるじの言いつけを破ることなどしょっちゅうあるし、力を合わせて主を補ほ佐さする同どう僚りようであるはずの玄げん翁のうとも、犬けん猿えんの仲なかという状態だ──いいや、違う。玄翁は自分のことなど相手にしていないのだから、犬猿どころか喧けん嘩かにすらなっていない。大人が子供を相手にしないのと同じ、人間が犬いぬ猫ねこを相手にしないのと同じ。自分のことを対等の立場に見ていない相手と、どうやって競争ができるというのだろう。そのことが腹立たしくて、玄翁に目に物もの見せてやりたくて、上じよう弦げんに「自分は玄翁なんかよりもはるかに使える奴やつなんだ」ということをアピールしたくて、先走って、最後は失敗してしまうのだ。そして、今回も同じ。まったくいつもと同じ。唇くちびるを嚙かんで、ツルはその小さな身体からだをさらに小さく縮こまらせた。

　百メートル以内に近づかなければいいと思っていた。同時に、相手の居い場所を玄翁に知らせるのは、早ければ早いほどいいと思っていた。第一このままでは、自分はなんのためにここにいるのかわからない。運転手なら人間にでもできる。上弦の使つかい魔まとして、ツルは自分を役立たせたかった。

　だからツルは、上弦に待たい機き命令を授さずけられていたにも関かかわらず、大おお鷲わしに『変化』して空高くへと飛び立ったのだ。羽ばたくのは大変だったけれど、相手の居場所を確認するだけだからすぐに終わると自分に言い聞かせた。百メートルの高空から眼がん下かを見下ろしても、あるのは町の明かりばかりで、人の姿などうじゃうじゃと蠢うごめいていること以外の判別などつくはずもなかった。おまけに夜で、鳥とり目めだった。見える道どう理りがない。そうこうしているうちに翼つばさを動かすのが疲れてきて、もう少し、もうちょっと近づけばきっと見える、まだまだ百メートルにはほど遠いはず、まだ見えない、まだいける、まだ降りても大丈夫──

　気がつけば、ツルは大鷲の姿を借りたまま、湯ゆヶが崎さき駅の高こう架かに留まって、ほとんど真ま下したにいる上弦と相手の姿を、しかとこの目に焼きつけていた。

「……うう…………」

　ツルは低くうめいて、体育座ずわりの格かつ好こうで道みち端ばたに座り込み、膝ひざを寄せながら自分の頭を抱かかえるという器き用ような真ま似ねをこなして見せた。周囲を行き来する人々が例外なく怪け訝げんそうな目で見てくるが、ツルは人間の視線になど、気にするどころか気づいてすらいない。両の拳こぶしを固く握り締めて、自分の頭を結けつ構こうな力でぽかぽか叩たたきはじめる。自分は頭の悪い使い魔であると思う。

　勘かんづかれては、いないはずだ。先ほどからツルは、頭の中で繰り返しそうつぶやいて自分のことを慰なぐさめていた。そんな余よ裕ゆうは、上うえ様さまにも相手にもなかったはずだから。

　ツルは顔を上げ、改めてその情景を思い出し、しばし名めい状じようし難い表情で自分の膝のあいだをじっと見つめる。

　あの上様が、泣いていた。

　相手の男に、まるでただの女の子のように抱きついていた。

　上弦は実は泣き虫である。ツルはそのことを知っている。ただ、その泣き顔はよほど心を許した相手にしか見せないだけだ。ツルでさえも何回か見たことがある。玄げん翁のうなどはきっと、もっとたくさんの上様の泣き顔を見ているのだろう──そう思った途と端たん、ツルはわけもなく腹が立ってきて、「うう～！」と不満そうにうめきながらげしげしと地じ団だん太だを踏んだ。

　相手の男の顔を脳のう裏りに思い浮かべる。腹立たしさが倍増した。ツルは今回の相手の素す性じようをほとんど知らなかった。だから上じよう弦げんとあの男がどんな関係なのか、詳しいことはまったくわからない。ただ推測するに、目の前で涙を流していたくらいだから、よほど親しい間あいだ柄がらだったということは確かだろう。少なくとも自分や玄げん翁のうに対する程度には、上弦はあの男に対して親近感を抱いているということだった。

　それだけでも頭にくるというのに、あろうことか上弦は、あんなヒョロモヤシ男なんかに抱きついていた。なにかの間違いと信じたい。実は人違いだったとか、あれは上弦ではなかったとか、そんな突とつ拍ぴよう子しもない発想すら浮かんでくる。夜よ伽とぎを許される玄翁ですらも恐らく上弦に抱き締められたことなどあるまい。自分などは論ろん外がいだ。求めれば頭を撫なでてくれるし身体からだを抱いてもくれる、一緒の布団ふとんで眠ったことだって何度もある。だが、上弦からそうしようと言い出したことは一度もない。上弦は、そういう性格だった。少なくともツルはそう捉とらえていた。

　それなのに、あの男の前では──

　ツルの胸の奥に、氷のような冷たい塊かたまりが、ぽつりと現れた。

　あの男は一体上うえ様さまのなんなのだろう？　上様は、昔あの男とどんな関係にあったのだろうか？　よほど近しい関係だったのには間違いなかった。もしかしたら、自分や玄翁などよりもずっと大切な存在だったのかもしれない。いや、『だった』のではない、現げん在ざい進行形で、今もあの男は上様にとってなによりも大切な存在なのかもしれない。だから上様はあの男の前で涙を流し、あの男にひしと抱きついていたのかもしれない。自らの眷けん属ぞくなど霞かすんでしまうくらい大事な相手、もしあの男がそうなのだとしたら、だとしたら──
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「ツル」

　思い浮かべていた相手にいきなり声をかけられて、ツルは鋭く喉のどを鳴らした。思わず身を引いて、いつの間にかそばに立ち尽くしていた上じよう弦げんのことを見上げる。

　ツルを見下ろす上弦の瞳は、ぞっとするほど冷たくて、赤く充じゆう血けつしていた。

「連絡は済んだのか」

　その言葉を聞いても、ツルはすぐに反応を示せなかった。ぴんと背せ筋すじを伸ばした体育座ずわりの態勢のままで、必死に思し考こうを巡らせる──連絡？　誰に──あ、そっか、最初のこの『偵てい察さつ』の目的は、玄げん翁のうを筆ひつ頭とうとする部隊に相手の居い場所を伝えることが目的で、いや、でも、済ませたのかって言われても、

「ごまかすなよ」

　疲れたような口く調ちようで、上弦はツルの思考の輪を断ち切った。

「見ていたんだろう？　私が気づかないとでも思ったか」

　足元が、がらがらと崩れていくような気がした。

「あっ、──う、や、っ、の」

「別に怒らないよ、ツル。お前が私の言うことを聞かないなど、いつものことだからな。それよりも、玄翁に連絡は済ませたのか？　一いつ刻こくを争うんだ、まだならば早めにやっておけ」

　その一言に、ツルはどこまでも惨みじめな気分に陥ってしまった。半なかばわかっていたこととはいえ、上弦に言うことを聞かない使つかい魔まだと思われていたことが、なによりも辛つらかった。子供そのもののツルの顔が、みるみるうちに『泣き』の色に侵食されていく。ツルはそれを隠かくすために顔を伏せ、震える手でズボンのポケットから携帯電話を取り出した。コール音が響ひびいている間中、ツルはずっと歯を食いしばっていた。玄翁に向かって話すときも、声が震えないようにわざと低い声でぼそぼそと喋しやべった。玄翁にそれを知られることを恐れていたのではなく、すぐ隣にいる上弦にこれ以上情なさけないところを見せたくなかったからだった。

　言うべきことをすべて伝え終えて通話を切ってから、ツルは蚊かの鳴くような声で、

「……連絡、終わりました」

「ん。ご苦労」

　泣き出しそうに顔を歪ゆがめていたツルは、その声に顔を上げた。そこに浮かぶのは及び腰の決意の表情、ツルはすっと立ち上がると、上弦の目をまっすぐに見て言った。

「上うえ様さま、あの──」

「なんだ」

「さっきの、あの男は……」

　上弦は不快そうに目を細めた。ただそれだけのことで、ツルはなにも言えなくなってしまった。そんなツルを倣ごう岸がんに見み据すえながら、上弦は吐き捨てるように、

「お前には関係のないことだ。余よ計けいな口を挟はさむんじゃない」

　食いしばったツルの歯が、きり、と鳴った。

　上うえ様さまの言うとおりだ、と思った。自分は道具なのだ。使つかい魔まも従じゆう者しやも、『主人』の眷けん属ぞくたるものは主あるじの命令に絶対の服ふく従じゆうを示し、決してそこに私し心しんを挟んではいけないのだ。そう考えるたびに、ツルは玄げん翁のうに対して惨みじめなほどの羨せん望ぼうを覚えてしまう。機械なのではないかと思えるほどに感情を見せない彼のことが、ツルには羨うらやましくもあり、また気が狂うのではないかと思うほど妬ねたましくもあった。どうしてあそこまで自分を殺すことができるのだろう。ツルなどは、ほんの数すう瞬しゆんのあいだ目にしたあの光景が、どうしても脳のう裏りに焼きついて離れないというのに。

　ツルは再び言いつけを破った。

「どうして──どうして上様、あのとき泣いていらっしゃったんですか？　あの男に、泣かされたんですか？　あの男は、上様のなんなのでしょうか？」

「…………」

　上じよう弦げんの顔から、感情の色が消えた。無意識のうちに、ツルはごくりと唾つばを飲み込む。自分は今いま恐ろしく不ふ遜そんなことをしているのかもしれない──そうは思うものの、しかし一度拍はく車しやのついてしまった口を止めることはできなかった。

「出すぎた真ま似ねだというのはわかっています、わかっていますけど──どうしても気になるんです。あの男が、上様になにかしたんですか？　上様がそんなに目を腫はらさなくてはならないようなことを、あの男が言ったのでしょうか？」

　上弦はツルからさっと目をそらした。ツルほどではないが、上弦も思っていることが顔に出てしまうタチだ。そこによぎった『図ず星ぼし』の色を見て取って、ツルはさらに勢いづいた。調子に乗った、と言ってもいいのかもしれない、ツルは上弦に向かって身振り手振りを交えて一気にまくしたて、

「あいつが、あんな奴やつが上様になにをしたというんですか!?　あいつが上様を泣かしたんなら、ツルがやっつけてあげますよ！　あんなひょろひょろの優やさ男おとこなんか、ツルが五秒で八やつ裂ざきに──」

　殴なぐられた。

　頰ほおに熱と衝しよう撃げきを同時に感じ、それを認識した瞬間にはもうすでに、ツルの小さな身体からだは宙を舞っていた。なにが起こったのか、とっさに把は握あくできなかった。すぐ近くにあった壁に背中を思いきり叩たたきつけられ、ツルの呼吸どころか鼓こ動どうまでもが止まった。ずるずるとその場にうずくまり、それでも顔だけはどうにか上にあげて、ツルは絶望の表情でゆっくりと近づいてくる上弦の姿に見入っていた。

　身を強こわ張ばらせるツルの腹に、上弦の爪つま先さきがめり込んだ。

「──出すぎた真似だとわかっているのなら、なぜ黙らない？」

　悲鳴も出なかった。かっ、かっ、という、咳せきにもなりきらないようなかすれた音が口から漏れるだけだった。そんなツルの喉のどを、上弦は「うるさい」とつぶやいて足の裏で押し潰つぶした。気き道どうを圧迫されて、ツルの呼吸が完全に止まった。

「ツル、お前、なにか勘かん違ちがいしてるんじゃないのか？　私は主人で、お前は使つかい魔まだ。そのお前がなぜ私にあれこれ意見する？　お前は私の言うことだけに従っていればいい。それとも私があまりにお前のことを甘やかすものだから、いつの間にか対等の立場になったと勘違いしてしまったのか？」

　違う。そう言いたかった。口をぱくぱくとさせるツルのことを見下ろし、上じよう弦げんは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、ねじ込むような動作でツルの首を踏みにじる。

「……これだけされて、まだなにか言うことがあるのか」

　幼い顔を涙と鼻血に塗まみれさせながら、ツルは上弦から目をそらさずに、こくりと頷うなずいた。と、唐とう突とつに上弦の足から力が抜け落ちた。すっと腰を下ろして地面に片かた膝ひざを立て、しゃがみ込むツルと視線を合わせる。すぐ目の前にある上弦の綺き麗れいな顔をその瞳に映して、ツルはくしゃくしゃに顔を歪ゆがめ、声を震わせて泣きはじめた。

「だって、だっ、て──うえ、上うえ様さま、あいつに、あんなやつに、抱きついてたから、だから、上様、あいつのことが、好きなんだって、そう思って──」

　上弦は、驚いたように目を見開いた。ツルはさらに泣き声を高め、

「うえさまっ、あいつ、すきって、でも、そしたら、ツルたち、いらなくなっちゃうって、そうおもって、だから、あいつのこと、ころしちゃえって、そうすれば、うえさま、どこにもいなかくなるって──」

「……」

「そんなの、そんなの、や、いや、です。ぜったい、ぜったいに、いやです。うえさまぁ、おねがいです、おねがいですから、ツルたちをすてないでください。ツルたちのことおいて、どこかにいったりしないでください。ツル、いいこになりますから、げんのうともなかよくしますから、だから──」

　上弦の瞳には、相変わらずどんな種類の色も映っていない。それを見て、ツルは死を覚かく悟ごした。ここまで主あるじに向かって勝手な口を叩たたいたのだ、最初から無事でいようなどとは思っていない。死ぬことが怖くないわけではない。むしろ苦痛や死に対する恐怖心は、人一いち倍ばい強いと言っていいだろう。どうしようもない激げき情じように駆られてのこととはいえ、馬鹿なことを口にしてしまった──そういう後こう悔かいは、もちろんあった。

　だが、上弦の手で葬ほうむってもらえるのなら、それはそれで本ほん望もうなことだった。

　少なくとも、主に見捨てられてひとりぼっちになるよりは、主の手にかかって殺されたほうがずっとマシな最さい期ごだと思った。

　上弦がその手を自分の顔に伸ばしてきたのを見て、ツルは静かに目を閉じた。閉じたまぶたの端はしからこぼれ落ちる涙の、頰ほおを伝う感かん触しよくがやけにくすぐったかった。歯を食いしばる。最後になにか言い残そうと思ったが、なにも言うべき言葉は思いつかなかった。これ以上自分などの声を主あるじに聞かせてはならない、無意識のうちにそんなことを考えていたのかもしれない。

　やがて、ツルの頰ほおに上じよう弦げんの指が触れた。びくんと身体からだが跳ねるのを抑えることができなかった。頰から目にかけて、指は涙の跡をなぞるように伝っていく。睫まつ毛げについた涙を撫なでるように払うと、上弦はツルのうなじに手を回して、その頭を自らの胸に抱き寄せた。

「馬鹿な奴やつだ」

　呆ぼう然ぜんと見上げるツルの顔を見て、上弦はくすりと笑う。ツルの肩に顎あごを載せるような格かつ好こうで、上弦はツルの小さな身体を抱き締めた。

「……私が、お前のことを見捨てるわけがないだろう」

　ツルはその言葉を額がく面めんどおりに受け取った。その言葉の裏側に潜ひそむ感情など、ツルはおろか、玄げん翁のうとて見み透すかすことはできなかっただろう。上弦の胸の中で、ツルは再び嗚お咽えつが混じった声で、ぼそぼそと言う。

「──ツルは、ツルは、悪い使つかい魔まです。いつもいつも上うえ様さまの言うことを破って、玄翁と喧けん嘩かばかりして──でも、それでも、ツルは決して──」

「わかっているよ、ツル」

　優しい声で、上弦はそう言ってくれた。

「それもこれも、お前の忠ちゆう誠せいが高すぎるゆえのことだろう。そのくらい、私だってわかっているさ」

　その言葉に、ツルの顔がぼろぼろと泣き崩れた。

　しゃっくりのような嗚咽を漏らしながら、ツルはなにか喋しやべろうと口を開き、その度に涙にむせてこんこんと咳せきを繰り返した。上弦はなにも言わずに、咳き込むツルの背中を優しく撫でてくれた。もうなにがなんだかわからなくなってしまった。ツルは上弦の胸に顔を埋めて、ただ無む心しんに返って泣きつづけた。

　自分の身体を抱き締める上弦の瞳が、暗い色を映し出していることに、ツルは最後まで気がつかなかった。







幕間　昴







「──上じよう弦げん？　上弦、いないのか？」

　その言葉に、上弦はゆっくりと振り向いた。

　崖がけから大きく突き出した岩の橋、その上に腰をかけて足をぶらつかせて、朧おぼろ月夜をぼんやりと眺ながめていた。冬は空気が澄んでいるが、かといっていつも綺き麗れいな夜空を見ることができるとは限らない。しかし上弦は、目に痛いほどに白く輝く月の光よりも、ぼんやりと霞かすむ朧月のほうがずっと好みだった。あの曖あい昧まい模も糊こな薄うす明あかりを見ていると、人間たちが月を魔ま性しようの象しよう徴ちようとして扱うその理由がわかるような気がするのだ。

　上弦の傍かたわらに座り込んで一緒に月を見ていた昴すばるは、声がした方向と主あるじの顔を不ふ思し議ぎそうな顔で交互に見比べている。上弦は少し笑い、ぽんぽん、と軽く昴の首元を叩たたくと、素す早ばやい身のこなしで立ち上がって声の方向に小こ走ばしりに走り出した。

「ここにいる、魎りよう月げつさま」

　走りながら子供のような邪じや気きのない声でそう呼びかけると、不ふ意いに真ま横よこの闇やみから腕が伸びて上弦の小さな身体からだを捉とらえた。驚きのあまり一瞬びくんと硬直してしまったが、その腕の主ぬしの顔を見ると、上弦は安心したように笑った。

「……こんなことしなくても、いるならいると一ひと声こえかけてくれればいいのに」

　片腕で上弦のことを抱きとめたまま、魎月は呆あきれたように、

「それはこっちの台詞せりふだ、上弦。こんな時間までなにをしていた？」

「月を見ていた。昴も一緒だ」

　自分の名前に反応してか、いつの間にか魎月の足元まで来ていた昴が大声で吠ほえはじめた。上弦が攻こう撃げきされているとでも勘かん違ちがいしたのだろう、魎月は吠えかかってくる昴のことを醒さめた目で見下ろすと、抱き上げていた上弦をぽいと放り投げた。猫のような身軽さで地面に着地した上弦は、足元に擦すり寄ってきた昴の頭をよしよしと撫なでてやる。親が子供を諭さとすときのような口く調ちようで、

「昴、大丈夫だよ。この人は私の大事な人だから──」

　それを聞いて魎月は、至し極ごく真ま面じ目めな顔で言った。

「畜ちく生しようが言葉を解するわけないだろう」

　上弦は不満そうな目で魎月のことをきっとひとにらみしてから、すぐに抱き上げた昴へと視線を戻した。

「そんなことないよな、お前はちゃんと私の言っていることをわかってるんだよな？」

　昴はその言葉に「オン！」と答える。勝ち誇ったような笑顔で上弦が振り返ったときにはもう、魎りよう月げつは「付き合ってられん」とばかりに背を向けて、小屋へと続く獣けもの道みちを戻りはじめていた。むっと唇くちびるを尖とがらせながらも、上じよう弦げんは魎月のあとを追いかける。

「……本当だぞ、本当に昴すばるは私の言うことがわかるんだ」

「へえ」

「私が投げた棒を拾って来いと言えばそのとおりにするし、私がいいと言うまでは絶対に餌えさを食べようともしない」

「ふうん」

「手のひらを差し出せばその上に前足を載せてくるし、頭を撫なでてやれば私の顔をなめてくれるし、私が歩けば尻尾しつぽを振りながらとことこついてくるし──」

「はー」

「──なんだその気のない答えは！　本当だと言ってるじゃないか！」

　肩を並べて歩きながら、上弦は延々と昴の賢かしこさを魎月に説いて聞かせた。魎月は少し辟へき易えきとした表情で、その言葉を右から左に受け流している。上弦が昴を拾ってきてからの一ヶ月間というもの、ずっとこんなやり取りが続いているのだ。最初のうちこそ真ま面じ目めに話を聞いていた魎月も、最近では上弦のその手の話を完かん璧ぺきに聞き流すようになっていた。親おや馬鹿の子供自じ慢まんほど聞いていて疲れるものはないということだろうか、上弦にはそのことが不満といえば不満だったが、そもそも魎月は自身と上弦以い外がいのあらゆることに対して無関心な性格をしているのだ。犬ころのことなどその辺に生はえている雑草と同じくらいにしか思っていないのかもしれない。

　朧おぼろに霞かすんだ月明かりの下、普通の人間ならば尻しり込ごみして一歩も進めないであろう漆しつ黒こくの森の中を、しかし魎月と上弦は『夜よ目め』を駆く使しして人間離ばなれした速度で進んでいく──と、普段ならばそうなるはずだったが、今夜ばかりは二人の歩みは遅々として進まなかった。遅れがちな昴のことを気にして、上弦が時とき折おり思い出したように立ち止まってしまうからだ。少し先を行っていた魎月は、上弦のことを振り返ると、さすがにうんざりとした声で言った。

「あのなあ上弦、そんなに心配ならお前が抱きかかえて家まで運んでやればいいじゃないか。大体そいつは犬なんだから、放っておいても勝手にお前の元に帰ってくるさ」

　上弦は恨うらみの混じった上うわ目め遣づかいで魎月のことを見つめながら、

「……だって、それは、昴は運ばれるのが嫌いだし──それに、こんな暗いところにひとりで置いていくのは、かわいそうじゃないか」

「お前な……」

　呆あきれたような魎月の声を遮さえぎって、追いついてきた昴がきゃんきゃんと吠ほえながら上弦の足元に擦すり寄ってきた。上弦は思わず腰をかがめて昴の身体からだに触れ、昴もそれに応こたえてちぎれんばかりに尻尾を振った。嬉うれしそうに飛び跳ねる昴のことを撫なでながら、上弦は小さな、そしてどこか悲しそうな声で言う。

「それだけじゃない。最近、また人間どもが小こ競ぜり合いを──それも、この辺りのすぐ近くで争いはじめたらしい。あいつらが何人死しのうが知ったことじゃないし、私たちなら自分の身は自分で守ることができるが──昴すばるは違う。私たちとはぐれてしまったら、人間同士の争いに巻き込まれてしまうかもしれないじゃないか」

「…………」

　昴のつぶらな瞳を覗のぞき込みながら、上じよう弦げんは彼の首元に巻かれた赤い布きれを静かに擦こすった。こいつにこうやって首くび輪わを巻いてやったのは、ほんの気まぐれに過ぎなかったのに。いつの間にか昴は、上弦の中でかけがえがないほどに大きな存在になっていた。なぜだろう、とぼんやりと思う。今までこんな感情を、魎りよう月げつ以外の相手に抱いたことなど一度もないというのに、どうしてよりにもよってたかが犬いぬ畜ちく生しようのことが、こんなにも愛いとしく思えるのだろうか。

　縋すがるように見上げる昴の目、その澄んだ瞳の中に答えがありそうな気がした。だが、上弦はあえてそこから顔を背そむけた。そんな答えなど知らなくてもいいことだ、と思ったからだ。昴の頭を両手でわしわしと揉もみながら、上弦はあらぬ方向に目を向けて、さらに言葉を続ける。

「早く帰りたいのだというのなら、魎月さまは先に行ってくれ。私はこいつと、ゆっくりあとを追うことにするから──」

「……上弦、前々から思っていたんだが、お前はやけに──」

　そう言いかけて、魎月は「いや」と小さくつぶやいて首を振った。踵きびすを返し、上弦に向かって歩きはじめる。

　手を伸ばせば触れられるくらいの距離で、魎月は立ち止まった。バツが悪そうな、それでもどこか不満げな上弦の視線は、面白がっているような彼の表情にことごとく受け流されてしまった。魎月は少し首をひねって上弦の肩越しに昴を見み遣やると、その目を細めてぽつりと言った。

「『契約』」

「……え？」

　上弦に視線を戻し、

「お前には、まだ教えていなかったかな。『契約』──僕たちの力の中でも、かなり特殊な部類に入る力だ。『蝙こう蝠もり』や『狼おおかみ』よりも、むしろ眷けん属ぞくを作るという意味では『感かん染せん』に近いな」

　一瞬の時間をかけて、上弦はその言葉の意味を半分だけ消化した。

「眷属、というと──『従じゆう者しや』のことか？」

「『従者』は間違いなく眷属だが、さりとて眷属がすべからく『従者』というわけではない。もう一種類あるんだよ。相手となる動物に血を施ほどこして魔ま性しようのものへと変える能力、それを僕は『契約』と呼んでいる」

　動物。上弦はもう数秒かけて、魎月の言わんとしているところを完全に把は握あくした。期待の輝きよりはむしろ、「本当にそんなことができるのか」という疑念の光が宿った目で、魎月の顔をまじまじと見つめる。魎月は薄く笑い、

「ま、どうするかはお前に任せるけどな。『契約』を施した動物は、絶対の忠ちゆう誠せいと引き換えに、並みの人間に引けを取らないほどの知能と運動能力、魔ま性しようのみが使うことのできる特殊能力──そして、半はん永久的な寿じゆ命みようを得ることができる。その犬とずっと一緒にいたいというのなら、その犬がお前に対して絶対の忠ちゆう誠せいを抱いているという確信があるのなら、『契約』を行うことを勧めるよ、上じよう弦げん」

　それだけ言い残して、魎りよう月げつは再び前を向いて、闇やみの向こうへと歩いていってしまった。その背中が闇に溶けて消えるまで、上弦はずっと魎月のことを見つめていた。

　やがて上弦は、当とう惑わくの色濃く混じった目で昴すばるのことを見下ろした。

　──こいつと、一緒にいることができる？　ずっと？

　そのことに、上弦は喜びよりもなお強く、動どう揺ようと恐れを感じた。ずっと一緒にいることができる。ずっと──その言葉の意味を理解できるくらいには、上弦は自分たちのことをよく理解していた。時の枠わくの外にいる自分たちにとって、その言葉は人間が使うときよりもずっと重く響ひびくのだということを、理解していた。

　それだけの覚かく悟ごが、果たして自分にあるのだろうか。昴を生命の理ことわりから外してまでずっと一緒にいたいという強い思い、そういったものを自分が持ち合わせているのかどうか、上弦は今ひとつ確信を持てなかった。先ほどの魎月の、口元に貼はりついた薄い笑えみを思い出す。あれはきっと、上弦を馬鹿にして笑っていたのだ。そんなことができるわけがないと、ひとつの存在を丸ごと抱かかえ込むことなどできやしないと、上弦のことをあざ笑っていたのだ。

　唇くちびるを嚙かみ締める。魎月にそう思われたことよりも、あの嘲ちよう笑しようを否定できない自分のことが、どうしようもなく情なさけなかった。上弦はその場に立ち尽くしたまま、身体からだを固く強こわ張ばらせてうなだれてしまった。と、主人の異い変へんを察さつ知ちしたのか、昴は「くうん」とこもるような音で喉のどを鳴らすと、その真しん摯しな瞳でまっすぐに彼女のことを見上げてきた。その澄んだ瞳を見つめながら、上弦はぽつりとつぶやいた。

「たかが、犬一いつ匹ぴきに」

　沈んだ上弦の口く調ちように、昴は励はげますように大きな声で吠ほえた。首をかしげながらこちらの顔を覗のぞき込んでくる昴に、上弦は思わず吹き出してしまった。くすくすと笑いながら、その場にしゃがみ込んで、昴の首を柔らかく抱いた。

「……ほんと、お前は犬のくせに賢かしこいよな、昴」

　鼻先を昴の茶色の毛並みの中に埋める。温かくて、どこか懐かしい匂においが鼻び腔こうに広がる。ゆっくりと目を閉じながら、上弦はぽそりと言った。

「お前と、いろんな話、してみたいな──」




　　　　◆




　決心は簡単についたが、覚悟を決めるのにはかなりの時間を要した。

　結局、あの朧おぼろ月夜から数日が経たったあとに、上じよう弦げんは昴すばるを使つかい魔ま（と言うらしい）にすることを決めた。食事中にその旨むねを魎りよう月げつに伝えると、彼は怪け訝げんそうな顔でしばらく考え込んでから、「ぽん」と手を叩たたいた。

「そういえば、そんなことがあった」

　呆あきれた。

「……自分でけしかけておいて、もう忘れたのか」

　信じがたいものを目の当たりにしたときのような上弦の表情に、魎月はからかいの笑えみを浮かべた。『家か畜ちく』の首くび筋すじから口を離し、ほとんど言い訳に近い口く調ちようで、

「いや、別にけしかけたつもりはない。ただ、あんまりにもお前が昴のことで気に病んでいるようだから、ちょっと助言をしてやっただけだよ。むしろ感謝してほしいね」

「…………ふん」

　と、魎月の表情から、ふと笑顔が消えた。上弦は少し驚いて、茣ご蓙ざの上で尻しり込ごみするように腰をずらした。口元の血をふき取ってから、魎月は居住まいを改め、上弦の目をまっすぐに見み据すえた。

「──お前も、眷けん属ぞくを持つようになったんだな、上弦」

「な、なんだ、いきなり」

「僕はお前の育ての親だからな。少なくとも、『主人』としての心構えくらいは教えておかなくてはいけない。──いいか、なにがあっても、決して自分の眷属は見捨てるなよ。決して見殺しにしたり、自らの手にかけたりしてはいけない。それはお前の身体からだの一部と同等のものであると思え。彼らの絶対の服ふく従じゆうの代だい償しようとして、お前は彼らに完かん璧ぺきに近い庇ひ護ごを与えてやらなくてはいけないということを、忘れるな」

「…………」

　期せずして、上弦と魎月の視線が床に打ち捨てられた『家畜』に向けられる。まだ歳とし若わかい、外見だけならば上弦と同い年くらいの年ねん齢れいのその娘からは、しかしその年格かつ好こうとは対照的に一切の生せい気きが失われていた。すべての服を剝はぎ取られて横たわったまま、半はん開びらきになった唇くちびるから呆ほうけたように涎よだれを垂れ流しつづけている。青白いその肌はだも色いろ艶つやを失ったその髪も、どことなく人形めいていて──いや、これこそが本物の人形なのかもしれない。魎月の牙きばによって人間としての理性も誇りも尊そん厳げんも奪われ、『人』の『形』をしているに過ぎないただの物体に成り果てた無む残ざんな姿。それをじっくりと見つめてから、上弦は皮ひ肉にくな口調で言った。

「……で、なにを大切にしろだって？」

　魎月は慌あわてて手を振り、

「いや違う、僕が言ってるのはそういうことじゃない。だから、大切にするのは眷属でいいんだ。別に家畜まで守れとは言わないよ」

「おかしなことを言う。こいつは魎月さまの従じゆう者しやだろう。なのにこのザマはなんだ、これでもまだ『庇護している』などとぬかすのか？」

「違うんだよ──だから、つまりだな、眷けん属ぞくというものの中にはもちろん『従じゆう者しや』も含まれる。だが僕の言っているのは、僕たちに自らの意思で仕え、ときには命すらも投げ出すような、本当に『従う者』のことだ。『支配』されることなくお前のことを主あるじだと認め、その上で絶対の忠ちゆう誠せいを誓ちかうことができるもの、そんな奴やつこそが眷属に相応ふさわしい」

　そう言われて、上じよう弦げんはもう一度小こ屋やの床ゆか板いたの上にだらりと寝そべった『家か畜ちく』の姿を見た。魎りよう月げつの『支配』によって一切の思し考こう能力を奪われたこの娘は、動くことはおろか、なにかを考えることすらもできはしないのだ。なるほど、と上弦は頭の中で納なつ得とくした。これは従者などではありえない。魎月や上弦に血を吸われるためだけに存在する、単なる『家畜』に過ぎない。

「……なんとなく、言いたいことはわかった」

　しばらく考えてから上弦がそう言うと、魎月は安心したような笑えみを漏らした。再び『家畜』の首根っこを摑つかんで自分の膝ひざ元もとに引っ張り寄せながら、魎月は付け加えるように、

「あ、そうそう、それとあとひとつ。名前を決めておいたほうがいい。なにしろ昴すばるはお前の眷属──つまり、一族になるわけだからな。昴なんておざなりな名前じゃなく、もっときちんとした名前を考えておくといい」

　おざなりで悪かったな、と上弦はむくれながら立ち上がった。戸と口ぐちのところに歩み寄ってから、ふと上弦は、魎月のことを振り返った。

「……ひとつ、聞いていいか？」

「なんだ？」

「私は、魎月さまの眷属なのだろうか？　あなたの庇ひ護ごのもとにある、あなたの一族なのだろうか？　──魎月さまは、私のことをなんだと思っているのだ？」

　その問いに、魎月は顎あごに手を当てて考え込んだ。思し案あんに暮れる魎月の整った顔立ちを、上弦は猫のような瞳で見つめる。ほどなくして魎月は上弦に視線を戻し、

「いや──違うな。お前は僕の眷属ではない」

　そう言って、魎月は懐かしむように目を細めた。

「お前は僕の、『同族』だ。上弦」




　小屋を出て、上弦は晴れた夜空の下を歩きはじめる。草を踏み分け枝えだ葉はを払いながら考えるのは、昴に新しくつける名前のことだった。なにしろ突とつ然ぜん言われたのだ、急に考え出せと言われてもすぐさま出てくるわけがないではないか──最初のうちはそんなふうに考えていたが、すぐにある方策に思い当たった。魎月の名付け方を手て本ほんにすればいい。

　従者を名付けるときに魎月は、自らの名前の一部である『月』の文字を必ず彼らに分け与えていた。『嘉か月づき』や『水み無な月づき』や『月つき乃の』などなど──命めい名めい方法としては単純極きわまりないが、それだけにわかりやすく、なにより簡単に名前が思い浮かびそうだ。上弦はその方法を拝はい借しやくすることにした。つまり、『上じよう』か『弦げん』の字にもう一ひと文も字じ加えて名前とすればいい。そうすればいかにも、『上じよう弦げんの眷けん属ぞく』という感じがするではないか。

　その二つの文字を基盤にして、あれこれと考えてみる。が、どうにも「これだ！」という奴やつが頭に思い浮かんでこなかった。こんなことをするのははじめてだからだろうか、上弦は難しい顔で立ち止まり、とっくりと考え込む。できることなら今晩中には昴すばるのことを使つかい魔まとしてしまいたい。そのためにはなにをさて置いても名前を考え出さなくては──と、上弦は眉まゆ根ねを寄せたまま夜空を見上げた。

　視し界かいの端はしに、糸のように細く輝く弓なりの月が映る。

　その瞬間、頭の中に、ひとつの単語がぽこんと生まれ落ちた。

　──弓弦ゆづる。

　目を大きく見開いて、弓なりの月を無表情に見つめながら、上弦は頭の中でその言葉を反はん芻すうしていた。ゆづる、ゆづる──うん、悪くない。はじめて考え出したにしては上出来だ。ゆづる、ゆづる。頭の中でひとつつぶやくごとに、その言葉は確かな実感を伴って響ひびいてきた。上弦はうっすらと微笑ほほえみながら、真っ暗な林の木々のあいだを縫ぬうようにして歩いていく。

「昴──昴、どこだ？」

　最初は小さく、上弦はそう昴のことを呼びはじめた。まだ子犬だからか、それともここが故こ郷きようの山だからか、昴は冬の寒さなど物ともせずに、夜になってもこの辺りをうろつくのが大好きだった。そのため、いつもこうして上弦が呼びまわりながら搜さなくてはならないのだ。夜の種族である上弦にとってこんな暗くら闇やみなどどれほどのものでもないが、それにしたって山の中から犬一いつ匹ぴきを搜し出すのは容易ではない。使い魔にすればこんなこともなくなるのだろうか──上弦はそう思い、ふと感かん慨がい深げに息を吐いた。

「どこにいる。私だ、早く出て来い」

　どこかに遠とお出ででもしているのだろうか、いつもなら上弦の声が聞こえると矢のように飛んでくるはずなのに、今晩に限ってちっとも姿を現そうとはしない。ふん、と上弦は鼻を鳴らして立ち止まった。犬なんだから聞こえていないわけがない、どうせどこかで遊び呆ほうけているのだろう。もう少し大きく、きつい口く調ちようで昴の名を呼ぼうと思い、上弦は三み度たび口を開き、

「すば────」

　その臭いに気づいた。

　口を開けっ放しにしたまま、しばし上弦は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

　上弦や魎りよう月げつ、一般には『鬼』と呼ばれている彼らの種族は、平均して桁けた外はずれた身しん体たい能力を有している。その『身体能力』の範はん疇ちゆうの中には視覚や聴覚などの五感も含まれており、当然嗅きゆう覚かくも動物並みに鋭いものを持っている。が、このとき上弦がその臭いに気づいたのは、なにも優れた嗅覚のおかげだけではなかった。その臭いが、日常的に触れ合っているものだったからだ。

　血の臭い。

　なにしろ弱じやく肉にく強きよう食しよくの法則が支配する山の中だ。血の臭いなどそれこそ漂っていないときのほうが珍しく、普段の上じよう弦げんだったらそんなもの気にも留めなかっただろう。だが、なぜかこのとき上弦は、言い知れぬほどの違い和わ感かんを覚えてしまった。それがなんなのか見けん当とうもつかない。不ぶ気き味みに張り詰めた空気が自分の周りに漂っているような、死人であるはずの自分の身体からだがさらに冷え込んでいくような感覚を、上弦は味わった。

　身体から力を抜いて、さらに五感を研とぎ澄ませる。死んだように静まり返る山の中に、それでも隠かくし切ることのできない雑音が混じっている。木々のざわめく音、どこかで水の流れる音。自分には感じることができないが、恐らくこの冬の山中は身を切らんばかりに寒々としているのだろう。獣けものたちの息いき遣づかいは寄り添っているかのように一ひとつ所ところに集まっていて、その呼吸の合間に、時とき折おり吹き抜ける鋭い風の音が聞こえる。そして──

　火のはぜる音。

　人の、話し声。

　肉がどうの──そんなことを話しているのが、断だん片ぺん的ながらも確かに聞こえた。

　気がつけば、上弦は駆け出していた。

　上弦と魎りよう月げつが住んでいるからだろう、この山は周辺の村々からは『魔まの山やま』と呼ばれ、この辺りの人間には絶対に近づいてはならない鬼の棲すみ家かとして認識されている。実じつ際さい魎月や上弦がたまに麓ふもとに降りて『家か畜ちく』用の人間をさらってくるのだから、あながち的まと外はずれな認識とは言えない。だからこの山に迷い込んでくる人間は、よほどの命知らずか、もしくはなにも知らないよそ者だけなのだ。

　群ぐん生せいする雑草から点々と顔を出している石から石へと、猿のように飛び移りながら上弦はその音の元へと急ぐ。顔からはすでにどんな種類の表情も消えていて、ただその目だけが狂おしいほどの焦しよう燥そうを映していた。そんなことはない、と頭の中で必死に否定する。たまたまよそ者の集団がこの山に迷い込んできて、それで焚たき火びをしてこの寒さを凌しのごうとしているだけだ。鼻に臭う血の香りは、そう、きっとそのよそ者たちは人間の兵士かなにかで、怪け我がをしているのか返り血を浴びていて、それでこんなにも濃い血の臭いがするのだ。そうに決まっている。他にどんな理由が──

　やけにひとなつこいいぬだったな。

　ばかなやつだ、くわれるともしらないでしっぽふりやがってよ。

　叫びだしたくなる衝しよう動どうを必死に堪たえる。違う。絶対に違う。昴すばるじゃなくて。きっと他の、麓の村人に餌えさをもらっている山犬かなにかだ。そうに決まっている。ちくしょう、人間の分ぶん際ざいで私にこんな思いをさせやがって。全員八やつ裂ざきにしてぶち殺してやる。

　自分が泣いていることにも気がつかなかった。涙をぽろぽろとこぼしながら、枝えだ葉はが自分の身体を傷つけるのにも構わずに、上弦は林の中を人間離ばなれした速度で駆けて行く。何回足あしがもつれて転んだことだろう。『鬼』の優れた身しん体たい機能の中には平へい衡こう感覚も含まれている。ということはやはり上弦は身体が思いどおりに動かないほど動どう揺ようしていたに違いなく、ということは本当は『そのこと』に思い当たったのかもしれない。

　それが証しよう拠こに、上じよう弦げんはその光景を前にしたときに、頭の中のどこかで「やっぱり」と思ってしまった。

　上弦の予想は当たっていた。見るからに敗はい残ざん兵へいの格かつ好こうをした五、六人の人間たちが、車くるま座ざになって焚たき火びを囲っていた。全員が目を丸くして、突然現あらわれたあまりにも場ば違ちがいなその少女のことをまじまじと見つめている。燃え上がる炎ほのおのすぐそばに、枝を突き刺した肉が添えられていて、その肉から滴したたり落ちる血と脂あぶらが炎に落ちるたびに、ぱちんぱちんと小こ気き味みのいい音が響ひびいた。

　そして──その車座から少し離れた場所に、血だまりがあった。その中心にぽつんと転がっている、血を吸って赤く染まった獣けものの毛皮。それが原形も留めないほどにずたずたに引き裂かれていたのは、恐らく上弦にとっては幸運だったのだろう。直接的にではなく、血だまりの中に浸つかった『それ』を目にすることによって、上弦はすべてを理解した。

　赤い布切れ。

　首に、巻いてやった──




　ほんの、気まぐれに、過ぎなかったはずなのに。




　上弦は声ひとつあげずに、一番近くにいる男に飛びかかった。
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　今は何時なのだろう。日が落ちてからまだそれほど経たっていないはずだが、北きた湯ゆヶが崎さき住宅街を網あみ目め状に走る路ろ地じには、舞まいたちのほかには誰ひとりとして歩いている者はいなかった。とぼとぼという感じに歩いているレレナの背中に張りつきながら、舞は頼りなげに明めい滅めつする街灯を見上げて、ため息と共に言った。

　──大丈夫かなあ、月つき島しまさん。囮おとりになるとか言ってたけど、まっさきにやられちゃいそうな気がするよ

　レレナはちらりと振り返り、

「そうかな。でも、本人は大丈夫だって言ってたんだし……」

　──だけどさ、『組織』だっけ？　どんな奴やつらなのかあたしは全然知らないんだけどさ、『組織』っていうくらいだからやっぱ大おお勢ぜいいるんでしょ？　ただでさえあんなヒョロヒョロで喧けん嘩か弱そうなくせに、その上囲かこまれちゃったら勝てるわけないんじゃないの？

「でも、月島さんって、実は結けつ構こう強いんだよ。私見みたことあるもん、月島さんが喧嘩するとこ」

　──え、噓うそ。マジ？　いつ？　どこで？　誰と？

「……お前らいい加か減げんにしろ。逃げてるって自覚あるのか」

　その声に、レレナと舞は揃そろって足元に目を遣やった。レレナの歩みに沿ってとことこと歩いているツキが、鋭い目つきで二人を見上げている。

「大体なんだ、このちんたらした進み方は。俺たちは今いま追われてるんだぞ？　もうちょっと緊きん迫ぱく感かんを持てないのか」

　二人が示した反応は、その性格どおりに対たい照しよう的なものだった。レレナがしゅんと肩を落として「ごめんなさい」と謝ったのに対し、舞まいは幽ゆう霊れいならではの無重力な動きでレレナの肩にぶら下がり、「なによ」と逆さまになりながらツキに食ってかかった。

　──『組織』の人たちは全部月つき島しまさんが引き受けてくれるんでしょ？　じゃあ別に急ぐ必要なんかないじゃない

　ツキは呆あきれたように鼻を鳴らし、

「おめでたい奴やつだ。主人の動きを封じるために、連れん中ちゆうがお前らのことを捕まえようとするかもしれんだろうが」

　そう言ってから、ツキはちょっと得意そうにヒゲを動かした。

「まあ、そんなことになっても大丈夫なように、主人は俺をつけたんだろうがな。俺のヒゲさえあれば、相手の接近を的確に感かん知ちして追つい跡せきを避けることができる。安心していいぞ、レレナ」

　はあ、と間ま抜ぬけな声でレレナは返事をする。舞はむっとした表情でレレナの肩から離れ、ツキの周辺をふよふよと漂いながらなおもねちねちと絡んだ。

　──なによそれ、猫のくせにえっらそうに。ツキくんなんかよりもね、あたしのほうが何倍も役に立つんだから。どうせツキくんなんて喧けん嘩かのときにはなんの役にも立たないんでしょ。でかい口叩たたかないでよ

　ツキは心しん底そこ呆あきれたように頭を振り、

「つくづく馬鹿だな、お前は。いいか、戦いで重要なのは殴なぐり合い蹴けり合いの優劣じゃない。目的を果たすことこそが本当の『勝ち』なんだよ。この場合の俺たちの『勝ち』は、俺たちが『組織』の追つい撃げきを完全に撒まくことだ。戦いのやり方も満足に知らないような小こ娘むすめは黙っていろ」

　舞はぐっと押し黙った。そもそも享きよう年ねん十五歳さいの女の子が、百年の歳さい月げつを積み重ねてきた化け猫と戦いのやり方云うん々ぬんを論じ合って勝てるわけがないのだ。が、しかし、舞はどうしてもツキに負けたくなかった。罰ばち当あたりな考え方だが、本当に『組織』とやらの追っ手が追いついてくればいいとさえ思う。そうすれば、自分がいかに役に立つか、いかに成長したかということを、レレナやツキに、そして誰よりも亮りよう史じに知らしめることができるのに。

　亮史と自分のあいだには、千年という埋めようのない月日の流れがある。先ほど舞が自分で言ったとおり、亮史が舞のことを恋れん愛あい対象として見ることができなくても、それは仕方のないことなのだ。亮史から見れば、舞などはそれこそよちよち歩きから抜けきらない赤ん坊に等しいのだろう。好意を持って頭をなでなでしてくれることがあっても、愛情と共に抱き締めてくれることなどあるはずがなかった。

　だから、自分は成長しなくてはいけないのだ、と舞は思う。亮史と肩を並べられるくらいにきれいで魅み力りよく的な大人おとなの女に成長しなくてはならない。その証明として、なんとしても自分の手で『組織』を撃げき退たいしてやりたかった。そうすればきっと月島さんは誉ほめてくれる。もしかしたら、今までとは違った目で見てくれるようになるかもしれない。あたしのことを、振り返ってくれるかもしれない──

　と、そこで舞まいは我に返った。気まずそうな表情で頭をぽりぽりと搔かく。よくよく思い返してみれば、なんだかやけに利り己こ的な考え方である。レレナのことを心配する気持ちがないわけではないのだ。舞にとってレレナは大切な（そして恐らく唯ゆい一いつの）友達だし、彼女が無事に家族の元に帰ることができればそれが一番いいことなのだと思う。ただ、こと亮りよう史じに関すると思し考こうが先走ってしまうだけの話だ。月つき島しま亮史こそ、雪ゆき村むら舞の存在意い義ぎそのものであるのだから。

「あの、えと──」

　舞の沈ちん黙もくを不ふ機き嫌げんによるものと勘かん違ちがいしたのか、ふとレレナが歩きながらそんな声を漏らした。ツキと舞にふいと視線を向けられて、レレナはしどろもどろになりながらも、どうにかまとまりのある言葉を口にした。

「──そ、そういえば、さっきツキさん、月島さんになんか呼ばれてませんでした？　ほら、三み日か月づきがどうこう──」

　ああ、とツキは頷うなずき、世せ間けん話ばなしでもするような口く調ちようで、

「あれは俺の本名だ。『三日月』──ま、そのままだな。この顔の傷が由ゆ来らいになっている」

「……えええええええっ!?」

　レレナと舞は同時に驚きの声をあげた。舞などは身体からだを地面すれすれにまで低く横たえて、ツキの顔を覗のぞき込みながら言う。

　──なにそれ、そんなの今まで聞いたことなかったんだけど。え、じゃあなに、『ツキ』って名前は一体なんなの？

「別に聞かれなかったから言わなかったまでだ。ツキというのは、まあ早い話、あだ名みたいなもんだな。忌いみ名ながどうこうとか本当は小こ難むずかしい理由があるらしいんだが、詳しくは知らん。主人に聞いてくれ」

　レレナが恐る恐るという感じに、

「じゃあ、その、やっぱり『三日月さん』とお呼びしたほうが──？」

　ツキはレレナのことを見上げて、小さく笑った。いつものような皮ひ肉にくな笑いではない、どこか温かみが滲にじみ出た優しい笑えみだった。

「別に今までどおりでいいんじゃないか。俺自身、『三日月』なんて名前は忘れかけていたし、そんな名前で呼ばれてもすぐには返事できないだろうし」

　それからツキは、ふと前を向いて独り言のように言った。

「──それにしても、あのとき主人に真ま名なで呼ばれるとは思わなかった。さすがの俺も驚いたよ。あの名前で呼ばれるのは、──そう、主人の血を飲んで名前を与えられたとき以来だから、実じつ質しつ二回目になるわけだな。名付けた意味があるのかどうか」

　その言葉に、舞はふと興味をそそられた。そういえば、自分は亮史の千年の過去のことをほとんど知らないのだ。月つき島しま宅で過ごした二ヶ月間、亮りよう史じの昔むかし話を聞いたことは何度もあったが、その中にはひとつとして彼自身の話は混じっていなかったのだ。舞まいは地面の上を腹ばいになって浮かびながら、ツキにその疑問をぶつけてみた。

　──ね、昔の月島さんってどんなだったの？　やっぱり昔から、あんなふうにぼんやりしてたわけ？

　意外なことが起きた。ツキは目を丸くして舞のことを振り返り、ほとんど怒っていると表現しても構わないほどの不満を孕はらんだ声で、

「ふざけるな。あんなものが、本来の主人であってたまるものか。昔の主人と今の主人は、ほとんど別人に近い」

　その声に、舞は反はん駁ぱくすることも忘れて怯ひるんでしまった。そんな舞を吊つり上がった目でにらみつけてから、ツキはとうとうと説いて聞かせた。

「──今の主人からは想像もつかないだろうがな、昔の主人といえばそれはもう四し方ほう八はち里りに響ひびき渡ったほどの実力の持ち主だったんだぞ。今でこそあんなふうに成り果ててしまったものの、かつては孤こ高こうで残ざん忍にんで冷れい酷こくな、本物の吸血鬼だったんだ」

　と言われても、舞には到とう底てい『残ざん酷こくな亮史』などというものを想像することができなかった。なにしろあの亮史である。いつもへらへらと笑っていて、ひとたび舞やレレナがヘソを曲げればあの手この手を使ってどうにか機き嫌げんを直してもらおうと慌あわてふためくあの彼が「実は昔はワルだった」などと言われても、一体どうやって実感を湧わかせばいいというのだろう。

　と、ふとレレナが、控ひかえめな口く調ちようで口を挟はさんできた。

「──私、多分その月島さんを知ってます。この前、私が『組織』の人に襲おそわれてたところを助けてくれたときに、月島さんそんな感じになってました」

　わずかな怯おびえの色を、舞は確かにレレナの表情の中に読み取った。だがレレナは自らそれを振り払うようにして、気き丈じように言葉を続ける。

「すごく──すごく、強かったです。今いま思い出しても、寒さむ気けがするくらい──」

　ツキはにやりと笑い、

「だろう？　本気を出せば、主人は無敵に近い吸血鬼だ。『組織』なんざ片かた腕うで一本でひねり潰つぶせるさ」

　なんだか気に食わない。二人して自分の知らない亮史の断だん片ぺんを話し合っていて、それをまったく知らない舞はひとり蚊か帳やの外に置かれているような気分である。これではいけない。これから亮史と共に生涯を歩んでいこうという身なのに、その当人のことをまったく知らないようでは話にならないではないか。

　──あたし、やっぱり月島さんのとこに戻る

　舞がそう言うと、レレナとツキはぴたりと足を止めた。図ったように二人揃そろって舞の顔をまじまじと見つめる。舞はその視線に一いつ向こうに怯まず、逆に二人のことを強気な表情で見返し、

　──だってさ、どう考えても月つき島しまさんのほうが危ないじゃない。向こうには大勢の吸血鬼がいるだけじゃなくて、月島さんと同じ──『主人』だっけ？　そんな奴やつまでいるんでしょ？　月島さんはああ言ってたけど、やっぱり誰かの手助けが必要だと思うの

「ふむ──」

　あっさりと却きやつ下かされると思っていたのだが、意外にもツキは舞まいのその申し出に、真ま面じ目めな顔をして考えはじめた。感情を映さない目で舞のことを見み据すえながら、ツキは言う。

「まあ、確かにそうだな。レレナのお守りは俺だけで充分という気もするが──」

　──でしょ!?　それじゃあ……

「だが、だめだ」

　舞は両手でばんばんと地面を叩たたきつけ、怒り心しん頭とうの表情でツキに詰め寄った。

　──なんで!!　なんでだめなの!?　そりゃあたしは役に立たないかもしれないけど、でも月島さんの邪じや魔まをするようなことはしないもん!!　あたしは幽ゆう霊れいなんだから──

「わかっていないな。お前の存在それ自体が、主人にとっては重荷なんだよ」

　──な、なによそれ、だって、あたしなら大丈夫じゃない。触ることができないんだから怪け我がしたり捕まったりもしないし、それに──

「そういうことを言ってるんじゃない。だから、そうだな、要するに……」

　ツキはその金色の目を薄く細め、

「……主人にも、見られたくない、知られたくないことがあるってことさ」

　さっぱりわからなかった。納なつ得とくもいかない。いきなり自分のことを重荷などと決めつけられて、こんな禅ぜん問もん答どうのような受け答えで納得できるほうがどうにかしている。怒りの表情を真っ赤に染めた舞が、さらなる抗こう弁べんを重ねようとした、その瞬間。

　突然、ツキの全身の毛が電流でも流されたかのように逆立った。

　あまりに劇的なその反応に、舞もレレナもびくっと一歩身みを引いた。驚きのあまり声を出すこともできない。二人の凝ぎよう視しを受けながら、ツキは電波を受信するパラボラアンテナのように目を見開きながら、ゆっくりと顔を天に向けた。

　信じられないものを見るような表情。かすれた声で、ツキは言う。

「──噓うそだろ？」

　なにが、と舞が尋たずねるより早く、ツキはレレナの肩に一いつ足そく飛びに乗り移っていた。全身から焦しよう燥そうの空気が立ち昇のぼっているような気さえする。こんなツキを見るのははじめてだった。そのあまりの豹ひよう変へん振りに目を白黒させているレレナに向かって、ツキは今までとは打って変わった、怒ど鳴なりつけるような大声で叫んだ。

「だから言っただろうが、ちんたらしてるんじゃないと！　走れ！　追っ手だ!!」




　　　　◆




「配置、完了しました」

　全班からの連れん絡らく確認を終えると、歩あゆみはすぐ隣にいる玄げん翁のうの顔を見上げて、そう伝えた。玄翁は相変わらずの無表情だ。間違いなく端たん正せいな、まずかっこいいといって差し支えない容よう姿しなのに、それでいながら驚くほど無む特徴な顔立ちなのだ。どこがどうとは言いにくい、摑つかみ所のない水のような印象──その中でくっきりと際きわ立だって目を引くのが、右頰ほおに走る傷きず跡あとだった。決してあからさまに目立つわけではない。それどころかふとしたときに見えなくなるほど浅い傷だ。が、そんなわずかな特徴でも、この男の顔にあると俄が然ぜん目立って見えはじめる、それほどまでに、玄翁のまとう雰ふん囲い気きは希き薄はくなものだった。

「標ひよう的てきの動きは」

　受け答えまでもが石のようだ。抑よく揚ようというものが一切ない、まるで機械と話しているかのような気分。その気持ちを表に出さないように苦労しながら、歩は自分もできるだけ事務的になって答えた。

「ないようです。こちらの存在に気づいているのかどうか、それすらも定かではないとの連絡が入っていましたが」

「そうか。──広ひろ中なかの配置も終わったな？」

「はい」

「広中に伝でん令れい。狙そ撃げきを開始。急所は狙うな。足を封じろ」

「了りよう解かい」

　言ってから、歩はふと笑い出したくなる衝しよう動どうに駆かられた。それをごまかすために玄翁から顔を背そむけ、口元のインカムに精神を集中させる。こういうのは得意ではなかった。真ま面じ目めくさった軍人のような口く調ちようで『了解』などと答えた自分のことが、おかしくて恥ずかしくて仕方がない。小学校中学校の時分からずっとクラスのムードメーカーだった、少しでも沈ちん黙もくがあるとどうにかしてそこに笑いを巻き起こさなくてはなどと考えてしまう歩にとって、今のこの状況は実に耐えがたいものだった。

　広中との連絡を終えてから、ついに歩は我慢しきれなくなって、

「──なんか、こういうのって軍隊みたいだよね。よく映画に出てくる」

　玄翁は無表情に歩を一いち瞥べつしただけだったが、他の三人はまちまちに笑ってくれた。中でもノリのいい田た所どころが、いつもと同じようににやにやと笑いながら話に乗ってきた。

「ばあか、なに言ってんだ。こんな練習不足の軍隊があってたまるか」

　歩は「あはっ」と笑い、

「だめだめ、そういうときはちゃんと『木き崎ざき上じよう等とう兵へい、作戦中の私語は慎つつしむように』とか言わないと。ノリが悪いって言われちゃうよ」

　そう言うと、他の三人はどっと湧わいた。自分の冗じよう談だんが通じたことが嬉うれしくて歩あゆみはにこにこしていたが、ひとり玄げん翁のうだけは仏ぶつ頂ちよう面づらを崩さずに、すたすたと歩きはじめてしまう。途と端たんに四人の笑いが収束し、あとには気まずい空気だけが残った。

　田た所どころは歩の耳に口を寄せ、

「──おい、隊長の機き嫌げん損そこねたんじゃないのか」

　歩は横よこ目めで田所のことを見、

「大丈夫、──多分、玄翁さんはそういうことで怒ったりしないから」

「……まあ、そうだろうけど、でもさ──」

「うるさいな、男なんだからぐちぐち言わないの。別に隠おん密みつ任務じゃないんだから、もっと堂堂と、自然に振る舞っていたほうがいいでしょ」

　つい声が大きくなってしまった。玄翁は無表情のまま振り返り、歩と田所はイタズラの現場を押さえられた小学生のようにびくっと身を固くした。玄翁はわずかに首をかしげ、

「……行くぞ」

「え？　──あ、あの」

　歩が言い終える前に、玄翁は走り出していた。音ひとつ立てない、捕ほ食しよく行動に走る肉にく食しよく獣じゆうのような動き。平然と塀へいを乗り越えて、あっという間に家々の屋根の向こうへと姿を消してしまった。田所を含めた他の三人もばらばらとそれに続き、歩も慌あわてて走り出した。

　夜の住宅街を、屋根から屋根へと次々に飛び移っていく。人が見たらどう思うだろうか、と心配になり、歩は大きく跳ちよう躍やくしながら流れ行く眼がん下かの光景をちらりと見下ろした。幸いなことに人通りは完全に絶えていて、自分たちの姿が見られる心配はなさそうだ──もっとも、見られてもただの見けん間とう違ちがいと認識されるかもしれない。歩道を挟はさんで飛び回ることのできる人間などいるはずもないし、身に纏まとった漆しつ黒こくの戦せん闘とう服ふくはその手の迷めい彩さい効果も計算に入れて染め上げられているのだから。

　家屋の屋根に飛び移り、そこからビルへと張りついて、平然とその壁をよじ登っていく。ビルの屋上にたどり着くと今度は手すりを乗り越えて、駅の高こう架かへと飛び移った。さすがに駅の周辺まで来ると人通りが活発になっている。見られないものかと冷や冷やしながら線路を渡り、高架を挟はさんで反対側のビルへと乗り移って、ようやく歩は玄翁たちに追いついた。

　ビルの屋上に掲かかげられた看板から頭だけを出して、田所が双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込んでいた。ぽつりとつぶやく。

「──余よ裕ゆう綽しやく々しやく、って感じだな」

「？　なになに？」

　興味に目を輝かせて看板から顔を出そうとした歩の腕を、看板の裏に背をもたれかけていた玄翁が強ごう引いんではないくらいの強さで摑つかんで、引き戻した。小さな声で、

「標ひよう的てきだ。逃げようともしていない。木き崎ざき、広ひろ中なかはどうなっている？」

「あ、はい──」

　懐ふところに手を突っ込んで、手探りに『狙そ撃げき班・広中』への通話ボタンを押す。右耳を手で押さえて、しばらく歩あゆみはその場にじっとうずくまっていたが、やがて諦あきらめたように首を振って通話を切った。玄げん翁のうに向き直り、

「つながりません。出られる状態にないのでは」

「……照しよう準じゆん中、か」

　と、そこで田た所どころがにやついた声で口を挟はさんだ。

「広中は臆おく病びようですからねえ、『主人』相手に腰こし抜ぬかしてるんじゃないですか？」

　その言い草にむっとして、歩は双そう眼がん鏡きようを覗のぞいたままの田所のケツに怒りの蹴けりをくれてやった。思わず双眼鏡を取り落として振り返る田所の鼻先に、歩はびしりと指を突きつけて言った。

「あんたね、そんな言い方ないでしょ？　ヒロくんは臆病なんじゃなくて繊せん細さいなの。あんたとは違うの。狙撃にはそれだけのテクニックと集中力がいるんだから、素人しろうとが余よ計けいな口挟むんじゃないわ」

　田所は泡あわを食ったような表情で、

「て、てめ……お前だって素人だろうが！　大体なんだそのヒロくんてのは、ははん、さては藤ふじ島しまとうまくいってないもんだから、とうとう広中に手を──」

　歩は考えるよりも先に手が出るタイプである。気がついたときにはもうすでに遅く、彼女の平ひら手てが高々と田所の頰ほおを鳴らしていた。時と場合を考えろという内面の声を無視して、歩はさらに田所に食いかかった。

「ばっかじゃないの!?　あたしとトオルはちゃんとうまくいってるわよ！　ヒロくんだってただの友達！　男女と見ればすぐくっつけようとするその野や次じ馬うま根性やめてくれる？　自分に相手がいないからってね、そのツケをこっちに回さないで！」

「んだと、言いやがったなこのアマ！　そもそもなんでお前みたいな奴やつがこの作戦に参加してるんだよ、ギャースカ騒いでうるさいだけじゃないか！　はっ、どうせまた藤島あたりが『歩と離れるのは嫌だ～』とかなんとか駄だ々だこねたんだろ、イチャつくのはベッドの中だけにしろこのバカップルが!!」

「なんですって、この──」

「……いい加か減げんにしろ」

　静かに響ひびいたその声は、しかし二人の挙きよ動どうを止めるには充分すぎるほどの迫力を秘めていた。怒っているわけでもなければ呆あきれているわけでもない、不ぶ気き味みなほどに感情のない玄翁の言葉に、歩も田所も蛇へびににらまれた蛙かえるのように動けなくなってしまう。と、玄翁は田所のことを一いち瞥べつし、

「監かん視しに戻れ」

　田所はがくがくと頷うなずいてその言葉に従った。玄翁は次に歩のことをちらりと見たが、それ以上はなにも言おうとはしなかった。再び双そう眼がん鏡きようを目に当てた田所に向かって、今しがたの大騒ぎがなかったかのような平静な態度で、

「動きは。気取られていないだろうな」

「──う、動きはありません。気づかれてはいないはずです」

「狙そ撃げきもまだか？」

「今のところ、その様よう子すはありません」

「そうか」

　自分が怒られなかったことの安あん堵ど感かんから、歩あゆみは子供のようにほっと胸を撫なで下ろした。玄げん翁のうさんは不ふ思し議ぎな人だ、と思う。自分から喋しやべることはめったになく、そのために他の従じゆう者しやたちともほとんどコミュニケーションを取ることはない。にも関かかわらずあの悪ノリしがちな田た所どころまでもがこれほど慇いん懃ぎんに振る舞うのは、玄翁の戦せん闘とう能力が『組織』の中ではあのクイナや藤ふじ島しまをはるかに凌りよう駕がしてずば抜けているからだろうか──いや、それだけではあるまい。うまく表現できないが、玄翁はただ物理的に強いだけでなく、精神的な強さも兼ね揃そろえているのだと思う。この人に任せれば大丈夫──終しゆう始し変わらない玄翁の冷静な態度は、そんな安心感を与えてくれるのだ。

　歩は、おずおずと口を開いた。

「ヒロく──広ひろ中なかくんは慎しん重ちような人です。絶対に当たるという確信がない限りは引き金を引かないとこの前まえ話していました。やはり相手には──『主人』には、なかなか隙すきがないんじゃないでしょうか？」

　と、その言葉になぜか田所が振り向いた。双眼鏡から目を離し、この野や郎ろうなんで俺ばっかりお前も同罪だろうが、という顔をする。そんな田所をちらりと一いち瞥べつして、歩は聞こえよがしに「ふん」と鼻を鳴らした。田所の顔が単純な怒りに染まり、他の二人がそんな田所を「まあまあ」となだめにかかる。と、それまで顎あごに手を当てて考え込んでいた玄翁が、小さく言った。

「なるほど」

　自然と四人の視線が玄翁に集中する。玄翁はふと腰をかがめて足元に転がる割れたビンを手に取り、それを両手に弄もてあそびながら、独り言のように、

「なら、俺が作ってやろう」

「……へ？」

　誰が止める間もなく、玄翁はごく自然な足取りで遮しや蔽へい物である看板から姿を現した。全員が声を失してその背中を見つめる。その視線を背中に受けながら、玄翁は屋上の縁ふちに足をかけて仁に王おう立だちに立ち尽くし、右手に持ったビンを確かめるように数回振ふってみせた。

「……隊長？」

　田所の怪け訝げんそうな声に、玄翁は左手を上げて応こたえた。沈ちん黙もくの数秒が流れて過ぎ、そして玄翁はまったく唐とう突とつに、今までの物静かな態度が噓うそのような、鼓こ膜まくが破れんばかりの大音声で、

「吸血鬼っ!!」

　周囲の空気が完全に凍りついた。少なくとも歩あゆみはそう感じた。時間すらも止まってしまったかのような静せい寂じやくの中で、玄げん翁のうは目にも止まらぬ速さで右手に持ったビンを思いきり投げつけた。

　玄翁はしばらく投げ終えたままの態勢で停止していたが、やがて思い思いに顔を引きつらせている歩たちのことを振り返ると、いつもと変わらない無表情を貼はりつけてこう言ってのけた。

「命中した。追うぞ」




　　　　◆




　夜に沈んだ町の中を上じよう弦げんは走る。塀へいを乗り越え、屋根を飛び越えて、その背中に『変化』の能力で体積を薄くしたツルを貼りつけながら、わき目も振らずに上弦は進んでいく。風を切る音が耳に心地いい。上弦は大きく深しん呼吸をすると、もう一度『感かん知ち』を起動した。

　ちっ、と舌を打つ。

「……気づいたか」

　その言葉に、背中のツルが反応した。現在ツルは、『ジャケット』に『変化』している。上弦がそれを羽は織おってツルを運ぶ形になっているのだが、ぱっと見ジャケットの襟えりから首が二本生はえているようで気味が悪い。

　ツルは上弦の肩に顎あごを載せて、不ふ思し議ぎそうにその横顔を見つめながら、

「なにがですか？」

「相手だ。私たちの接近に気がついたらしい。今、急に速度が上がった。方向も私たちとは真ま逆ぎやくの方向に走りはじめている。明らかに、私たちから『逃げて』いる」

「え？　だって、向こうには『主人』はいないんでしょう？　それなのに、どうして上うえ様さまの動きが向こうに伝わってるんですか？」

「そんなこと、私が知るわけ──」

　いや、と考え直し、

「──そうか、使つかい魔まか」

　自らも使い魔であるツルは「へ？」と間の抜けた声を発した。上弦はちらとツルのことを横よこ目めに見み遣やり、

「お前と同じような使い魔が、向こうにいると考えてもおかしくはない。お前が能力を『変化』に割り振っているのと同じように、向こうの使い魔は『感知』にその能力を費やしているのだろう。そうなると、少し厄やつ介かいだな……」

　目もく算さんが外れたことになる。こちらにだけ『感知』の能力があるのであれば、一いつ切さい気づかれることなく致ち死し距離まで近づけるはずだったのだ。魎りよう月げつの言葉どおり、町中にはこれだけの多数の家々、これだけの巨大な建築物が乱立している。その中にあって、遮しや蔽へい物を無視して相手の位置を即そく座ざに把握することのできる『感かん知ち』は、絶大な効果を発揮するのである。こちらに『感知』があってあちらにはそれがないという予想は、ほとんどそれのみで勝利宣言に等しいだけの価値を持っていた。

　が、向こうも『感知』できるとわかった以上、その予想はあっけなく覆くつがえされたことになる。どうなるかわからなくなってしまった──とは言わないが、少なからず勝利が遠のいたことは確かだった。

　と、そこで上じよう弦げんは、不満そうに頰ほおを膨ふくらませるツルの顔に気がついた。怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる上弦から目をそらして、ツルはぼそぼそとつぶやく。

「……そんな奴やつより、絶対、絶対ツルのほうが優秀ですもん」

「……いや、ツル、別に私は──」

　いきなりぎらりと向き直られて、上弦は不覚にも少しだけ怯ひるんでしまった。その瞳に決意の炎ほのおを燃え上がらせながら、ツルは宣言するように叫んだ。

「そんなに言うんなら証明して見せますよ！　絶対ツルは役に立つんですから、相手の使つかい魔まなんか尻尾しつぽのひと振りで打ち殺してみせますから！　見ててください、上うえ様さま!!」

「……ああ、その、まあ……頑がん張ばれ」

　小こ鼻ばなを膨らませて、ツルはこっくりと首を縦たてに振った。それを見て上弦は小さく笑い、再び前を向く。立ち並ぶ家屋など物ともせずに、『感知』で捉とらえた従じゆう者しやの『力』目がけて一直線に突き進んでいく。ばごばごと屋根を踏みつける音を耳にしながら、ふと上弦の顔に、ツルに向けたものとはまったく異なる暗い笑えみが浮かんだ。

　真さな田だから送られた資料にあった、魎りよう月げつとひとつ屋根の下で暮らしていると記述されていた、あの娘。異い人じんの血が流れているらしき、目め鼻はな立ちのくっきりとした愛らしい少女。名前は確かレレナとか書いてあった。彼女が従者であることは間違いないだろう。魎月の正体を知らずして、同じ場所で暮らすことのできる人間などありえないからだ。

　魎月の言っていた、『大切な人』がレレナであることに、疑いを差し挟はさむ余よ地ちはなかった。彼に言われずとも、上弦だって人間の優秀性は理解しているつもりだ。真田の放った人間の調査員は、あの魎月に一いつ切さい気づかれることなく、あれだけ綿めん密みつな報告書を作り上げた。古ぼけた木造の屋や敷しきに二人暮らし、彼ら以外の人間の出入りは皆かい無む。青年のほうは道路工事で家計を稼かせぎ、少女のほうが屋敷の家事を一いつ手てに取り仕切っている。その清せい涼りような性格とかわいらしい外見のために近所での少女の評判はすこぶる良好で、周しゆう辺へん住民の目にはあの二人が『仲のいい親しん戚せき』『血のつながらない兄妹』と映っている。二人が親密な関係にあることは、実際の彼らの挙きよ動どうからも容易に理解できることである──

　唐とう突とつに、上弦は立ち止まった。耳元でツルが小さく叫ぶ声、それを無視して上弦は片手で顔を押さえた。どうしようもない感情の奔ほん流りゆうに、上弦の端たん正せいな顔がいびつな笑みを浮かべた。引きつけのようなその表情を見て、ツルが慌あわてふためいて言った。

「──うっ、上うえ様さま!?　どうなさったんですか、どこか痛いんですか!?」

　上じよう弦げんは答えない。裂けるような笑えみを口元に貼はりつけたまま、身体からだを震わせてじっとその場に立ち尽くしている。心のうちに湧わき上がるどす黒い感情、それがどんどん自分の脳のう裏りを埋め尽くしていくことに、上弦は一種の快感を覚えていた。計画を練りに練っているときの復ふく讐しゆう者のような、負のベクトルの悦よろこび。恥じることも忘れて、上弦は迸ほとばしる感情になすがままに身を委ゆだねていた。

　──親密な関係、親密な関係、親密な関係だと!?　仲のいい兄と妹──そりゃそうだろう、魎りよう月げつさまはいつもそうやって振る舞っていたから周りにはそう見えたとしても仕方がない。私のときもそうだった。私のときも魎月さまはいつも保護者ヅラをして、そのくせ臥ふし所どの中ではそんな仮面など簡単に脱ぎ捨てて私のことを責めぬいたものだった。あの娘だってそうに決まっている。清せい純じゆんそうな顔をして、その実じつ夜な夜な魎月さまの寵ちよう愛あいを受けているに違いない。人間どもの目はごまかせても私は騙だまされない。あいつがいる場所は、本当は、本当は──私のものだったはずなのに!!

「上様、上様ってば!!　どこが痛いんですか!?　頭？　お腹!?　ねえ上様なんとか言ってくださいよ、答えてくださいってばあ!!」

　そろそろ泣きそうになってきたツルの声に、上弦ははっと我に返った。唾つばを飲み込んで、激げき情じようが声に混じらないように細さい心しんの注意を払いながら、極力なんでもないふうを装って上弦は答えた。

「──ただの考え事だ、別にどこかが痛むわけじゃない」

　そう言って、上弦はすべての反論を封ふう殺さつするかのように、ツルの頰ほおを優しく撫なでた。ツルは息を吞のみ、しばらくのあいだ大きく目を見開いて驚いていたが、すぐにその表情が単純な喜びに輝いた。嬉うれしそうに笑うツルを横よこ目めに見ながら、上弦は大きく息を吸って、吐いた。

「少し急ぐぞ。揺れるだろうが、我慢しろ」

　静かに呼吸を整えて、全身変へん換かん・『狼おおかみ』、上弦の白い肌はだが墨すみを流したようにぞわりと漆しつ黒こくに染め上げられていく。身のうちから湧わき出たようなその黒色は、互いに絡み合いながら天を衝つき、上弦の全身を侵すようにして覆おおい尽くした。ゆっくりと両手──否いな、すでに両前まえ足あしと化した二に肢しを地面につけ、裂け目のように変化した赤い瞳を空に向ける。ほんの数回瞬まばたきするほどのあいだに、上弦の全身は完全な『狼』へと変わり果てていた。ツルが慌あわてて『変化』を解かい除じよし、しばらく思し案あんしてから今度は『狼』の毛皮と同色をした『マフラー』へとその姿を変え、自ら上弦の身体からだに巻きついた。ツルの『変化』には質量は関係ない。できるだけ軽くなって走る負ふ担たんを和やわらげようというツルの心こころ遣づかいが、ささくれた心に少しだけ温かかった。

「行くぞ」

　誰に言ったわけでもない──強しいていうのならば、『感かん知ち』の先に見えるあの娘に向かって、上弦はぽつりとそうつぶやいた。首を洗って待っているがいい、と不ぶ気き味みなほどに静まり返った心の中で考える。すぐに追いついてやる。すぐに追いついて、そして──

　泥どろ棒ぼう猫がどうなるか、その身をもって思い知らせてやる。

　上じよう弦げんは獲え物ものに飛びかかる寸前のような低い姿勢を取り、その次の瞬間には、爆発的な瞬しゆん発ぱつ力で駆け出していた。




　　　　◆




　上弦が駆け去ってからさして間を置かずに駅前を離れ、襲おそわれても人ひと目めを気にせずに戦える程度に閑かん散さんとした場所にまで移動してから、亮りよう史じは改めて『感かん知ち』を起動した。案あんの定じようというかなんというか、亮史のことをぐるりと取り囲むようにして、『従じゆう者しや』の反応を拾い上げることができた。いったん『感知』を切ってから、ふん、と亮史は鼻を鳴らす。

　上弦が噓うそをついたとは思わない。彼女は確かに自分と駆け落ちするつもりだったのだろう。だが、『組織』のほうは違う。彼らにしてみれば、自分たちにリスクしかもたらさない『主人』を生かしておく理由がないからだ。上弦は、自分は組織に所属しているのではなく、協力しているだけだと言った。上弦は組織に亮史の情報を求め、組織は上弦にその戦せん闘とう力を期待した──嚙かみ砕くだいて言えば、そういうことになるのだろうか。

　駆け去った上弦のこれからの動向が気になるところだ。このまま姿を消すのか、それとも愛情を憎悪に変えて亮史のことを殺そうとするのか。もしかしたら──と、ちらりと思う。自分と別れたレレナたちのほうに向かったのかもしれない。レレナの存在を含め、こちらの情報はほとんど向こうに漏れているはずだ。相手の『弱点』を調べ尽くしてそれを狙う、戦闘においては当たり前すぎるほどに当たり前のことなのだが、しかし──

　亮史は小さく首を左右に振った。そんなことは、ありえない。

　上弦は、そういうことは絶対にしない女だ。彼女は自分と違って『吸血鬼であること』に対してプライドを持っている。冷れい酷こくで残ざん忍にんで狡こう猾かつでありながらも、決して卑ひ劣れつにはなりきることができない、誇り高い吸血鬼だった。その上弦が、自分よりも弱い相手を盾たてにして戦いを有利に運ぼうなどと、そんなことを考えるはずがない。

　その性格ゆえにこそ、上弦と自分は、別々の道を歩むことになったのだから。

　亮史は思し考こうを切り替える。彼女の動向は気になるが、とりあえず上弦のことは考えずにおこう。差し当たって今いま処理すべきなのは、上弦ではなく自分を取り囲んでいる有う象ぞう無む象ぞうどもだ。押せば押しただけ、引けば引いただけ、亮史とまったく同じように動く彼らの包ほう囲いを突破するには、なかなか骨を折りそうだった。これだけの人数を揃そろえておきながら襲おそいかかってこないのは、『主人』の戦せん闘とう能力を警けい戒かいしてのことか、それとも──

　最初から、まともに戦う気がないのだろうか。

　その考えに、亮史は無意識のうちに姿勢を低く取った。吸血鬼の弱点は二つ、『脳』と『心臓』。いかに不ふ死しの存在といえども思考・判断力を司つかさどる脳を破は壊かいされては無事ではいられないし、普段は眠りに就ついている心臓はいざというときに吸血鬼の力の源みなもとである血液を全身に巡らせる役目を担になっている。一応どちらも『再生』の能力で回復させることはできるが、それも時間があればの話だ。仮に頭を狙そ撃げきされてしまえば、思し考こう能力や運動能力をすべて奪われてその場に昏こん倒とうすることになる。相手は『再生』の時間など与えてはくれまい。吸血鬼の最大の弱点である心臓に、これまた吸血鬼の最大の呪のろいである木の杭くいを打ち込まれて、それで一巻の終わりだ。

　ゆっくりと深しん呼吸をして、それから五感を研とぎ澄ませた。狙そ撃げきを防ぐのに一番効こう果か的なのは、絶えず動き回って狙いをつけさせないことだ。亮りよう史じは身体からだを沈めた態勢を利用して、そのまま一気に走り出そうとした。

　そのときだった。

「────吸血鬼っ!!」

　研とぎ澄ませていた五感のうちのひとつ、『聴ちよう覚かく』にいきなりその怒ど声せいが飛び込んできた。驚きこそしなかったものの、半なかば反射的に、亮史は声の方向を振り返った。

　亮史が声の主ぬしの姿をその目に認めることができたのは、ほんの一瞬だった。ビルの屋上、炭たん酸さん飲料の赤い看板を背にして立ち尽くす黒くろ装しよう束ぞくの男は、亮史が振り返ったのを確認すると、ろくな予よ備び動作も取らずにその手に持った細長いなにかを猛もう烈れつな勢いで投げつけてきた。吸血鬼の腕力によって充分な加速度を得たそのなにかは、殺人的な勢いで寸分の違いもなく亮史の頭に迫ってきた。
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　だが、亮りよう史じも伊だ達てに千年間も吸血鬼をやっているわけではなかった。姿勢を低く取っていたことも幸いしたのかもしれない、亮史は身体からだをひねりながら、とっさにその場に身を投げ出した。空気を切り裂く音と共に頭の上を通過していったその『なにか』は、勢いをそのままに壁に激げき突とつして粉こな々ごなに砕くだけ散った。あまりに過か剰じような力で叩たたきつけられたためだろう、『なにか』は砂すな粒つぶよりも細かい破は片へんになって、しゃらしゃらと音を立てながら地面に降り注そそいでいった。

　そして亮史は、さらに別の『なにか』が、鋭く鳴りながら自分に迫ってくる音を確かに聞いた。

　攻こう撃げきを避けた直後の態勢ではどうしようもなかった。これが狙いか──と舌した打うちをした直後、亮史は右太ふと腿ももに焼けた鉄てつ針しんを打ち込まれたかのような痛みを感じた。そして、まるでそれを契けい機きにしたかのように、さらにいくつもの空くうを切る音が亮史の耳に響ひびいた。

　──くそっ、もっと早くに動いてればよかった！

　ぎりぎりと歯を嚙かみ鳴らして、それでも亮史は崩れたバランスを瞬しゆん時じに建て直した。あるいは身体をひねりあるいは腕で叩き落しながら、次々に飛ひ来らいする『なにか』をすべて紙かみ一ひと重えの差で回かい避ひする。再び姿勢を低くして亮史は走り出そうとし、

　すっ転んだ。

　もつれた足が絡まって、亮史はふらふらと危なっかしく蛇だ行こうしながら頭からゴミ捨て場に突っ込んでしまった。さらにそれに追い討うちをかけるかのように、連続して鋭い音が鳴り響ひびく。盾たてにしたゴミ袋ぶくろにどすどすと射ち込まれる小こ気き味みのいい振動を感じながら、亮史は忌いま々いましげに自分の太腿に目を遣やり、そこに突き刺さっているものを躊ちゆう躇ちよせずに引き抜いた。意外そうに眉まゆを広げる。

　矢だった。昔見みたときのものとはずいぶん形状が違っている。金属製の矢や柄がらで全長はかなり短く、亮史の記き憶おくにある矢と引き比べてみると幾いく分ぶんかスマートな印いん象しようを受ける。そしてなによりも目に引くのは、先せん端たんの鏃やじりの部分に使用された鈍く光る金属。これは──

「──銀、だと？」

　唸うなるような声で亮史はそうひとりごちた。太腿の傷を確認するために指を伸ばす。指先だけの感かん触しよくでは詳しいことはわからないが、それほど深い傷口ではないはずだ。にも関かかわらずまったく治る気配が感じられない。この程度の矢や傷きずならば数秒もかからずに『再生』するはずなのに。そもそもこの激げき痛つうからしておかしい。吸血鬼に痛つう覚かくがないわけではないのだが、本来それは普通の人間に比べればはるかに鈍いものなのだ。それゆえに吸血鬼は自分の身体へのダメージを気にすることなく戦うことができる。どんな傷きず跡あとも『再生』で瞬しゆん時じに修しゆう復ふくしてしまえる吸血鬼にとって、損そん傷しようを知らせる危険信号である痛覚は必要ないからだろう。その点で論ろんじれば、矢傷に感じる激痛は、亮史にとって──否いな、吸血鬼にとって銀がどれだけ危険なのかを明確に示していることになる。

　ゴミ捨て場から飛び出して、転がるように駆けながら、亮りよう史じは自じ虐ぎやく的に口を歪ゆがめた。ここまで伝でん承しようどおりだと、呆あきれるのを通り越して笑えてくる。吸血鬼に有効な武器は、ブラム・ストーカーの時代から『十じゆう字じ架か』『にんにく』、そして『銀製品』と相そう場ばが決まっている。そのことを知識としては知っていたが、それが本当なのかどうか、実際に試したことは一度もなかった。その挙あげ句くに自分の身体からだをもってして『実践』するハメに陥ったのだから、亮史としてはもう笑うほかない。

　ふらふらとよろめきながら人ひと気けの絶えた夜道を走っていく。思ったよりも足の傷は深いらしく、全力で駆け抜けることができなかった。動きの鈍った亮史に対して、目に見えぬ『敵』は容よう赦しやなく銀の矢の雨を降り注ぎはじめる。一本や二本なら労せず叩たたき落とすことができたが、五本を超えるボウガンがそれこそ二秒おきに射ち込まれてくると、さすがに避けきれないものが出はじめた。腕に、肩に、ふくらはぎに──何本もの銀の矢が身体の各所を貫き、その度に亮史は全身を蝕むしばむ激げき痛つうに歯を食いしばって耐えた。だが、苦痛に顔を歪ゆがめながら、それでも亮史の思し考こうは微み塵じんたりとも冷静さを失ってはいなかった。

　──足に再さい生せい不可能なダメージを負ってしまったのは誤ご算さんだった。これで『感かん知ちを駆く使ししてどうにか逃げ切る』という方法が使えなくなってしまった。それにしてもこのしつこさ、この正確さ。複数の人間が同時に自分を監かん視しして、さらに緊きん密みつな連絡を取り合っているのだろう。シギの話から漠ばく然ぜんとした寄り合い所じよ帯たいを想像していたが、なかなかどうして、かつて戦ったことのある人間の軍隊などとは比べ物にならないほど洗せん練れんされている。遠く離れていても連絡を取り合えるということの強みだろうか、この多た様よう性に成長性、やはり人間は恐ろしいことこの上ない。だが──

　聞こえる。どんどん近づいてきている。確認できる限りでは、弓矢でこちらを攻こう撃げきする『射い手て』たちのグループは全部で四つ。が、そのうちのひとつから聞こえる矢の発射音が、時を追うごとに次第に自分のほうに近づいていることに、亮史は気づいていた。『感知』による相手の位置情じよう報ほうも彼の推測を裏切らない。引けば引いただけ攻め、押せば押しただけ逃げるはずの包ほう囲いが、彼らのせいでずいぶんといびつな形に歪ゆがんでしまっている。顔をしかめながら、それでも亮史の口元に「にい」と不ふ敵てきな笑えみが浮かんだ。

　──だが、その多様性や成長性とは裏うら腹はらに、根っこの部分はいつの時代のどんな人間でも変わらないものだ。従じゆう者しやの集団──それすなわち、奴ど隷れいの集団だったことを意味している。どうごまかしても、しょせん『従者』とは『主人』によって人生を奪われてしまった哀あわれな存在に他ならない。シギのように『主人』を想うことのできた幸福な従者はほんのひと握りに過ぎず、多くの従者は『主人』によって虐しいたげられた日々を過ごしてきたのだろう。その彼らが集団による戦せん闘とう力を得た今、同じ『主人』である自分をどう思っているのかくらいは、人ならぬ我が身でも容易に想像がつく。仮に「決して包ほう囲いを崩すな、深ふか追おいをするな」という命令が行き渡っていたとしても、その感情を抑えることはできないだろう。そう、なにしろ──

　鋭く風を切り裂く音、わずかに身体からだをひねっただけで、亮りよう史じはもろにその一いち撃げきを背中に受けてしまった。これまでに比べれば、明らかに近い距離から狙そ撃げきされている。半分は本気、半分は演技で、走行中の態勢をぐらりとよろめかせて路上に倒れ伏した。初夏といえども夜の空気はまだまだ涼しく、頰ほおに感じるコンクリートの感かん触しよくは冷たく心地いい。安っぽい電灯の明かりの下で、亮史は注意深く、できるだけ痛々しそうに身体を丸めた。

　すぐ近くに足音、と同時に笑いの混じった話し声。自分より弱いものを見み下くだすときに滲にじみ出る、卑ひ屈くつな優ゆう越えつ感に満ちた笑い──それを聞いてから亮史は『感かん知ち』を起動した。大おお雑ざつ把ぱな位置で構わない、ほんの少しでもいいから相手の位置情報が欲しかった。どくん、どくん、と脈打つ心臓のすぐ近くに異い物ぶつ感を感じる。銀の矢が背中を貫いて肋ろつ骨こつのあいだをすり抜け、肺はい腑ふに到達したところで停止している。もう少しで心臓を貫くところだった。一か八かなどという五分の賭かけでは無論なかったが、さりとてノーリスクというわけもなかった。だが、それだけの危険を冒おかした甲か斐いは、確かにあった。

　──なにしろ恨うらみ重なる『主人』が、自分たちの攻撃で慌あわてふためいて逃げ回っているのだ。これ以上愉ゆ快かいなことはあるまい。頭では「近づいてはいけない」と理解していても感情のほうにそう上う手まいこと折り合いがつくわけがないのだ──まだだ、まだ遠い。それに、まだかろうじて避けられる距離にある。もっとぎりぎりまで、そう、もっと、もっとだ、もっと近づいて来い──

「……うるせえな、腰こし抜ぬけは引っ込んでろ！」

「長かった。やっと、仇かたきを討うてる。──死ね、吸血鬼!!」

　嘲ののしりの混じった声で、亮史は、

「嫌だね」

　バネのように全身の力を駆く使しして跳ちよう躍やく、電灯の灯ともる電信柱ばしらに飛びついてから後ろを振り返る。そこにはボウガンを手にした三人の男が「わけがわからない」という表情で目の前の空間をただぼんやりと見つめていた。突とつ然ぜん亮史の姿が消えたようにしか見えなかったのか、こちらに気づいてさえいない。楽なものだ。亮史は顔いっぱいに壮そう絶ぜつな笑えみを浮かべると、三人に向かって電信柱を蹴けりつけながら全身変へん換かん・『狼おおかみ』、その次の瞬間にはもう、漆しつ黒こくの体たい毛もうに覆おおわれた巨大な狼の顎あごが三人いる従じゆう者しやのうちのひとりの頭を嚙かみ砕くだいていた。




　　　　◆




「──だめだな、こりゃあ。追いつかれる」

　その言葉に、レレナは「ぎゅう」と顔を歪ゆがめた。そんな言い方はないんじゃないかと思う。こんなに必死に走ってるのに、どうしてその努力を不ふ意いにするようなことをぽんぽん口にできるのだろうか。ただでさえレレナの肩に乗っかっているツキの爪が、振り落とされまいとぐいぐい食い込んでいるのだ。その上そんなことを言われては、さすがのレレナでもどうしてもツキのことを恨うらめしく思ってしまうのだった。

「じゃあ、じゃあどうすればいいんですかっ!?」

「どうするもなにも、このまま逃げつづけるしかないだろう。当初の計画は『こちらへかかる追っ手の戦力が薄いもの』を前提として組まれたものだからな。それがいきなり破は綻たんしてしまった。『主人』がこっちに向かってくるなんてまったくの予想外──でもないか。相手の弱みにこちらの強みをぶつけるのは、当たり前といえば当たり前のことだ。主人め、珍しく読みを間違えやがった」

　ツキと同じくレレナの背中に張りついていた舞まいが、吞のん気きな声で言った。

　──やっぱあれ？　レレナを人ひと質じちに取って、『こいつの命が惜しければ武器を捨てろ』とかそんな感じ？

「だろうな。考えてみれば確かに、そちらのほうがずっと手っ取り早い。真正面から戦うよりも、被害もずっと少なくて済む」

　──うわなにそれ、めちゃくちゃ卑ひ怯きよう

「ふん、戦いに卑怯もなにもあるものか──おいレレナ、どうした、さっきよりスピードが落ちてるぞ。追いつかれたいのか？」

　勝手なことを言わないでほしい。半分だけの吸血鬼であるレレナにとって、このスピードを維い持じしたまま走りつづけるということは大変なことなのだ。どくんどくんという心臓の鼓こ動どうが耳元を駆けて行く風の音に混じって聞こえ、いくら呼吸をしても息苦しさが楽にならない。そしてなによりも──

　喉のどが、渇かわいた。水が飲みたい。

　と、青あお息いき吐と息いきのレレナのことを横よこ目めで見つめていたツキが、ふとその顔をあさっての方向に向けた。走行の姿勢がなっていないために微み塵じんの容よう赦しやもなくがくがくと揺れるレレナの肩の上で、耳をぴんと立ててなにかに聞き入るような素そ振ぶりをする。と、ツキは横目だけでレレナのことをちらりと見、

「……仕方ない、これを利用するか。おいレレナ、次の角を左に曲がってずっとまっすぐだ。大通りがある。拝はい借しやくするぞ」

「──え、は？」

　はっはっと犬のように荒い呼吸を繰り返しているレレナには、ツキの言葉をじっくりと吟ぎん味みしている余よ裕ゆうはどこにもなかった。言われたとおりに角かどを左に曲がり、延々と延びている道路にうんざりしながら走りつづけた。そこで肩の上のツキが後ろを振り返り、いたって冷静な口く調ちようで、

「まずい。見つかった」

「っ」

　どくどくと早はや鐘がねを打っていた心臓が、その一言で噓うそのように静まり返った。これだけの息苦しさの中にあってなお、恐怖のあまり呼吸が停止してしまった。反射的に振り返ろうとしたレレナのことを、ツキが大声で「見るな！」と制止する。びくんと身体からだを震わせて萎い縮しゆくしたのはほんの一瞬だけのことで、次の瞬間にレレナは、今までの不満と恐怖のすべてをツキに向かってぶちまけていた。

「──そんな、そんなこと、言われたって、だって、追いつかれるかもしれないんでしょう!?　追いつかれて捕まったら、私は、私は一体どうなるんですか!?」

　恐きよう慌こうのためか息切れのためか、ぶつ切りに切り刻まれたレレナの言葉を聞いて、ツキは小さく息を吐いた。と、突然その首を伸ばして、汗に濡ぬれた頰ほおをぺろりとなめる。驚いて目を見開くレレナに、ツキはにやりと口元を歪ゆがめた。

「恐ろしいのはわかるが、まずは落ち着け、レレナ。主人に言われたんだからお前のことは俺が守ってやる。だからお前は、俺の言うことだけを聞いていればいい。そうすれば必ず助かる。いいな」

　こんな状況にありながら、ツキのその声には微み塵じんの動どう揺ようも含まれてはいなかった。猫が持つ強く透明な視線、その魔ま力りよくにレレナは再び囚とらわれた。心臓が鼓こ動どうを再開し、気持ちを落ち着かせるために大きく深しん呼吸をする。決して振り返ろうとはせずに、レレナはさらに走る速度を上げた。歩道に差しかかったところで、つんのめったように急きゆう停止する。歩道を歩く人の姿は少なく、車道を行き交う自動車の影はそれよりもさらに少ない。そういえば、今は何時なのだろう──ちらりとそう考えたレレナの耳に、囁ささやくようなツキの声が響ひびいた。

「あれだ、レレナ、あれに乗れ」

「──あれ？」

　ツキが鼻先で示したものを目の当たりにして、レレナは顔を強こわ張ばらせた。レレナから見て手前の車線、その左手の方向から一台の車──直ちよく方ほう体たいの荷台を載せた引っ越し用のトラックがずんずん近づいてくるのが見えた。間違いない。他に乗るべきものなどどこにも見当たらない。と、レレナと同時にツキの言葉の意味を察したのか、舞まいが場に似つかわしくない無む邪じや気きな声で、

　──うわーすごいかっこいー、アクション映画みたい

「お前は黙ってろ。いいかレレナ、タイミングは俺が取ってやるから、合図と同時に飛び移れ。わかったな」

「……なんで私がこんな目に……」

　レレナの泣き言には耳も貸さずに、ツキは隣で耳を立てヒゲをいっぱいに膨ふくらませている。そのヒゲの先が一定の間かん隔かくでゆらゆらと揺らめいていて、こうやってタイミングを計っているのだろうか──とレレナが思った瞬間、ツキは大きな声で叫んだ。

「今だ!!」

　その声に身体からだが反射的に動いた。かなりの速度で目の前を通り過ぎるトラックに向かって、レレナは思い切り地面を蹴けった。べしゃん、とトラックの荷台の側面に顔をしこたま打ちつけ、慣かん性せいの力に身体からだを持っていかれそうになったものの、レレナはかろうじてその手を荷台の縁ふちにしがみつかせることができた。小こ柄がらなレレナの身体が風ふう圧あつでぶらぶらと頼りなく揺れ、その肩の上からツキの重みがふっと消え去る。じんじんと痛む鼻に目を滲にじませながら顔を上げると、いち早く荷台に上がったツキが小こ馬鹿にしているような顔つきでこちらのことを見下ろしていた。

「なにしてる、さっさと上がってこい。運転手に気づかれるだろうが」

「うう……」

　恨うらみ顔で見上げてみても、ツキはなんの反応も示してはくれない。レレナは仕方なく自分の身体を荷台の上に押し上げた。以前は懸けん垂すいの一回もできなかったはずのレレナでも拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと乗り上がることができたのは、半はん吸血鬼の持つ力の恩おん恵けいだろうか。が、荷台の上に腰を落ち着けてみると、それまで全力で走りつづけていた分の疲労が一気に押し寄せて、レレナはぜえぜえと息を荒くしながらへたばってしまった。レレナの背中からトラックの上に乗り移った舞まいが、至って能のう天てん気きな口く調ちようで言った。

　──ご苦労さまー。追いつかれなくてよかったねー

　レレナは舞のことをぎらりとにらみつけ、息も切れ切れに、

「…………なんか、すごい、理り不ふ尽じんな感じが、する、んだけど」

　──そ？　でもまあしょうがないじゃん、追われてるのはあたしじゃなくてレレナなんだからさ。ま、いざとなったらあたしが助けてあげるから、大おお船ぶねに乗ったつもりでどーんと構えてなさい

　もはや言葉を喋しやべる気力も失って、レレナはその場に大だいの字じになって寝ね転ころがった。舌を出して荒い呼吸をしばらく続けていると、心なしか楽になってきたような気がする。トラックの荷台が汗ばんだ背中にひんやりと心地よく、吹き抜けていく風が熱した頰ほおに気持ちいい──と、そんなレレナの安あん息そくを吹き飛ばすかのように、耳元でツキの険けんのある声が混じった。

「おいこら、なにをのんびりしているんだ。これからの対策を立てるぞ」

「………………」

　ぐったりと身を横たえていたレレナは、それでもツキの言葉には逆らえずにその身を起こした。すでに呼吸は元に戻っている。こちらも吸血鬼になったおかげだろうか、少し休んだだけでもずいぶん体力が回復しているのがよくわかった。

「さて──まあ、最初の計画ではこのまま青あお池いけ城じようまで逃げ切るつもりだったんだが……」

　そう言ってツキは、ちらりとトラックの後方に視線を向ける。つられてレレナもそちらのほうを見み遣やり、

　──まあ、無理だろうねえ、『あれ』から逃げ切るのなんて

　同じく流れていくトラックの後方の景色を見ていた舞が、肩をすくめてそう言った。レレナは凍りついたかのように身体からだを強こわ張ばらせたまま、悪あく夢むでも見ているような気分で『それ』をじっと見つめていた。

　人ひとり歩いていない夜の並木道はどこか寒々しく、点々と配置してあるランプがさらにその物もの悲がなしさを加速させている。延々と同じ道を進んでいるのではないかと錯さつ覚かくしてしまいそうな、いつまでも変わらない同じ景色──その中にあって、ひとつだけ着実にこちらに近づいてきているものがあった。流れていくアスファルトの上を滑るように走る、漆しつ黒こくの影。よく見てみればそれが高速で四足を動かしている真っ黒な狼おおかみであり、さらに目を凝こらせばその狼の瞳が自然では決してありえない深しん紅くに輝いていることがわかっただろう。その赤色の視線が不ふ意いに跳ね上がり、荷台の後部から身を乗り出していたレレナのことをひたりと見み据すえた。

　笑った。

「っ…………!!」

　弾はじかれたように後ろに飛びのいて、しかし着地もままならずに尻しり餅もちをついてしまった。火ほ照てっていた身体の熱が一気に揮き発はつした。あまりの恐怖に声も出ない。同じく荷台の後部で狼のことを見ていたツキと舞まいがそんなレレナを振り返り、交互に話しはじめた。

「あいつから逃げ切るのは、はっきり言って不可能だ。お前は半はん吸血鬼だから、朝まで逃げつづけることができればどうにかなるのかもしれないが──」

　──ま、それも無理だと思うよ。さっきちょっとスピードメーター見たんだけどさ、このトラックかなりの速度で走ってるんだよね。でもあの狼おおかみはどんどん近づいてきてるわけだから

「このまま乗っててもジリ貧ひんだな。大だい体たい信号に捕まったらその時点でアウトだ。かと言ってレレナがこの車くるま以上の速度で走れるとも思えないし──」

　二人が自分のために話し合ってくれているというのはわかっていた。こういうときだからこそ冷静にならなくてはいけないということも理解していた。だが、それでもレレナは、自分の肩や背中に便びん乗じようしていた舞やツキがいたって平静にああだこうだ言い合っているのを見て、どうしても怒りを抑えることができなくなってしまった。レレナはばっと立ち上がると、涙の滲にじんだ声を思い切り張り上げた。

「そんな──そんな、じゃあ、じゃあ一体どうすればいいんですかっ!?　このままでいるのもだめ、逃げ切るのも無理なんて──それに私、もうこれ以上走れませんよ！　もう足が動きません!!」

　──ちょっとレレナ、落ち着いて……

「落ち着け？　落ち着けですって!?　そんなの無理に決まってるじゃない！　あんな怪かい物ぶつみたいな狼に追っかけられてる真まっ最さい中ちゆうだっていうのに、落ち着けるわけないでしょ!?　そりゃ舞は落ち着いてられるのかもしれないよ。だって舞が追っかけられてるわけじゃないもんね。でも、でもね、実際に追いかけられてる私にしてみれば、とてもじゃないけどそんな冷静になってる余よ裕ゆうなんてないんだから!!」

　ただの八やつ当あたりだった。そのことはレレナ自身が一番よくわかっていたし、そんな自分のことが途と方ほうもなく情なさけなかった。困り顔の舞まいとツキに向かって怒ど鳴なり散らしているあいだにも、そんな緊きん張ちようと恐怖と自己嫌けん悪おがない交ぜになった感情が押し寄せてきて、いつしかレレナはぽろぽろと涙をこぼしはじめていた。

「……なんで、なんでわたしばっかりこんな目に──本当はもう、今週中にはお母さんたちのところに戻ってるはずだったのに、それなのになんで、なんでこんな──」

　一瞬──ほんの一瞬だけ、舞はきゅっと唇くちびるを嚙かみ締めた。レレナはそのことに気づかない。他人のことを気にかけていられる余よ裕ゆうなど、今のレレナはこれっぽっちも持ち合わせてはいなかった。舞はゆっくりとかぶりを振ってから、レレナと同じようにしてトラックの荷台の上に『接せつ地ち』、すっとその場に立ち上がった。

　ずいとレレナのほうに顔を近づける。虚きよを突かれたように顔を上げた彼女の頰ほおを、舞は触れることのできない手でそっと撫なでた。静かな強さに満ちた目でレレナの瞳を覗のぞき込みながら、舞は言った。

　──そのために、あなたは今逃げてるんでしょ？　お母さんやお父さんや、家族のところに戻るために頑がん張ばってるんでしょ？　確かにあたしは当事者じゃないし、レレナが今どれだけ怖いかっていうのもなんとなくでしかわからない。でも、それでもさ、そんなふうにめそめそ泣いてるだけじゃなんにも解決しないってことくらいは、あたしにだってわかるんだよ

　レレナの泣き顔が傷つけられたように歪ゆがみ、舞はそれを見て温かく微笑ほほえんだ。レレナの両りよう肩かたに手を載せ、それこそ鼻先が触れ合うほどの至し近きん距離まで顔を近づけて、さらに言葉を続ける。

　──泣き言はいくら言ってもいいよ。あたしやツキくんに八つ当たりしても構わない。だけど、悪あく態たいつきながら、泣き喚わめきながらでもいいからさ、絶対に足を止めちゃだめだよ、レレナ。お母さんやお父さんのところに本当に戻りたいんなら、絶対、絶対に諦あきらめちゃだめ

　呆ほうけたようなレレナの顔に、舞はくすぐったそうに笑った。その頭をぽんぽんと叩たたき、あやすような口く調ちようで言う。

　──大丈夫、きっと帰れる──ううん、きっとあたしが帰してあげるから。あんな奴やつに、絶対にレレナを渡したりなんかしない。だから、ね、あたしのこと信じて、落ち着いて話を聞いて

　そう言った舞の顔は、なぜだか空そら恐おそろしいほど大人おとなびてレレナの目に映った。普段の彼女からは想像もできないほど冷静で知的な色合いを含んだその声に、レレナはほとんど反射的にこくんと頷うなずいてしまった。ツキでさえも目を見開いて、別人でも見るかのような目で舞のことをまじまじと見つめている。そのツキにふと視線を移して、舞は真剣そのものの口調でこう切り出した。

　──あたし、作戦を考えたんだ。ツキくんも聞いて。これがうまくいけば、少なくとも時間稼かせぎくらいにはなると思う。あのね、まず──
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　今回の『作戦』に当たって編成された狙そ撃げき班はんは四つ、ということはつまり十二人の狙撃手がこの戦いに駆り出されたことになる。妥当といえば妥当な数字だ。相手はなにしろあの『主人』であり、彼らの持つ『霧きり』の回かい避ひ能力や『狼おおかみ』の破は壊かい力を考えるのならば、できるだけ近きん接せつ戦せん闘とうを避けようとするのは至し極ごく当然のことだった。それだけに広ひろ中なかは、四つある狙撃班のうちのひとつを任されたということに重大な責任を感じていた。

　気弱な性格からとかく侮あなどられることの多い広中が唯ゆい一いつ誇ることのできるものが、狙撃能力だった。その腕は組織内でも随ずい一いちとの評判が高く、別わけてもボウガンの扱いに関してはあの玄げん翁のうですらも敵かなわないほど熟じゆく練れんしている。吸血鬼の膂りよ力りよくを駆く使しして扱う総そう重量二十キロの特製ボウガン、通常の人間では弦げんを引くことすらできないその巨大な武器を、広中はまるで自分の身体からだの一部のように自在に操あやつることができた。

　だから広中は、『主人』に向けて放った最初の一いち撃げきがその足に命中し、スコープの中で『主人』が大きくよろめくのを見た瞬間、今回の『作戦』の成功を確信した。相手の逃げ足さえ奪ってしまえばもうこちらのものだ。あとはつかず離れずの距離を維持しながら、延々とボウガンを射ち込みつづけていればいい。銀の祝福が完全にあの『主人』の動きを封じてしまえば、生け捕りなど容易にできるはずだった。

　が。

『──ちょっとヒロくん、なにやってんの！　危ないじゃないのよ！　背中に当ててどーすんの、この作戦の意味わかってるの!?』

「すっ、すいません！　阿あ部べさんたちが勝手に──あ、ちょっと！」

　実戦班とは違い、ひとつ狙そ撃げき班はんは三人の狙撃手から成っている。そのうちの広ひろ中なか以外の二人、阿部と加か藤とうが突とつ然ぜん広中の命令を無視して主人に接近しはじめたのだ。広中も最初のうちは不ふ審しんに思っていただけだったが、阿部の放った矢が主人の背中に命中したのを見て、ようやく彼らが暴走しているのだということを理解した。

「阿部さん──待ってください、阿部さん！」

　かなり先を先行して走っている阿部と加藤、そのうちのひとり──加藤のほうが走りながら顔だけを振り向かせた。その横顔には蔑さげすみの混じった笑えみが浮かんでいる。広中の制止を完全に無視して、二人は屋根から屋根へと飛び移り、どんどん主人に近づいていく。気でも狂ったのか、と広中は焦しよう燥そうの中で思う。このまま遠距離からの狙撃を続けていれば勝利は確実だというのに、一体なんの得があって接近しなくてはいけないのだ──

　ふと、広中はあることに気づいた。と同時に、耳元のインカムから先ほどよりは落ち着いた歩あゆみの声が響ひびいてきた。

『──わかったわ。ヒロくん、ひとまずあなたは退ひきなさい。こっちでも確認が取れた。阿部と加藤が暴走したのね』

「は、はい、でも──」

『あいつらは自じ業ごう自じ得とくだとしても、あなたまで犠ぎ牲せいになる必要はないわ──ちょっとヒロくん、聞いてるの？　早く止まりなさいってば！』

　うつむき、歯を食いしばる。二人のあとを追って跳ちよう躍やくしながら、広中は絞しぼり出すような声で、

「…………すいません！」

　そう言って歩との通話を切断した。一ひと呼吸ついてから、ぐんぐん遠ざかっていく阿部と加藤の背中を追ってさらにスピードを上げる。すかさず腰に収めた携帯電話が振動を始めるが、広中は後ろめたく思いながらもそれを無視した。恐らく「退け」というのは玄げん翁のうの指示だろう。こんなアクシデントで貴き重ちような狙撃手を失うわけにはいかないから。だが、広中はどうしてもその命令に従うことができなかった。

　損そん得とく勘かん定じようではないのだろう、と二人の背中を見み据すえながら、広中は静かに考える。彼にもわからないわけではない。相手はあの主人──そう、自分たち人生をめちゃくちゃに引ひっ搔かき回した、呪のろわしい化け物なのだ。ほとんどの従じゆう者しやは主人に対して、絶対的な恐怖と共に、身を焦こがすほどの憎ぞう悪おを持ち合わせている。度たび重かさなる狙撃によって這はいつくばる主人のことを見て、その憎悪が理性を吹っ切ってしまったとしても不ふ思し議ぎはなかった。

　だが。

「……だからって、勝てるわけないじゃないか」

　懸けん命めいに走りながら、広ひろ中なかは悲痛に顔を歪ゆがめてそうつぶやいた。広中にも阿あ部べや加か藤とうの気持ちはわかる。気弱な彼の中にも、主人に対する怒りは確かに存在しているからだ。だが、怒りや憎しみだけでは主人に打ち勝つことなどできはしない。憤ふん怒ぬに踊らされているあの二人は、その事実を完全に見失っている。

　それならば、自分が説得するしかない。彼らの気持ちがわかるだけに、歩あゆみの言葉どおりに二人を見捨てて自分だけ退ひくことなど、広中には到とう底ていできそうになかった。彼らを取りまとめるべき班長として、また同じ従じゆう者しやとして、自分ひとりだけ尻尾しつぽを巻いて逃げ去ることなど絶対にできなかった。

　と、突然視し界かいが開けた。今までの路ろ地じの二倍ほどの広さの通り、人ひと気けのないその道路の上に降り立ってから、広中は息を詰まらせて目を見開いた。数歩先さきにいる阿部と加藤が、そんな広中のことを少しだけ驚いたような表情で振り返っている。

「へえ──思ったより根性あるじゃねえか、班長さん。てっきり途中で逃げ出すものだと思ってたのによ」

　そう言ったのは、阿部に比べて粗そ野やな感じのする加藤だった。その言葉とは裏うら腹はらに、口元には馬鹿にするようなにやにや笑いが浮かんでいる。

「けどな、俺たちはあんたのことなんか別に必要としてないんだわ。ここまでついてきてくれたのはご苦労なことだが、お引き取り願えるか、班長さん」

「そう──」

　そうつぶやいて、阿部は前を向いた。広中に背中を向けたまま、冷たく言い放つ。

「こいつを殺すのは、俺たちだ。お前は帰れ」

　ごくり、と広中は唾つばを飲み込んだ。肩を並べて立ち尽くしている阿部と加藤からさらに先に離れた場所に、ひとりの青年がぐったりと倒れ伏している。身体からだの各所に血を滲にじませて、そのうちの数すう箇所にはまだ矢が刺さったままだ。生きているのか死んでいるのかわからないようなその有り様からは、かけらほどの脅きよう威いも感じられない。

　だが、違う。そう見せかけているだけだ。相手はただの人間ではない。倫りん理りや常識などには微み塵じんも囚とらわれることのない、人じん智ちをはるかに超えた怪かい物ぶつなのだ。その怪物が、なんの目的もなしにあんなふうに横たわっているはずがなかった。

　広中は、ようやくかすれた声を絞しぼり出した。

「──だめ、だめです。それ以上、それ以上近づいたら──」

「襲おそわれるってか？　は、そんなこた関係ねえんだよ」

　そう言って、加藤も前を向いた。手にした巨大なボウガンを主人へと向け、憎悪が端はし々ばしに滲にじみ出た声で、

「こいつを、こいつらを殺せるのなら、どんな危険だって関係ねえ。俺たちは今までずっと、そのために生きてきたんだからな」

　一歩、足を踏み出す。阿あ部べと加か藤とうは互いに距離を取りながら、倒れ伏してぴくりとも動かない主人のことを挟はさむような形でゆっくりと近づきはじめた。顔から血の気が引いていく感覚。もうすでに主人の射しや程てい圏けん内ないに二人は侵入してしまっている。これ以上近づいては自分も危ない。じわじわと這はい登ってくる恐怖に、足が凍りついたように動かなくなってしまっていた。棒のようにその場に立ち尽くしながら、それでも広ひろ中なかは二人の背中に向かって叫んだ。

「近づいちゃだめだ!!　わからないのか、そいつは──そいつは『主人』なんだぞ!!　あの『主人』が、なんの目的もなくただそこに寝ねっ転ころがってるなんてことがあると思うのか!?」

　加藤は忌いま々いましげに振り返り、

「……うるせえな、腰こし抜ぬけは引っ込んでろ！」

　阿部がボウガンを構え、主人に狙いをつけ、

「長かった。やっと、仇かたきを討うてる。──死ね、吸血鬼!!」

　その瞬間、相手の主人は阿部や加藤や広中に対して背中を向けて横になっていた。広中の位置からでは、どう頑がん張ばっても主人の相そう貌ぼうは見えなかったはずだ。が、にも関かかわらず広中は、そのとき主人が「にやり」という狡こう猾かつな笑えみを顔に浮かべたのを確かに感じ取った。

「嫌だね」

　嘲あざけりを含んだ声と同時に、主人の姿がふっと搔かき消えた。足を踏み出しかけていた二人はぎくりと身を強こわ張ばらせ、そして静止する阿部と加藤のうち、広中のほうによそ見をしていた加藤が最初の犠ぎ牲せいとなった。

　なんの前まえ触ぶれもなく、黒い影が横よこ殴なぐりに加藤に襲おそいかかった。阿部も広中も反応することすらできなかった。実体を得た黒い疾しつ風ぷうのようなその影は、加藤の大おお柄がらな身体からだを易やす々やすとくわえ込み、呆あつ気けに取られて棒ぼう立だちになった阿部と広中のあいだを縫ぬうようにして走り抜けていった。阿部は慌あわてて後ろを振り向き、恐怖に歪ゆがんだ顔で広中を──広中の、すぐ背後をにらみつけた。それとほとんど同時に、あまりにも場に似つかわしくないとぼけた声が響ひびいた。

「──銀、か。僕も自分の種族の生せい態たいについていろいろ研究してきたほうだけど、さすがに銀の実用性は試してなかったなあ。なにしろほら、銀は高価だから」

　背せ筋すじに冷たいものが走る。それでも広中は勇気の限りを振り絞しぼり、恐る恐る、顔だけで後ろを振り返った。

　なんのことはない、少し顔色が悪いことを除けば、どこにでもいる普通の青年だった。やや華きや奢しやな感じのする身体つきもその顔に浮かんだにこやかな笑えみも、見る人によれば控ひかえ目で礼儀正しい好こう青年という印象を受けるかもしれない──その青年のすぐ前に、首のない身体が横たわっていなければ。

　それが加藤のものであることは瞭りよう然ぜんなのに、それでも広中はすぐには実感が湧わいてこなかった。先ほどまであれだけ悪あく態たいをついていた加か藤とうが、ほんの一瞬のうちに物もの言いわぬ屍しかばねになってしまったということが、どうしても信じられなかった。

　主人はゆっくりと立ち上がると、握り締めていた右手を広ひろ中なかたちのほうにぐっと突きつけてきた。ただそれだけの挙きよ動どうを阿あ部べも広中もみっともないくらいに警けい戒かいし、その慌あわてぶりを見て主人は楽しそうに笑った。血に濡ぬれそぼる右手を開くと、そこからなにか一ひと塊かたまりのどろりとしたものが垂れ落ちた。毒々しいピンク色に染まったその塊の表面に浮かぶ、複雑で独特な皺しわ模も様ようを見ても、一いつ瞬しゆん広中にはそれがなんだかわからなかった。が、主人のすぐ前に転がる加藤の死体と奇き妙みようなその肉にく片へん、それらの事じ象しように『脳のう』という言葉が結びつくのに、そう長い時間はかからなかった。途と端たんに背せ筋すじが粟あわ立だち、広中はその場から二歩ほど後退した。

　主人は広げた右手を顎あごに当て、ふむ、とわずかに首をかしげた。

「ところで、この銀の効力って一体いつまで続くのかな？　まさか一生このままってことはないと思うけど──もしかしたら、銀に傷つけられた箇所を取り除けば、また再生しはじめるのかな。よければ教えてくれない？」

「…………黙れっ!!」

　阿部が押し殺した声でそう叫び、手にしたボウガンを主人に向かって構えた。主人はそれを見て困ったように眉まゆ根ねを寄せ、右の手のひらを阿部のほうに静かに広げて見せた。五本の指をなにかを揉もみしだくように動かして、

「わんわん」

　瞬間、主人の右手が真っ黒な獣じゆう毛もうに覆おおわれた。まるで女性のようだった手のひらは上下左右に膨ふくれ上がりながらその体積を増していき、それと反はん比ぴ例れいして主人本ほん体たいの大きさが見る見るうちに萎しぼんでいく。しなやかな五本の指は次々に枝分かれして禍まが々まがしく尖とがった牙きばへと成り果て、手の甲こうに裂さけるようにして二つの赤い光が灯ともった。ただの右手は瞬またたく間まに人ひとりの頭を優に嚙かみ砕くだけるほどの巨大な魔ま獣じゆうの顎あごと化して、開いた口こう腔こうの奥から湿った呼こ気きを吐き出した。

『狼おおかみ』。

「あ……うあ…………」

　爛らん々らんと輝く赤い瞳に見み据すえられただけで、『支配』をかけられでもしたかのように広中の全身から力が抜けた。ぺたんとその場にへたり込んだ広中に、狼はのそりと近づいてきた。戦おうとも逃げようとも思わなかった。恐怖や後こう悔かいすら浮かんではこなかった。空白になった頭の中に染み渡るのは、火を見るよりも明らかな理解の色──自分は今から死ぬのだという、この上なく単純明めい快かいな事実だ。

　そこにあるのは、漆しつ黒こくに渦うず巻まく炎ほのおのような毛皮を纏まとった、『死』そのものの姿だった。

「ぐ、────あああああああああああっ!!」

　恐怖の叫びか鼓こ舞ぶの雄おた叫けびか、阿部が大声を上げながらボウガンの引き金を引き絞しぼった。悲ひ惨さんを通り越して滑こつ稽けいだった。三歳さい児じでもわかる。あんな巨きよ獣じゆうを前にして、そんなオモチャが一体なんの役に立つというのだろう。案あんの定じよう、広ひろ中なかの目の前で狼おおかみは頭の一ひと振ふりだけであっさりとその矢を叩たたき落し、嘲あざ笑わらうかのような一瞬、狼はその巨体からは想像もつかないほどの俊しゆん敏びんさで広中を飛び越して阿部に襲おそいかかっていた。広中の目は、半なかば機械的に狼の動きを追っていた。

　ばくん、という音を立てて、狼の顎あごが信じられないほど大きく開いた。呆ほうけたような阿部の顔が、その顎のあいだに挟はさまれて牙きばを突き立てられ、踏みつけられた紙コップのようにぐしゃぐしゃに砕くだかれる様さまを、広中は一部始し終じゆう目もく撃げきしていた。目を閉じようとさえ思わなかった。あまりに呆あつ気けなさすぎたために現実感が湧わいてこなかっただけなのかもしれない。が、狼が頭をなくして崩れ落ちる阿部からこちらに向き直ったときだけは、普段は止まっているはずの心臓が跳ね上がるのを感じた。

「……ひっ、い、いひっ、いいいいっ…………！」

　裏返った声が口から漏れるのを止めることができなかった。立ち上がることすら忘れて、ただ狼から遠ざかりたい一いつ心しんで、広中は尻しりを地面につけたままずりずりとあとずさりをした。狼はそれを見て確かに笑った。楽しげにその口元を歪ゆがめながら、ゆらりとこちらに向かって足を踏み出し──

　突然、弾はじかれたように鼻先を天に向ける。にわかにその全身に緊きん張ちようが漲みなぎり、次の瞬間に狼は俊しゆん敏びんな動作で身を翻ひるがえしていた。その動きに広中が身体を強こわ張ばらせるのと、一瞬前まえまで狼がいた地点に幾いく本ほんもの矢が突き刺さったのは、ほとんど同時の出来事だった。なにが起こったのかさっぱりわからずに広中はぽかんと口を開き、すさまじい速度で路ろ地じを駆け去っていく狼の後ろ姿を、ただぼんやりと眺ながめていた。と、そんな広中のすぐ後ろで、聞き覚えのある声が聞こえた。

「……やはり、動きが不自然だな。あの姿になっていても、ダメージまで消えるわけではないということか」

　弾はじかれたように振り向くと、そこには玄げん翁のうがいつもどおりの無表情を浮かべたまま佇たたずんでいた。玄翁は呆ぼう然ぜんと見上げる広中の顔をちらりと見下ろし、

「援えん護ごが遅れた。一時的に監かん視し班はんが主人の居い場所を見失っていたんだ」

　それでもまだ広中は現実を受け止めることができない。死の一歩手前から引き上げられて、半ば自じ失しつ状態になってしまっていた。玄翁はその状況を素早く汲くみ取り、ふと後ろを振り返ってこう言った。

「木き崎ざき、広中の面めん倒どうを頼む」

　いつの間にか、歩あゆみを含めた指し揮き班はんの全員がすぐ後ろに控ひかえていた。歩は怒ったような顔で玄翁の言葉に頷うなずき、つかつかと遠えん慮りよのない足取りで近づいてくると、いきなり広中の頭をぼかりと殴なぐりつけた。

「この──バカヒロっ！　なんであそこで先に進むのよ、あたし止まれって言ったじゃないの!!　助かったからいいようなものの──あのバケモノに食われてたらどうするつもりだったのよ!!　あたしやトオルの気持ちも少しは考えなさいよこのあんぽんたんっ！」

「……あんぽんたんってお前」

　呆あきれたように小さくそうつぶやいたのは、歩あゆみの仇きゆう敵てきであり悪あく友ゆうであるところの田た所どころだった。歩はぎっと田所のことをにらみつけ、冷めやらぬ怒りを拳こぶしに込めて猛もう然ぜんと殴なぐりかかる。まるで中学生のようなその行動をぼんやりと見つめながら、広ひろ中なかはふと頭に痛みを感じた。歩に殴られたときのものだ。どうやら手て加か減げんはしてもらえなかったらしく、触れるたびに結けつ構こうな痛みがずきずきと走った。

　が、その痛みは、決して不快ではなかった。

　それもこれも、生きているからこそだ。

　そう思い、広中は深々と、安あん堵どの息を吐いた。




　阿あ部べと加か藤とうの死体をトラックに運び込むように指示してから、玄げん翁のうがふと左耳のイヤホンを押さえる。監かん視し用の帯たい域いきからの連絡。標ひよう的てきの現在位い置ちを確認。場所は──

　玄翁の顔に、一瞬、さざめくような変化が起こった。様々な思いが複雑に絡み合いもつれ合いながら、玄翁の表情に名めい状じようし難がたい感情を浮かび上がらせる。だが、それに気づいたものは誰ひとりとしていなかった。あまりにも短いあいだに起きたあまりにもかすかなその変化は、誰かに見み咎とがめられる前にまたいつもどおりの無表情の中に消えていってしまったからだ。

　抑よく揚ようのない声で、玄翁は小さくつぶやいた。

「──また、厄やつ介かいなところに逃げ込まれたものだ」

　数歩前に進み出て、玄翁は狼おおかみの消えていった路ろ地じの闇やみに目を向ける。静かなその視線には、強きよう靭じんな意志と、そしてどことなく悲しげな色が浮かんでいた。




　　　　◆




　一気に差を詰めてとっ捕まえることなど、その気になればいつでもできた。主人と従じゆう者しやの身しん体たい機能にほとんど差はないのだとはいえ、それなりに力を費やした『狼』に変化すれば、人間形態の従者などほとんど止まっているに等しいからだ。にも関かかわらず上じよう弦げんがこのちんたらとした追跡に終しゆう止し符ふを打とうとしなかったのは、ひとえにあの娘──レレナの怯おびえるさまをじっくりと楽しみたかったからだった。

　上弦は──アスファルトの上を高速度で疾しつ走そうする『狼』は、その赤い舌をぞろりと覗のぞかせた。笑ったのだ。トラックの荷台からこちらを窺うかがってきたときの、レレナのあの目、あの表情！　思い出すだけで腹がよじれるほどの笑いの衝しよう動どうが込み上げ、嗜し虐ぎやく心しんが音を立てて燃え盛りはじめる。あのかわいらしい顔を、さらなる恐怖で歪ゆがめたいと思う。魎りよう月げつが愛めでたであろうあの美しい少女を、めちゃくちゃに踏みにじってやりたいと思う。そのことを思うたび、上じよう弦げんの身体からだに暗く湿った喜びが走るのだった。

　とはいえ、ただ追いかけるのにも飽きてきた。そろそろ主しゆ菜さいに移るとしよう。

　走行のピッチをやや落とし、その代わりに一歩ごとの歩幅を大きくする。四し肢しの筋肉が、波打つようにしなやかに動きはじめる。跳ちよう躍やくに似た動きで走りながら、上弦は心の中でタイミングを数え、頃ころ合あいを見計らって一気にトラックの荷台へと飛び移った。

　がぎん、という音がして、狼おおかみの鉤かぎ爪つめが荷台の縁ふちにかかった。そのまま一気に己おのれの身体を持ち上げ、持ち上げながら『狼』の能力を解かい除じよする。息を吞のむほどの時間を挟はさんで、人ひと型がたへと戻った上弦はトラックの荷台に乗り上がった。

　その薄い唇くちびるが、にい、と笑えみの形を形作る。

「……やっと会えた」

　上弦の声を聞いて、レレナは「ひっ」と鋭く喉のどを鳴らした。荷台の前方部分、座席方向に身を寄せながら、小こう兎さぎのように縮こまって震えている。その有り様、その表情に、上弦の笑みがさらに深くなった。

「別に逃げなくてもいいのに。大丈夫、一応は、生かしておいてやるから」

「聞くな、レレナ。耳を塞ふさげ。相手にするんじゃない」
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　ぴくりと眉まゆを動かして、上じよう弦げんは声の主ぬしに目を向けた。尻尾しつぽの先まで真っ黒な猫が、あとずさりしすぎて今にも荷台からずり落ちそうなレレナのことを守るようにして立ちふさがっている。しばしの沈ちん黙もくのあと、上弦は「ああ」と声をあげた。

「なるほど、お前が魎りよう月げつさまの使つかい魔まか。『感かん知ち』の能力を特化しているのか──まあ、猫ねこ種しゆならばそのへんが妥だ当とうなところだな。おかげで追いつくのにずいぶん手て間ま取どってしまったぞ」

　そう言って上弦が一歩足を踏み出すと、黒猫は「シャッ！」と牙きばを剝むいて威い嚇かくした。四し肢しを踏ん張って、『主人』である上弦のことを燃えるような瞳でにらみあげてくる。実力の差は歴れき然ぜんとしているにも関かかわらず、それでも毛ほどにも物もの怖おじしない黒猫に、上弦はふと微笑を浮かべた。

「勇ゆう敢かんな猫だ。さすがに魎月さまの使い魔を務めているだけのことはある。だが──」

　もう一歩、詰め寄る。それでも黒猫は怯ひるまない。変わらぬ強い表情で、じっと上弦のことを見つめている。上弦の顔に浮かんだ笑えみが、次第にその性質を異にしていく。冷れい笑しようを貼はりつけて黒猫を見下ろしながら、上弦は嘲あざけるように言葉を続けた。

「──だが、頭はよくないようだな。この状況、お前ごときが犠ぎ牲せいになったところでどうにかできるとでも本気で思っているのか？」

　見上げたまま、黒猫も「にやり」と笑い、

「無論だ。だが、買いかぶってもらっては困る。俺はお前ごときを相手に犠牲になる気などさらさらない。その上でこの状況をひっくり返す自信はあるがな」

「……使い魔風ふ情ぜいが、賢さかしげな口を」

　この目つき、気に食わない。目の前のこの黒猫は、根こん拠きよもなくただ虚きよ勢せいを張っているわけではないらしい。なにかを企たくらんでいる。絶望など微み塵じんも感じさせないその瞳の色が、雄ゆう弁べんにそのことを物語っている。今すぐにこの猫を叩たたき潰つぶしてレレナを捕まえればそれで事は済むはずだったが、しかし、身のうちに湧わき上がる警けい戒かい心しんが上弦の足を止めさせた。

　確かにこの猫は感かん知ち能力に特化しているらしい。だが、使い魔である以上はそれなりの身しん体たい機能を有しているはずだし、ことに種族が猫となればその瞬しゆん発ぱつ力はなかなか侮あなどれないものがある。上弦にとって使い魔猫ねこなど塵ちり芥あくたに等しい存在ではあるが、それでも一いち撃げきで仕し留とめるのは難しいかもしれない。最初の一いち撃げきを外したその直後──恐らくこの猫の企みは、その一瞬の空くう隙げきをついた『なにか』のはずだ。用心すべきはその『なにか』であり、それさえ避けてしまえばあとは好きなように料理できる。同じトラックの上にいる以上、時間はいくらでもあるのだ。ここは軽々と動くべきでは──

「上うえ様さま」

　後ろから聞こえた抑よく揚ようのない声に、上弦は黒猫に意識を残しながら振り返った。いつの間に人間形けい態たいに戻ったのか、ツルはその大きな瞳をきょろりと動かして、唇くちびるを震わせながら言った。

「そいつ、殺します」

　ツルの顔には、表情らしい表情も浮かんでいなかった。極まった殺さつ意いだけが作り物のように貼はりつき、その目元や口元が時折ぴくぴくと痙けい攣れんしている。その顔を見て上じよう弦げんは驚いたように眉まゆを広げ、それから柔らかく笑った。

「ああ、そう言えばそうだった。お前のほうが優秀な使つかい魔まであることを証明するんだったな。よし、許すぞ、ツル。存分に引き裂いてしまえ」

　上弦の前へと一歩進み出る。そのポニーテールが静かに震えているのが見えた。ゆっくりと黒猫に近づきながら、ツルは奇き妙みように上うわ擦ずった声で、

「……上うえ様さまを、上様を、『ごとき』だと？　お前？　猫の分ぶん際ざいで、クソ畜ちく生しようの分際で、よくもそんなことを口にできたな？　ちゃんと覚かく悟ごはできてるんだろうな？　ツルが今からお前の喉のどを食い破ってやるからな？」

　それを聞いても黒猫は顔色ひとつ変えず、むしろ侮ぶ蔑べつ的に「はっ」と笑った。

「変化種か。キツネかタヌキか知らないが、ころころ姿を変えることしか能のないお前らがそんな大たい層そうな文もん句くを吐けるとはな。ま、従じゆう者しやの小こ娘むすめを追いかけ回すような主人には、お似に合あいの使い魔か」

　ツルの背中から、かろうじて保っていた人間の気配が消えた。腰を落とし、背中を丸めて、喉から「くるるるるる」と小さな唸うなり声を漏らす。後ろから見ている上弦にも、ツルの『変化』がありありとわかった。頭部が変形し耳の位置が上方にずれ、腕や足からは明るい色合いの獣じゆう毛もうがざわざわと生はえはじめる。恐らくは猫ねこ科かのなにか──豹ひようや虎とらのような獣けものに化けるつもりだろう。賢けん明めいな選択だ。瞬しゆん発ぱつ力を得え手てとする相手ならば、それを上回る瞬発力と動体視し力りよくで対抗すればいい。目には目を、歯には歯を。『変化』に特化したツルにとっては、それこそが最適の戦法なのだ。

　全身を獣毛で完全に覆おおったツルが、その両手──否いな、両前まえ足あしを荷台につけた。腰を高く上げ、いつでも飛びかかることのできる態勢を維持する。黒猫の小さな体たい軀くに、さすがに緊きん張ちよう感が漲みなぎった。上弦はどこを見るでもなくその光景をぼんやりと眺ながめ、それからふとレレナのほうに目を向けた。その目がわずかに見開かれる。

　怯おびえていない。

　先ほどまで色濃く浮かんでいた恐怖が、目覚しいほどの決意の表情に変わっている。

　瞬間、完全に虎と化したツルが短い咆ほう哮こうを残して黒猫へと襲おそいかかった。狂きよう猛もうを絵に描いたような動きでその爪を横なぎに振るい、しかし耳みみ障ざわりな音を立てて荷台に三み筋すじの爪つめ痕あとが刻まれたときにはもう、黒猫の身体からだは宙ちゆう高たかくを跳んでいた。そのままツルの背中に着地、と同時に空気を震わせるほどの大声で、

「舞まい!!」

　トラックの車体が大きく揺れる。左方向にハンドルを切りながらブレーキ、かなりの力で身体を前方向に持っていかれそうになり、上弦は素早く姿勢を低くしてその衝しよう撃げきに耐えた。ツルなどは完全にバランスを崩してトラックの荷台から転がり落ちていき、その背中を蹴けって黒猫が一直線に跳びかかってくる。片手を荷台の上についた不自由な態勢では、矢のように身体からだごとぶつかってくる黒猫を避けることなど到とう底ていできず、

『霧きり』、

　黒猫は上じよう弦げんをすり抜けてトラックの後方へと飛んでいった。上弦は急ぎ『霧』を解かい除じよ、そのまま一気にレレナのほうに向かって駆け出した。我われ知らず哄こう笑しようが口から漏れる。

「くく、っはははははははははは！　こんなものがお前らの作戦か！　──くだらない、こいつは私が頂いていくぞ!!」

　一瞬のうちに上弦はレレナとの間合いを詰め、慌あわてて逃げようとするレレナの首を絞しめ上げた。王手。このままこいつを引きずって取って返し、頃ころ合あいを見計らって玄げん翁のうに連絡を入れればいい。それでこの作戦は終わるはずだった。

　そうはならなかった。

　首を絞められ身体を持ち上げられて、怯おびえきった表情を今にも泣き出しそうに歪ゆがめながら、それでもレレナの目から決意の色は消えてはいなかった。背中を反らしながら「ぎりっ」とその歯を嚙かみ鳴らし、幼児が駄だ々だをこねるように身をよじって抵抗する。上弦は不快そうに顔を歪め、手に力を込めてその動きを封じようとした。と、ふとレレナはすぐ近くにある上弦の手に視線を落とし、その口をあんぐりと開けて、

「があっ!!」

　鋭く尖とがった犬けん歯しを上弦の白い手にがぶりと突き立てた。痛みこそほとんど感じなかったものの、驚きのあまりほんの一瞬だけ首を絞める力が緩んでしまった。その隙すきをレレナは見逃さなかった。手首を摑つかみ、骨が軋きしむほどの力で締めつけながら、空中に浮かんだ足を大きく振りかぶって上弦の下腹部あたりを思い切り蹴りつけた。息を詰まらせた上弦の手を激しく首を振って振り解ほどき、重力に引かれて落下しながらさらに上弦の顎あごを蹴けり上げる。鈍い音が響ひびいて上弦は上体を大きく仰のけ反ぞらせ、上弦の手から解き放たれたレレナはトラックの荷台に背中からまともに落下した。げほげほとむせ返りながら、それでも素早く後こう転てんして上弦との間合いを取る。ようやくバランスを整えた上弦は、切れた唇くちびるの血を無意識に舐なめとりながら、レレナのことをぎらりとにらみつけた。

「……大人おとなしくしていれば、痛い目に会わずに済んだものを」

　レレナは涙の浮かんだ眼めを、それでもまっすぐに上弦に向けて、

「誰が、誰が大人しくなんてするもんですか！」

　その言葉に、上弦は目を細めた。先ほどまで荷台の隅すみで縮こまっていた小こ娘むすめの姿はもうどこにもなく、戦いくさ乙おと女めのように毅き然ぜんとした雰ふん囲い気きを身に纏まとった少女がじっとこちらをにらみつけている。あの黒猫の気き概がいがレレナに乗り移ったかのようだった。気に食わない、と上弦はまた思う。なにが嫌いといって、身みの程ほどをわきまえずに突っかかってくる人間ほど嫌いなものはない。上じよう弦げんは腰を低く落として『狼おおかみ』を発動、こうなれば腕の一本や二本は仕方あるまい、なにどうせすぐに生はえてくるのだから、魎りよう月げつに対して気き兼がねなどする必要はどこにも──

　ぎゃりぎゃりと後輪を空転させて、突然トラックが走り出した。

　慣かん性せいの力に殴なぐりつけられ、上弦は吹っ飛ぶように後ろにバランスを崩した。普段の状態だったら踏ん張れたはずだが、このときの上弦は『狼』への移い行こう態勢にあり、さらに足の一部はすでに狼のものへと変わりはじめていて、極めつけに「隙すきあり！」とばかりにレレナがこちらに向かって突とつ撃げきしてきた。両手を大きく泳がせた上弦の胸を、レレナはなんの容よう赦しやもなく突き飛ばす。『霧きり』──という単語が浮かんだのは、アスファルトに凄すさまじい勢いで叩たたきつけられた上弦の頭の中でのことだった。

　ぐわんぐわんと鳴り響ひびく頭を抱かかえながら上弦はすかさず立ち上がり、混乱のためにいったん停止していた『狼』への移行を再開、人間から狼へと変わる時間すらも惜しむかのように走り出した。頭の中が煮えたぎっている。今まで優しくしてきてやったが、ここまでコケにされて許してやるほど寛かん容ような心を上弦は持ち合わせてはいなかった。加か速そく度ど的に流れていく視し界かいが今しがたの激げき突とつの衝しよう撃げきでぐるぐると歪ゆがんでいる。そのことにすら上弦は怒りを覚え、憤ふん怒ぬに沸き立つ頭の中でふと冷静に立ち戻った。

　──それにしてもあの小こ娘むすめ、ただの従じゆう者しやと思っていたのにずいぶんと力が強いじゃないか。あの覚かく悟ごの強さもなかなか油ゆ断だんできないものがある。狼の赤い瞳でひとにらみしただけで小しよう便べんを漏らしそうなほどに怯おびえていたくせに、いざ目の前にしてみるといっそ誉ほめてやりたくなるほどの豹ひよう変へんをやってみせた。それまでの恐怖がこちらの目を欺あざむくための演技だったとしたら──なかなかどうして、侮あなどれない娘だ。

　だが、しょせんは悪あがきに過ぎない。距離を離されても再び追いかければいいだけの話だし、それに向こうにはもう『感かん知ち』を司つかさどる黒猫がいないのである。耳じ目もくを塞ふさがれた状態で闇やみ雲くもに走り回るだけで、機き動どう力で勝る上弦から逃げきることなどできるはずがない。案あんの定じよう、初速の遅いトラックに上弦はあっという間に追いつき、その荷台に再び飛び乗ろうとした瞬間、ふと運転席の方向に動くものが見えた。レレナだ。なにをするのかと思って見ていると、レレナは無む謀ぼうにも走行中のトラックから思いきって飛び降りてしまった。転びそうになりながらもかろうじて態勢を整え、再び上弦に背を向けて走りはじめる。レレナの向かう先からは、幾いく多たものエンジン音が聞こえてきた。この通りと十字に交差したもっと大きな車線──そこまで逃げてまたトラックにしがみつくつもりか、と上弦は内ない心しんで嘲あざ笑わらう。

　影が伸びていくように、漆しつ黒こくの狼はさらにスピードを上げる。ぞっとするような無音の走行に、レレナが気づいている気配はない。声をかけて気づかせてやるのも一いつ興きようだと思ったが、それよりも上弦は、突然の激げき痛つうに瀕ひんしてあの美しい少女が一体どんな反応を示すのか──奇き声せいを上げて転げまわるのか、失くした器き官かんを元に戻そうと躍やつ起きになるのか、そちらのほうをこそ見てみたかった。だらだらと溢あふれる涎よだれが風圧に晒さらされて流れ落ちていき、充分に射しや程ていを見計らってから、上じよう弦げんは音ひとつ立てずに跳ちよう躍やくする。まずはレレナの細い腰こし元もと、長大な牙きばでそこを引き裂いて腸ちようを貪むさぼり食らうために、涎よだれを撒まき散らしながらその顎あごをばくりと開いた。すぐ眼がん前ぜんにレレナの背中、上弦は愉ゆ悦えつに目を細めながら、ぞろりと揃そろった幾いく十本もの牙を一気に嚙かみ合わせた。

　がちん、という音がした。

　そのままレレナの身体からだをすり抜けて、上弦は前方の空間に投げ出された。

　着地をしようという考えすら浮かんではこなかった。上弦の頭を一面に埋め尽くすのは、ただ『理解不能』を示す空くう虚きよな白、そのあいだにも巨大な狼おおかみはは間抜けな態勢で宙を舞いつづけ、やがて目を覆おおいたくなるような無ぶ様ざまな格かつ好こうで鼻先から地面に墜つい落らくした。「ざりっ」という嫌な音と共に鼻の先端が路面に削けずり取られ、そのままアクロバティックに身体をアスファルトに叩たたきつけられる。それでも上弦は慌あわてて起き上がり、後ろにいるはずのレレナへと目を向けた。

　パジャマ服を着込んだ見知らぬ少女が、上弦に向かって「べ～」と舌を出していた。

　ひく、と上弦の顔が引きつった瞬間、横から走ってきた車が彼女の身体を跳ね飛ばした。







幕間　涙の痛み







　血の臭いに惹ひきつけられてやってきた魎りよう月げつは、その光景を見て「ほう」と息を漏らした。

「……ずいぶんとまあ、派は手でに散らかしたな」

　まさに血の海だった。元が何人だったのかすらわからない。ただずたずたに引き裂かれた胴どう体たいや、根元からちぎり取られた手足がそこら中に転がり、まだ尽きてはいない血液をどくどくと垂れ流しにしている。歩くたびにぴちゃりぴちゃりと湿った音が響ひびき、座の中心にある熾火おきびになった焚たき火からは黒い煙が立ち込めていた。魎月はその中をゆっくりと進んでいき、ふと、その足元に目を止めた。

　片腕をなくし、胸から肩にかけてを切り裂かれた男が、死んだように横たわっている。ぴくりとも動かないその男は、しかし時とき折おり思い出したようにかすかなうめき声をあげていた。魎月はしばらく彼を見下ろしたあと、小さく息を吐き、おもむろにその首を踏み潰つぶした。びくんと大きく痙けい攣れんして、それきり男は動かなくなる。似に合あわぬ慈じ悲ひをかけた、とぼんやり思いながら、魎月は改めて上弦に向き直った。

「それで。なにがそんなに気に入らなかったんだ？　襲おそわれそうにでもなったのか」

　血の海の中に、上じよう弦げんはぺたんと座り込んでいた。その四し肢しを人形のように投げ出して、その背中を一本の木に預けたまま、顔を伏せてじっと黙り込んでいる。返り血にまみれた服に包まれたその小さな肩が、小こ刻きざみに震えているのが見えた。

　魎りよう月げつはそんな上弦の前にしゃがみ込むと、わずかに首をかしげて言った。

「上弦？」

　前まえ髪がみが揺れた。じっと黙り込んでいた上弦が、はじめて声らしき声を発した。嗚お咽えつに歪ゆがめられたその声から、それでも魎月はかろうじて『昴すばる』という単語を理解することができた。改めて周囲の光景を見回し、散らかった肉にく塊かいの中にちらほらと見える兵へい装そうを目にして、魎月はぽつりと、

「──そうか」

　それを皮切りに、上弦は声をあげて泣きはじめた。体力すべてを使い果たして、それでもどうしても抑えきることのできない発作ほつさのように、その泣き声はあまりにも痛々しくその場に響ひびいた。
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　魎月は立ち上がる。再び血だまりの中に立ち返り、大体のあたりをつけて目的の物を探しはじめる。そのあいだにも上弦の声は、高く、ねじくれてその場の空気を震わせた。

　やがて魎月は目当てのものを見つけ、無言のままそれを懐ふところに収めると、おもむろに上弦のほうに向き直った。ぴちゃぴちゃと近寄り、血に濡ぬれるのも厭いとわずにその場に膝ひざをつく。上弦の顔を覗のぞき込むようにして見ながら、魎りよう月げつは言った。

「行こう。もうじき日が昇のぼる」

　上じよう弦げんはただ、泣くばかり。

「ここでこうしていても、なんにもならない。昴すばるのことはわかるが──」

「噓うそだっ!!」

　突然そう叫んだ上弦から、思わず魎月はその身を離した。涙に濡ぬれた瞳を跳ね上げて、上弦はそんな魎月のことをぎらりと見上げる。やり場のない怒りと悲しみに彩いろどられていたその表情が、魎月の無色な視線に見み据すえられて不ふ意いに崩れた。嗚お咽えつを混じらせながら、上弦は言う。

「あなたに──あなたなどにわかるものか！　昴は、昴は私の、はじめての使つかい魔まだったのに、名前だってちゃんと、考えてやったのに、これから、これからたくさん、いろんな話ができると思っていたのに──それなのに、どうして──」

「…………」

　魎月は答えず、強ごう引いんに上弦の手を摑つかんで引き立たせた。上弦はまだめそめそと泣きつづけていたが、それでも魎月の手には逆さからわず、されるがままにして彼の背に負おぶさった。「よっ」と小さく声に出して上弦の身体からだの位置を修正してから、ゆっくりと歩き出す。歩きながら、魎月はぽつりと、

「悲しいか」

　上弦は答えない。答えるわけがない。そのことをわかっていたからこそ、魎月はそう尋たずねたのだ。さくさくと草を踏み分けながら、魎月はかすかに顔を上げる。

「僕は、まったく悲しくない」

　魎月の首に回された上弦の腕に、ぎゅっと力が込もる。まだまだ涙の滲にじむ声で、それでも上弦は恨うらめしげに言った。

「それは、あなたが昴を嫌っていたからだ。だから悲しくないんだ。私は違う。私は──」

「そういう意味じゃない」

　魎月が短くそう言うと、上弦はぐっと押し黙った。

「僕は別に昴のことが嫌いじゃあなかった。もちろん好きでもなかった。犬ころ一匹に抱く感想なんか持ち合わせていなかったし、死んだ今でも痛くも痒かゆくもない。別に犬に限った話でもない。かつていた何十何百という従じゆう者しやたち──その中のひと握りは紛まぎれもない僕の『眷けん属ぞく』だったけど、彼らが塵ちり芥あくたに帰しても僕はなにも感じなかった。ご苦労さま、くらいの感かん慨がいは抱いたけれど」

　魎月のその言葉に、背中に負った上弦の身体が震えた。その胸をえぐっているのは怒りか悲しみか──魎月には、わからない。

　彼はしょせん、人ではないからだ。

　だが。

「だが、お前はどうやら違うようだな、上じよう弦げん。お前は僕とは違う。眷けん属ぞくのために涙を流すことができる。あまつさえまだ血を施ほどこしてもいない飼い犬のために。前からずっと思っていたんだ──上弦、僕とお前とは、きっと違う存在なんだ」

「っ」

　上弦は鋭く息を吞のむ。すでに泣き声はやんでいて、それなのに背中に感じる上弦の身体からだからは、布ぬの越ごしに触れ合っている肌はだにわかるほど心臓が大きく鳴りつづけていた。ふと立ち止まり、魎月は上弦の顔をちらりと振り返って、ごまかすような笑えみを浮かべる。

「だからどうしたというわけでもないんだがな。ずっと前から思っていたんだ。記き憶おくにある限りでは、僕は生まれてこの方かた涙を流したことなど一度もない。お前が今いま感じているであろう悲しみや苦しみも、経験したことはない。だから、そうやって心を震わせることのできるお前が珍しかったんだ」

　それだけのことだ。そう付け加えて、魎りよう月げつはまた歩きはじめた。本当にそれだけのことだった。歩きがてらの世せ間けん話ばなし、それくらいの認識でしかなかった。自分と上弦の差さ異い、そんなことは彼にとって、それほど興味を搔かき立てられる事こと柄がらではなかったから。

　そして──そんな魎月と上弦は、やはり『違って』いたのだ。

　上弦はただ、魎月の背の上で寒さをこらえるかのように身体を丸めていた。




　　　　◆




　あの晩から、上弦は一切の食事を口にしなくなった。魎月が呼んでみても生なま返事でしか答えず、このままでは死んでしまうと心配顔がおで『家か畜ちく』を差し出してくれたときも、仏ぶつ頂ちよう面づらでそんな魎月の顔を見つめてしまった。その視線を一体どういうふうに解かい釈しやくしたものか、彼は小さく肩をすくめると上弦のすぐそばに『家畜』を置いて外へ出て行ってしまった。魎月の背中が戸と口ぐちの向こうに消えるのを確認してから、上弦は背中を丸めて膝ひざのあいだに顔をうずめた。

　──昴すばる。

　その名を心のうちで呼ぶたびに、胸に鋭い痛みが走る。その痛みを確認するかのように昴との思い出を逐ちく一いち思い返してみては、上弦は喉のどを詰まらせ、歯を食いしばって込み上げる嗚お咽えつに耐えた。固く目を閉じても、まぶたの裏側に熱いものがどんどん溢あふれてきてしまう。恐る恐る、ゆっくりと目を開けると、大おお粒つぶの涙がぽろぽろとこぼれてしまった。途と端たんに封じていた嗚咽までもが漏れ出してきて、上弦は押し殺した声でしゃくりあげながら、その頭をぶんぶんと振った。

　だめだ。これではだめだ。私はもう涙を流さないんだ。昴のことを思い出してもなんの痛つう痒ようも感じない、そんな強い心を得ると誓ちかったのに、たかだか思い出ごときのためにめそめそ泣いていたのではいつまで経たってもそれを叶かなえることなどできないではないか──そうは思うものの、思っただけで願いが叶うようなら誰も苦労はしない。両手の手のひらで目め頭がしらを強く押さえながら、上じよう弦げんは悔しさに歯を食いしばる。

　自分はなぜこんなにも弱いのだろうか。あの晩、魎りよう月げつの言っていたことを思い出す。自分は今まで一度も泣いたことはないと、そう言っていた。人とは違い、そういうものを感じる機き構こうが最初から備わっていないのだと。その言葉に上弦は、昴すばるを失った悲しみをはるかに上回るほどの衝しよう撃げきと──そして、恐怖を覚えた。自分と魎月が違う存在であると認めることは、上弦にとって計り知れないほど恐ろしいことだった。なぜならば、それこそが唯ゆい一いつ自分と魎月を繫つなぎとめるものであると、上弦は信じきっていたからだ。

　いつも一緒だった。闇やみに生まれ落ちた上弦を魎月が拾い上げてから、ずっと二人で寄り添って生きてきた。なにも考えず、ただ無む邪じや気きに魎月のあとを追いかけていられたのはほんのはじめのうちだけで、すぐに上弦はあるひとつの疑問を持つようになった。

（魎月さまは、どうして私のことを拾ったんだ？）

　屈くつ託たくのない上弦のその問いに、魎月はわずかな苦く笑しようを閃ひらめかせて答えた。

（別に。なりゆきかな。仲間のひとりくらい、いても悪くないと思っただけだよ）

　その答えは上弦にとって少しだけ不満だったが、それでもおおむね安心することができた。自分は魎月の仲間であると──恋人でも身み内うちでも『仲間』には違いあるまい──確認することによって、上弦は自分の居い場所を確固としたものにすることができたのだ。自分と魎月は、この世にただ二人きりの『鬼』である──その事実は上弦に、優しく包み込んでくれるような温かい安あん堵ど感を与えてくれていたのだ。

　それなのに、その事実は他ならぬ魎月によって、根底から覆くつがえされてしまった。

　なにもかも自分が悪いのだ、と上弦は思うようになった。自分の育て親である魎月が間違っているはずがない。鬼として至らないのは、犬一いつ匹ぴき死んだくらいでめそめそ泣きつづけている自分のほうに決まっていた。そんな腑ふ抜ぬけた軟なん弱じやく者は鬼として失格だ、魎月に捨てられて当然だと、強きよう迫はく観念のように思い込むようになってしまった。それほどまでに、自分と魎月が『違う』ものであると言われたときの疎そ外がい感かんは、上弦の中で膨ふくらみきっていたのだった。

　強くなりたかった。魎月のように、いつも冷静で動じることなく、どんな辛つらい目や苦しい目にあっても弱音ひとつ涙ひとつ漏らさない、そんな怪かい物ぶつになりたかった。

　そうなれば、きっと魎月と二人きり、いつまでも一緒に暮らすことができるだろうから。




「──上弦。起きてるか？」

　その声に、ふと上弦は目を覚ます。どうやら泣き疲れて眠ってしまったらしい。自らに立てた誓ちかいを思い出し、上弦は情なさけなさに顔を歪ゆがめて目元をこすった。上弦の顔を覗のぞき込んでいた魎月が、寝ね乱みだれた上弦の髪を撫なでつけてくれた。

「もうすぐ夜が明けるんだが──ちょっと、来てくれないか」

「……？」

　珍しい、と思う。なにか用事があるらしいというのはわかるが、その用事をはっきり言わない魎りよう月げつの態度を上じよう弦げんは訝いぶかしく感じた。それでも無言で立ち上がり、目をしばたかせて彼のことを見上げる。魎月は小さく頷うなずくと、上弦の手を取って歩きはじめた。

　二人とも、なにも喋しやべらなかった。小屋を出て、月明かりに照らされた夜道を歩く。凍いてつくほどに寒々とした山中には虫一いつ匹ぴきの声すらも聞こえず、ざくざくと草を踏み分ける音がかえってその静せい寂じやくを引き立たせた。振り向きもせず歩いていく魎月の背中を見つめながら、ふと上弦の脳のう裏りに、不ふ吉きつな考えが湧わきあがってきた。

　口くち減べらし、という習慣が人間のあいだにはあるという。少しでも食くい扶ぶ持ちを減らすために、労働力にならない老人や子供を山中深くに置き去りにしてしまうのだ。その知識と、この数日間ものひとつ食べずに泣きつづけてきた己おのれの姿は、いとも簡単に連結した。

　──魎月さまは、私を捨てる気なのかもしれない。

　ただでさえ白い上弦の顔から、さらに血の気が引いた。

　──この数日間、ずっと泣いている私のことを見て、愛あい想そうを尽かしたのかもしれない。

　寒いはずがないというのに、自分の唇くちびるが震えているのがわかった。

　──だって、そうではないか。『仲間』でないとわかった以上、もう魎月さまには私と一緒にいる理由がないんだから。泣き女のように涙を垂れ流す私のことを見て、うんざりしてしまったに違いない。

　危うく叫び声をあげそうになり、奥おく歯ばをきつく嚙かみ締める。

　──でも、そんなの、だめだ。ちょっと待ってほしい。説明すればよかった。すぐに強くなると、昴すばるのことなんかすぐに忘れ去ってしまうと、そう言っておけばよかった。そうすれば少なくとも時間稼かせぎにはなったのに、いやだ、これ以上進みたくない、いや、やめて、止まって、お願いだから、私を──

　暴走する思し考こうを食い止めることができない。ともすれば止まりそうになる両足は、それでも魎月に引きずられるようにして動いてしまう。『感かん知ち』を起動する。突とつ然ぜん魎月が上弦の手を離して走り出しても、いつでも追いかけられるように。

　と、ふと魎月の歩みが止まった。心臓が跳ね上がる。魎月が振り返るのがわかったが、じっとうつむいたまま、上弦はその顔を上げることができなかった。もし見上げたその顔に、失望の表情が浮かんでいたら──そう考えると、地面に貼はりついた視線がどうしても離れてくれないのだ。

　いつまで経たってもぴくりとも動かない上弦に、魎月は呆あきれたように息を吐いた。上弦はその音にすら怯おびえ、そんな上弦の身体からだを引っ張って、魎月は自分の前へと彼女のことを押し出した。

「見ろ」

　目の前に魎りよう月げつがいなかったから、上じよう弦げんはその言葉に従った。おずおずと眼がん前ぜんに向けられた瞳が、大きく見開かれる。

　そこは、いつか昴すばると共に見た、朧おぼろ月夜を望む岩いわ棚だなだった。夜明けが近いためか、そこから見える漆しつ黒こくの夜空は紺こん青じようの色を帯びはじめている。だが、上弦が驚いたのはその場所にでもその光景にでもなかった。岩棚の先せん端たん、かろうじて土が残っているところに、大きな穴が掘られていたからだ。その傍かたわらに置かれた卵たまご形がたをした岩、それに視線を向けた上弦に、魎月はぼそりと言った。

「『墓はか』と言うらしい」

「え？」

　弾はじかれたように振り向いた上弦に、魎月は無む造ぞう作さに握り締めた手を突きつけてきた。思わずそれを両手で抱かかえると、魎月は手を広げて、中に握っていたものを上弦に渡した。自分の手に渡されたものに視線を落として、上弦は顔を歪ゆがめる。

　昴の首に巻いてやった、赤い布。持ち主の血を吸ってさらにどす黒く染まったその布を、魎月は指で示した。

「人間の習慣だ。死んだものを土に埋めて、そこに標しるしを建て、忘れないようにしてやるのだと。ただ、お前があそこで人間たちを散らかしたおかげで、あの犬の死体がどこにあるのかさっぱりわからなくなってしまったから、仕方なくそれを使うことにした」

　ちらりと笑い、

「別にそれでもいいらしいけどな。『形かた見み』──というのか。身代わりみたいなものだ」

　上弦は虚うつろな目を魎月に向け、

「……どうして」

「お前が、悲しんでいたからな」

　言って魎月は、くるりと背を向ける。いきなり興味を失ったかのように眠そうに背伸びをして、独り言のように、

「聞いた話だが、『墓』を建てて死者を弔とむらうのは、残されたものの悲しみを和やわらげるためらしいな。そうすることによって死者を慰なぐさめ、引いては自分たちをも慰める──正直僕ぼくには理解できないが、ま、そういう幻げん想そうを抱いてないと彼らは生きていけないんだろう。彼らは、僕らと違って脆もろいから」

　上弦の気持ちなど気にもかけずに、魎月は後ろを向いたままひらひらと手を振る。

「試すだけなら何事もタダだ。やってみるといい、上弦。悲しみが軽くなるかもしれない。だめでもともと、成功すれば御おんの字じだろう」

　ふう、と大きく息を吐いて、魎月はすたすたと歩きはじめた。上弦は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、その背中を見ることしかできなかった。と、不ふ意いに魎月は立ち止まり、ちらりと上弦を振り返ると、

「終わったら帰ってきて飯めしを食えよ。いい加か減げん身体からだに障さわるぞ」

　それだけ言って、再び魎りよう月げつは歩き出す。二度と振り返ることのないその背中を、上じよう弦げんは見えなくなるまでじっと見つめていた。やがてその背が薄くなってきた闇やみの向こうに消えてから、上弦は『墓はか』のほうを振り返った。

　静かな足取りで岩いわ棚だなに空あけられた穴へと近づいていく。ちょうど犬一いつ匹ぴきが入れるくらいの大きさに掘られたその穴に、上弦は感情のこもらない視線を落とし入れた。しばらく黙ってそうしていたが、やがて上弦の肩が、ふるふると震えだした。上弦の顔かお一いち面めんを覆おおっているのは、悲しみでも喜びでもない──それは、紛まぎれもない憤ふん怒ぬの表情だった。

「……ふざけるなあっ!!」

　赤い布が破れるほどの力で拳こぶしを握り締め、上弦は渾こん身しんの力で傍かたわらの岩を殴なぐりつけた。ずんぐりとした卵たまご形がたの岩にみしりと亀き裂れつが走り、しかし殴りつけた上弦の拳のほうがよほど甚じん大だいな被害を受けた。裂けた皮の合間から骨こつ肉にくが顔を出し、全体的に楕だ円えん形けいになってしまった拳を、それでも上弦は痛みを嚙かみ殺しながら何度も何度も岩に叩たたきつける。潰つぶれては再生し、再生してはまた潰れていく連れん鎖さを繰り返すうちに、ついに衝しよう撃げきを受け止めきれなくなった岩ががらがらと瓦が解かいしていった。上弦は忌いま々いましげに石くれと化した岩を蹴けりつけ、魎月の消えた闇やみをぎらりとにらみつけて吠ほえる。

「私は、私は人間じゃない！　私は鬼だ！　あなたと同じ、あなたの同族である鬼なのに!!　それなのに──あなたまでもが私を腑ふ抜ぬけ扱いするのか!?　そんなことだからあなたは朴ぼく念ねん仁じんと言われるのだどうしてそうやって人の気持ちを平気で踏みにじるようなことができるんだ、魎月さまなんか水を引っかぶって死んじまえ──────────!!」

　癇かん癪しやくに近いその怒ど声せいは、山の中に幾いく十じゆうもの木霊こだまを残して吸い込まれていった。もしかしたら魎月にも聞こえたかもしれない。構うものか、と上弦は怒り心しん頭とうに鼻を鳴らし、手にした赤い布に目を向ける。心がずきりと痛んだ。強ごう引いんに無視した。心などない、鬼である自分にそんな弱い部分などありはしないのだと無む理り矢や理り思い込み、上弦は岩の橋の先せん端たんに向かって倣ごう岸がんに歩き出す。眼がん下かを望む場所にまで歩を進めると、強く握り締めた拳を大きく上にあげ、

「こんなものっ！」

　叩きつけるように赤い布を崖がけの向こうへと投げつけた。そのあとの光景を見るのを恐れるかのように、上弦はさっと踵きびすを返すと、足あし早ばやにその場から立ち去った。歩きながら上弦は、込み上げてくる涙を必死にこらえていた。

　馬鹿にするな。奥歯を嚙み締めて嗚お咽えつを抑えながら、上弦は胸のうちでそうつぶやく。魎月にそんなつもりがなかったであろうことはわかっていた。彼は彼なりに自分のことを案じてくれていたのだろうし、それに対しては喜びと感謝を感じていた。だが、だからといって『墓』はないだろうと上弦は思うのだ。人間の習慣──惰だ弱じやくな人間を慰なぐさめるための儀式、それを上弦に行えということは、今の彼女にとってはこの上もない侮ぶ辱じよくだった。

　涙が溢あふれそうになる。上じよう弦げんは立ち止まり、一瞬の躊ちゆう躇ちよの後、顔を両手で覆おおった。深く呼吸をして、指を大きく見開いた両目に当て、そのまま一気に目め玉だまを抉えぐり出す。泣くくらいならば目などないほうがマシだった。鬼である自分が流すのは、血だけで充分だ──ぶぢぶぢと響ひびく感かん触しよくを指先に感じながら、焼けつくほどの激げき痛つうに獣けもののような咆ほう哮こうをあげながら、上弦はそう思う。やがて完全に目玉を顔から切り離すと、両の手のひらに収まったそれをあっさりと握り潰つぶし、その辺の地面にべちゃりと捨てた。同時に『感かん知ち』を起動、範はん囲い内ないに感じる魎りよう月げつの『力』を頼りに、上弦はふらつきながら歩き出した。

　ぽっかりと空いた赤黒い眼がん窩か、そこに感じる痛みを、自分は生しよう涯がい忘れることはないだろうと思う。激痛の炎ほのおがいったんは収まっても、きっとそれは熾火おきびとなって胸の奥に燻くずぶりつづけるのだろう。それならそれで構わなかった。鬼になりたい、どういう種類の感情にも揺り動かされることのない化け物になりたい──その矜きよう持じを守ることができるのならば、いずれその小さな火が自らを焼き尽くしてしまうとしても、構いはしなかった。
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　案あんの定じよう、一番反はん発ぱつしてきたのは三み毛け猫ねこのシマだった。三色ストライプの長々とした尻尾しつぽが自慢のこのメス猫は、三毛猫の多分に漏れず激しい気性を持ち合わせている。平へい素そは見ていて清すが清すがしくなるようなきっぷのいい性格をしているのに、一度火ひがつくともう手がつけられなくなってしまうのだ。モザイクにとって厄やつ介かいなのは、この猫がその燃え上がるような性格をそっくりそのまま情熱に変えて、よりにもよってツキへと向けていることだった。シマが「ツキの子を身み籠ごもること」が自分の夢なのだと普段から堂々と宣言していることに文もん句くをつける気はない。メスである以上優ゆう秀しゆうなオスの子を持ちたいと願うのは当然のことだと思うし、ツキよりも優秀な猫は湯ゆヶが崎さきどころか日本中のどこを探したところで見つからないだろうからだ。問題なのはそこではない。問題なのは、先ほどから隣に立ち尽くして、あからさまに喧けん嘩かを売る目つきでシマのことをにらんでいるユキにあった。シマもいい加か減げんその視線に気づいているらしく、剣けん吞のんに目を細めながらユキのことをちらりと見た。

「とにかく、あたしゃ納なつ得とくできないね。できるわけないじゃないのさ。なんであたしたちがこの町に残って他の猫の面めん倒どうを見なくちゃなんないのよ？　あんたたちだけツキさんについていくなんて、んなこと許せるわけないだろう！」

「そんなこと言ったってしょうがないですか、だって──」

「ガキは黙ってな！　モザイク、ツキさんがひとりでこの町を去るってんならあたしだって文句は言わないよ。でも、あんたたちはついてくんだろう？　それだったらあたしだって、ツキさんを追ってここから出て行ってもなんの問題もないはずだね。違うかい？」

「いやまあ、そりゃそうなんだが、な……」

　言い淀みかけたモザイクのことを、ユキが「シッ！」と威い嚇かくした。思わず身を引いてしまったモザイクに目もくれず、ユキは再びシマに食ってかかる。

「ツキさんはシマさんたちにこの町を任せるって、そう仰おつしゃったんですよ。ツキさんのその信頼を、裏切るつもりですか？」

　シマの目に、暗い炎ほのおが宿る。モザイクは反射的に「しまった」と思った。どの辺にあるのかよくわからないシマの逆げき鱗りん、それに触れられたときに彼女はいつもこういう目をする。そのあとに訪れるのは決まって流血沙ざ汰たであることを、この町の最さい古こ参さんであるモザイクはよく知っていた。

「ユキ、あんた、ガキだからって調子に乗るんじゃないよ。なんだいその言い草、ツキさんの言葉を借りなきゃなんにも言えないのかい？」

「おいシマ、落ち着け、子供相あい手てにムキになるんじゃ──」

「子供じゃありません！　私はもう立りつ派ぱな大人おとなです!!」

　叫ぶようにそう言ったユキに、シマは一歩詰つめ寄った。

「はん、そうかい、それじゃあ遠えん慮りよはいらないね。あんたのことは前から気に入らなかったんだ。そのお上じよう品ひんな毛皮を血で汚されたくなきゃ、余よ計けいな口くち挟はさむんじゃないよ！」

「余計な口挟んでるのはそっちでしょう!?　ツキさんはこの町から出て行くって言ってるんです！　どうしてそれを邪じや魔まするんですか!!」

「はあ？　誰が邪魔なんてしてるのさ？　あたしは構わないよ、ツキさんが出てくんならあたしもついていくまでだ。あたしの邪魔してるのはそっちじゃないの。どういう理り屈くつであんたはあたしをこの町に縛しばりつけようとしてるわけよ？」

「そっ、れは、だから、ツキさんが──」

　シマは呆あきれたように息を吐く。嘲あざけりの笑えみを口元に浮かべて、馬鹿にするようにふんと鼻を鳴らした。

「あたしにツキさんを取られるのが怖いんだろう？　ツキさんについていくメスは、自分ひとりで充分ってわけだ──ははっ、確かにあんたは大人だよ。立派立派、立派に薄うす汚ぎたない女じよ郎ろう猫だね！」

「なんですって、この──!!」

「……そこまでにしておきなさい」

　静かに響ひびいたその声は、激げき情じように熱された二匹のメス猫の空気をほんの少しだけ和やわらげた。ユキとシマが不ふ意いを突かれたように声の主ぬしを振り返った瞬間、別の方向から一匹の黒猫が二匹のあいだに割り込んでいた。

「そうそう、女の喧けん嘩かは見苦しいぜ。姐ねえさんも大人気げないなあ、いつも俺には『もうちょっと我慢を身に付けろ』とか言ってるくせにさ、いざ自分の番になるとこれなんだから。少しは落ち着いて周りを見回してみろよ」

「カンクロ、軽かる口くちを叩たたかない。──モザイク、大体の話は聞きました。ツキ様が湯ゆヶが崎さきから出て行くそうですね」

　ユキとシマの抗こう争そうに巻き込まれて身体からだを縮こまらせていたモザイクは、その声にようやく我に返った。ふるふると頭を振ってから、気を取り直したように自分を見つめる細ほそ身みの猫に向かって言った。

「──ああ、ロシア、カンクロも。よく来てくれたな」

　その言葉に応じて、ロシアは翡ひ翠すい色いろの双そう眸ぼうをわずかに伏せた。礼、のつもりなのだろうか。よくわからなかったのであいまいに頷うなずいておく。と、カンクロがからかうような口く調ちようで、

「モザイクのおっさん、そろそろ耄もう碌ろくが来てるんじゃねえの？　姐ねえさんにならともかくユキにまで威い嚇かくされてどうすんだよ、もうちっとシャンとしてくれよな」

　言われてモザイクはじろりとカンクロのことをにらんだ。「悪かったな」と吐き捨てるように言ってから、改めてシマに目を向ける。

「……まあ、話がそれてしまったわけだが、そうだな。お前がどうしてもそうしたいというなら、ボスはお前が着いてくることを拒否したりはしないだろうな」

　いきなりの言葉に、シマは目を白黒させてモザイクのことを見返した。隣でユキが不ふ機き嫌げんそうに「ちょっとモザイクさん」と耳打ちしてきたが、モザイクはそれを無視してさらに言葉を続けた。

「でもなあ、シマ。本当にそんなこと、お前にできるのかよ？　お前は人じん望ぼうがあるし面めん倒どう見みもいい。お前のことを純粋に慕したってる奴やつだってたくさんいる。そいつら全部置いてボスについていくなんて、本当にできるのか？」

　シマはぐっと言葉に詰まった。気まずそうに顔を伏せながら、目だけで恨うらみがましくモザイクのことを見上げる。

「それは、──あんただって、ツキさんだって、同じじゃないか。そのことをあんたらにとやかく言われる筋すじ合あいは──」

「もちろんとやかく言うつもりはないさ。お前が本当にそうしたいと思うのなら、そうすればいい。けどな、これは友人としての忠ちゆう告こくだが、けじめだけはきっちりつけといたほうがいいぞ、シマ。お前の周りにいる奴ら全部を引き剝はがしてでもボスを追いたいと思う覚かく悟ごが、本当にあるのか？」

「…………」

　今度こそ、シマは黙りこくって完全にうつむいてしまった。と、今度はロシアが一歩前に進み出てくる。モザイクは疲れたように、

「なんだよ、ロシア。お前もなんかあるのか？」

「いえ。ツキ様がこの町を出て行くこと自体には──まあ、異い論ろんは山ほどありますけど、まさかそれを押しつけるわけにもいきません。ツキ様を止める権利など、誰も持っていませんから」

「……じゃあ、なんだ」

　静かな気き品ひんに満ちた緑の瞳で、ロシアはまっすぐにモザイクのことを見み据すえた。

「誰も──どんな猫も、他の猫の行動を束そく縛ばくすることなどできません。ですが、その上で私は一度ツキ様と顔を合わせてお話したいのです。ツキ様がこの町に住む猫に与えてきた影えい響きようは計り知れません。私だってもちろん例外ではない。人づてに聞いた別れの言葉などで納なつ得とくできるわけないでしょう？」

「……そう、それだよ。あたしもそれが言いたかったんだ」

　シマが再さい起き動どうした。顔を上げ、先ほどよりも強くなった決意の表情を浮かべて、じわりとモザイクににじり寄ってくる。

「ツキさんと話がしたい。どうしてこの町から出て行かなきゃならないのか、それを直接ツキさんの口から聞き出さなきゃ、あたしは絶対に納得できない──納得なんかしない。あんたにだって、いや、あんたならそれがわかるだろ、モザイク」

「…………」

　思わず言葉を失ったモザイクに、畳たたみかけるようにカンクロが言葉を繫つなげる。

「まあ、俺はツキさんがいなくなろうがどうしようが別にどうでもいいんだけどさ、他の連中は全員そうじゃないみたいだぜ？」

「……他の連中？」

　怪け訝げんそうに見返したモザイクに、カンクロはころころと笑いながら、

「言っただろ？　──少しは落ち着いて、周りをよく見回してみろよ」

　まさか、と思う間もなく、モザイクは周囲に視線を巡らせていた。住宅街にぽっかりと開いた狭い空き地、その周りを取り囲む塀へいや茂みの向こうから、ただならぬ数の気配を感じた。呆あつ気けに取られて目を丸くしているモザイクを尻しり目めに、ロシアは落ち着いた声で「出てきなさい」と言った。

「ツキ様に会いたいと思っている猫は、なにも私だけではありません。彼らはみな、ツキ様がこの町を出て行くことに反対している。ツキ様を引き留められないまでも、せめて別れだけは告げたいと思っている。今までツキ様は、湯ゆヶが崎さきに住む猫たちを庇ひ護ごしてくださっていたのです。せめてそのお礼くらいは、言わせてください」

　ロシアがそう喋しやべるあいだにも、塀の向こう側から、茂みの中から、有ゆう刺し鉄てつ線せんの隙すき間まから、揃そろいも揃って申し訳なさそうな顔をした猫たちがぞろぞろと這はい出してきた。自動車が三台入ればそれだけで満まん杯ぱいになってしまうような狭い空き地は、瞬またたく間まに猫の波に飲み込まれてしまった。口をぱかんと開けたまま、モザイクは呆ぼう然ぜんとその光景に見入る。こいつらは一体なにを考えているのか、と思う。たかが一匹の猫が町を消えるだけのことで、なぜこんな異い常じよう気象の前まえ触ぶれのような事じ態たいが起こらなくてはならないのか。いつまで経たっても呆ほうけたようになにも言わないモザイクに、カンクロがくすくす笑いながら言った。

「ま、要するに、これはあんたらが独り占めしていい問題じゃないってことだな。ツキさんの問題はすでに、湯ゆヶが崎さき全部の猫の問題なんだよ、きっと」

　モザイクは諦あきらめたように息を吐いた。そもそも自分だってこいつらのことをとやかく言える立場ではないのだ。猫にあるまじきことに、別の猫の尻尾しつぽを追いかけて町から消えようとしているのだから、自分だって相当の変わり種だねなのには違いない。モザイクはうんざり顔で、なにかを期待するような上うわ目め遣づかいで自分のことを見つめてくる猫たちを見回した。ぽつりと言う。

「──ま、勝手にすりゃいいさ。別に俺が困ることじゃない」

　その言葉に、空き地を埋め尽くす猫たちの群れが一いつ斉せいに沸わいた。と同時に、まるで示し合わせていたかのような素早さで、集まっていた猫たちのうちの十何匹かが四方に散っていくのが見えた。窺うかがうようにロシアに目を向けると、彼は小さく頷うなずいてからこう言った。

「捜そう索さく隊です。ツキ様を見つけ出すための。ご自宅にはいらっしゃらなかったようなので」

　モザイクは苦く笑しようして、

「ずいぶん用意がいいことだな。……で、俺の役割はなんだ。これで終わりか？」

「直接会って話すといっても、ツキ様は我らの庇ひ護ご者であられます。ですからモザイク、ツキ様と面と向かって話せるあなたには、是ぜ非ひにも橋渡しの役割をこなしていただきたい。お願いします」

「……なんで俺がそんな巫み女こみたいなことしなくちゃいけないんだよ。と、そうだ、巫女で思い出した。それならユキにやらせれば──」

　そう言って巡らせた視線の先には、いまだにシマといがみあっているユキの姿があった。「だめだこりゃ」という顔でロシアを振り返り、ロシアはロシアでいたって真剣な表情を微み塵じんも崩さずに、

「お願いします」

「……わかった、わーかったよ。引き受ける。ボスとの仲ちゆう介かい役やくだな。それぐらいお安い御ご用ようだ」

　おどけてそう言ったモザイクに、ロシアは真しん摯しに頭を垂れた。なんだか居い心ごこ地ちが悪くなって、モザイクはその場でもぞもぞと尻尾を動かした。本当は単にこれだけの猫の軍ぐん勢ぜいに取り囲まれたツキがどういう反応を示すのかに興味があっただけなのだが、あまりに生き真ま面じ目めなロシアの態度に勢いを殺そがれてしまったのだ。ボスも大変だな──頭の隅すみでちらりとそう思いながら、しかし同時にこうも考える。確かにシマの言ったとおり、それまで慣れ親しんできた偉大な存在がある日突とつ然ぜんぽっかりといなくなってしまったら、残されたものは行き場を失ったような絶望を覚えることだろう。まして生き神様として崇あがめられるツキがいなくなるのならばなおさらだ。

　区切りは、きちんとしておかなくてはならない。つまりはそういうことなのだと、モザイクは思う。猫であるツキにもし責せき務むがあるのだとしたら、彼らに別れを告げることこそが湯ゆヶが崎さきの猫のボスとして当然なすべき責務なのだろう。ツキと共にこの町を去る自分がその責務を全まつとうする手伝いをすることは、ごく自然なことに思えてきた。「ふむ」とどこか満足げに息を漏らしてから、ロシアの緑色の瞳を見、それから夜空へと視線を移した。

　澄んだ白しろ金がね色いろの月は、まだ夜空の半なかばほどを、ゆったりと漂っていた。
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『吸きゆう血けつ鬼きのおしごと』シリーズを通しての特とく徴ちようのひとつとして「長い」「分ぶ厚あつい」というものがありますが、今回ついにそれを通り越して二巻分冊になりました。鈴すず木き鈴すずです。どうもすみません。

　しかし書き終えるたびにいつも思うのですが、どうして僕が書くものはこんなにも長くなってしまうのでしょう。最初にプロットを上げるときはたいてい、「よし今度こそ電でん撃げき文庫として平均的な長さのものにするぞ」との決意をこめて設定するのですが、いざ終わってみるといつもこの有り様です。どうしてなんでしょう。なにか僕の創作方法に根本的な誤りがあるのかも──いや、すいません。ちょっと噓うそつきました。ホントは自分でも薄うす々うすわかっています。

　暴走してしまうんですね。早い話。

　たとえば今巻の前半クライマックス、亮りよう史じと上じよう弦げんが語り合う部分をクローズアップしてみます。亮史が長々と、見開き二ページ分にも渡ってとうとうと語らっています。こいつ息切れないのかなあ、とか書いてる僕でさえそう思いました。こういうのがいかんのです。最初に決めたプロットの段階では、ちゃんとシーンごとの枚数もかっちりと定めていたはずなのに、知らず知らずのうちにこんなふうな余よ計けいなページを使ってしまうから、最終的には膨ぼう大だいな量に破は綻たんしてしまいます。それは、わかっているのです。

　わかっているのにやめられないのは、やはり暴走が楽しいからでしょうか。暴走するということは（悪い意味で）『ノっている』ということですから、楽しいのは当然です。しかし、作者が楽しんで書いたものが必ずしも読者に楽しんでもらえるわけでは無論ありません。むしろ逆効果なことのほうが多いわけで。一晩ノリノリで書いた文章が、朝に見返してみるとかなり絶望的だった、という状況によく似ています。で、結けつ局きよく書き直しのためにさらなる時間を食うと。一番やっちゃいけないパターンですね。

　そんなわけで、今回はみなさんに多大な迷めい惑わくをおかけしてしまいました。担たん当とう編集の徳とく田ださんをはじめ、イラストレーターの片かた瀬せさん、メディアワークス編集部、宣伝部、出版部のみなみなさま、まことに申し訳ありませんでした。これに懲こりて自分の悪あく癖へきをもう少しは改善……できたらいいなあ。はあ。




　さて、また最後になりましたが。読者のみなさまにおかれましては、本書を手にとっていただきまことにありがとうございました。願わくば次巻にて再び出会うことができますように。ごきげんよう、さようなら。





鈴すず木き　鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

順調に作家業を続ける傍らで、順調に成績が下降しはじめている大学生。スケジュール合わせのために時間割を過疎にしたにも関わらず、単位が危ないなんて人としてどうなんでしょうと尋ねたら膝の上の猫はあくびで答えてくれた。下手の考え休むに似たり。
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イラスト／片かた瀬せ 優ゆう

東京都杉並区在住のイラストレーター。好きなものは猫と桜。ゲームも好きだが最近はあまりやれてない様子。しかたなく日夜絵を描いたりして過ごすが、目下修行中。
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